


[image: ]







[image: ]








CONTENT





序　章　　よくわかったな。その通りだ

閑　話　　アリスと古代龍

一　章　　大賢者ヌルハチ

閑　話　　アリスと大賢者

二　章　　ゴブリン王の物語

閑　話　　アリスとゴブリン王

三　章　　魔王タクミは動かない

閑　話　　アリスと四天王

四　章　　魔王の大迷宮

閑　話　　ヌルハチと魔王、そしてアリス

五　章　　大武会とバルバロイの策略

閑　話　　アリスと魔王、そしてタクミ

転　章　　動き出した始まり

閑　話　　アリスとタクミ

特別収録　裏章

　　　　　あとがき











[image: ]










１　弟子の弟子がきた




「貴方様が剣聖アリス様のお師匠様、大剣聖タクミ様でございますね」

「は？　いや、人違いじゃないか？」

　草が生い茂る俺の足元に、まだあどけなさの残る少女が跪ひざまずいている。

　もうすぐやって来る冬に備え、洞窟の前で肉を塩漬けにしていた時のことだった。

　長い黒髪に少し切れ長の瞳。年は十五、六歳くらいだろうか。背には少女の身長とさほど変わらないような剣を背負っている。確か、東方の剣でカタナと呼ばれているものだ。着ている衣服も東方の、紅い牡ぼ丹たんの花が描かれた白い和服だった。

　一目見てわかった。

　この少女は俺よりも遥かに強い。

「俺は大剣聖なんて大それたもんじゃない。とっくに引退して、山に一人で暮らしているただのおっさんだ」

「ははは、ご冗談を。タクミ様はユーモアのセンスまで抜群であらせられる」

　冗談じゃないんだけどね。

　過去に冒険者として剣を使っていたことはある。だが、冒険者ギルドに所属していたのは、もう十年も前の話だ。剣聖どころか、冒険者レベルは下から二番目のＤランクで、いつもパーティーのお荷物扱いだった。
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　戦力外通知を受けてパーティーから追放された時に冒険者を引退し、その後はずっと山でのんびり暮らしている。

「多分、お前さんが言ってるタクミ様は同名の別人だ。残念だったな」

「まさか、そんなことがあるはずがありません。タクミという名の冒険者は、世界に貴方様しか存在しません」

「ふぇっ？」

　思わず変な声を出してしまう。

「まさか、嘘だろう？　そんなによくある名前じゃないが、同じ名前の奴、何人かいたぞ」

　冒険者ランキングというものがギルドには存在する。そこにはギルドに所属している者、すべての名前とランクが載っていて、確かタクミという名前は他に二人ほどいたはずだ。

「貴方様以外のタクミはすべて改名されました。今後もその名前をつけることは、世界ギルド法案で永久に禁止されましたので、未来永劫タクミ様は貴方様一人でございます」

「え、何それ、怖い」

　少女が何を言っているのか理解できない。

「何がどうしてそんなことになった？　いつ、そんな法案ができたんだ？」

　少女が少し驚いたような顔で首を傾げる。

「ずっと前からですよ。冒険者ランキング一位になった者の名は、誰も同じにしてはいけない。一〇〇年以上前にできた法案です」

　そういえばそんな法案があった気がする。

　だが、冒険者ランキングの一位は一〇〇年前から一度も変わっていないはずだ。

「大賢者ヌルハチが一位じゃなくなったのか？　いや、それよりも、俺の名前がそうなったってことは……」

「はい、ヌルハチ殿は三位に転落しました。今、ランキングの一位はぶっちぎりでタクミ様です」

　どがん、と頭を金槌で殴られたような衝撃が走る。

　もはや、現実が受け入れられない。

「い、いやいやいや、おかしいだろ。俺は十年前に引退している。その時の順位は五〇〇位くらいだったが、それも仲間のおかげだったし、それからは何もしていない」

「またまた御謙遜を。タクミ様のご活躍、すべて存じております」

　俺は全く存じてない。山で小動物を狩って、畑を作っていた記憶しかない。

「アレフエンド大洞窟の制覇。古代龍エンシェントドラゴンの討伐。ガベル王都の奪還。タクミ様の活躍は過去現在未来において人類史上最高と言われております」

「いや、全然知らんわっ！　俺、ずっと山にいたよっ！　毎日、のんびり暮らしていただけだよっ！」

　思わず大声で叫んでしまった。

「いやご自身の活躍を自慢なさらないとは、本当にタクミ様は素晴らしいお方です」

　ダメだ。何を言っても通じない。

　切り口を変えて質問してみる。

「なあ、それって、俺一人でやったことになっているのか？」

「いえ、冒険者ギルドの記録では、アリス様と二人でパーティーを組んでいたとあります。もっともアリス様は私に、すべてタクミ様が一人で成し遂げたようなものだ、と話してくださいました」

「ちょっと待て、アリスって、あのアリスか？」

　そう言えば最初に「剣聖アリス様のお師匠様、大剣聖タクミ様」と言われていた。

　十年前、冒険者を引退する前に、ダンジョンで幼女を保護したことを思い出す。

　生まれた時からダンジョンで暮らしていたのか、幼女は野生の動物みたいになっていた。その幼女に人間の言葉や、箸の持ち方を教えた記憶がある。アリスという名前も俺が適当につけたものだ。

　弟子なんてものじゃなかった。

　俺はただのアリスの保護者だった。

「はい、アリス様も一人しか存在しません。タクミ様がランキング一位になる前に、一位になっておられます」

　もう、頭がぐるぐると回って、今にも爆発しそうだ。

　あのアリスが剣聖になって、伝説級のクエストを次々に制覇している。しかも、それをまるで俺が一人で成し遂げたようなものだと言っているという。

「だいたいのことは把握した。で、君は何しに来たの？」

　頭を押さえながら、なんとかそう言った。

　後で山から降りて、冒険者ギルドに事実を話しに行こう。

　ランキング一位など、俺には荷が重すぎる。

「はっ、自己紹介が遅れました。私は剣聖アリス様の一番弟子、レイアと申します」

　アリスの弟子。アリスが俺の弟子という設定なら弟子の弟子ということか。

　すごく嫌な予感がした。

「アリス様は人類最強の剣聖でありますが、人にものを教えるのが少し苦手であると言われました」

　じ、人類最強なんだ、アリス。

「そこで宇宙最強と言われる大剣聖のタクミ様に教えを請いに馳せ参じた次第にございます」

　俺、宇宙最強なのっ？

　いや、めっちゃ人類ですよ、俺。

　どこから突っ込んだらいいのかわからない。とにかくこれは絶対に断らなくてはいけないやつだ。

　冒険者を引退した時に、ずっと一人で暮らしていくと決めていた。山での一人暮らしなら、なんの力もない自分でも、誰にも迷惑をかけずに生きていける。この自然以外にもう誰にも関わりたくないと思っていた。

「あ、あーー、レイアさん」

「はい、大師匠」

　やめて、キラキラした目で見ないで。

　あと大師匠とか呼ばないで。

「俺はもう弟子とかを取るつもりはないんだ。一生を一人で生きていくと決めて……。え？　何？　レイアさん、短剣を取り出して何を……」

　いつの間にかレイアは、自分の腹に短剣を向けている。

「弟子になるのを断られたら、自害するつもりで参りました。タクミ様、どうか真剣にお考えの上、ご返答をお願い致します」

　あー、ダメだコレ。何言っても言うこと聞かないヤツだ。

　俺、詰んだ。

「レイアさん」

「はい、大師匠」

「君を弟子と認めよう」

「ありがとうございますっ、大師匠っ」

　今までずっと跪いていたレイアが喜びのあまり、俺に飛びついてきた。よほど嬉しかったのか、力一杯俺を抱きしめる。

　あ、コレやばい。

　身体のあちこちが悲鳴を上げ、意識がどんどんと遠のいていく。

「あれ、大師匠、大師匠、どうしましたっ」

　弟子の腕の中でぐったりしながら意識を失う。




　この話は俺が本当に宇宙最強になるとか、そういう物語ではない。

　ただ、ただ、人外の者達に巻き込まれながら、勘違いされ続ける悲劇、いや……

　喜劇の物語である。




２　最速で卒業してほしい




　目が覚めたのは夜になってからだった。

　いつの間にか住居である洞窟に運ばれていた。

「大師匠、お目覚めになられましたかっ」

　正座をして覗き込むように俺を見るレイアを見て、夢じゃなかったことを知る。

　俺が冒険者ランキング一位という悪夢は、どうやら覚めてくれないらしい。

「申し訳ありません。先だっての古代龍エンシェントドラゴンとの死闘で疲弊されているのを忘れておりました。確か、一ヶ月程、不眠不休で戦ったと聞き及んでおります」

　いや、毎日８時間、ぐっすりたっぷり寝ていたけどね。

「あー、レイアさんや」

「はい、大師匠」

　何から言おうか。言いたいことが多過ぎて、頭の整理ができていない。

　起き上がって上からレイアを見る。レイアは正座をしたままだ。

「とりあえず、俺に触れるのは今後一切禁止です」

「えっ、あっ、わ、わかりました、大師匠」

　レイアの表情が最初驚いた顔になり、つぎに真っ赤に照れて、最後に真剣な表情になった。

「今、理解致しました。大師匠の力は余りにも大きく、触れてしまった私に多大なる影響を及ぼすのですね。先程はその力を抑えようとして、無理矢理身体機能を停止させ、私を守ってくださったのでしょう。本当に申し訳ありませんでしたっ」

　深々とお辞儀するレイア。

　うん、何もかも不正解。

　でも、面倒くさいからそのままでいいか。また、抱きつかれたら死んでしまうもの。

「よくわかったな。その通りだ」

　後にこのセリフは俺の人生で最も多く使うセリフとなる。

　この時、面倒くさがらず、ちゃんと訂正しておけばよかったと後々後悔することになる。

　引っ込みがつかなくなり、これから先の勘違いも全部訂正することができなくなってしまった。

「後、その大師匠とか呼ぶのやめてくれないかな。そんなふうに呼ばれると身体中が痒くなるんだ」

「なんと、それではどうお呼びすれば良いのですか？」

　そう言われて、アリスが俺のことをなんて呼んでいたかを思い出す。

「タクミでいいよ。あとその喋り方、作ってるよね。もっと気楽に話してくれていいよ」

「と、とんでもございませんでごじゃりまする。大師匠にそんな気楽になんて、お、恐れおおうございますです」

　もう言語が崩壊している。

「とにかく大師匠は禁止。言葉は少しずつ慣れてくれたらいい」

「わ、わかりました。タ、タクミ様」

「様もいらないなあ」

「で、ではタクミさんで、か、勘弁してくださいませ」

　うん、これで少しはマシになった。

　あとはもう、すぐにでも弟子を卒業して出て行ってほしい。

「で、レイアさんは俺に何を習いにきたのかな？」

「た、タクミさん。私のことは呼び捨て、もしくはゴミ虫とお呼びください。同じ呼び方など師弟としての示しがつきません」

　いや、その二択は酷すぎる。ゴミ虫とか呼べないだろう。

「レイア」

「はい、タクミさん」

　お互い見つめあった後、同時に顔を背けた。

　何これ、少し照れる。

「何を教わりに来たのか、でございますね。できれば、タクミさんの奥義すべてを教えていただきたいのですが、今の私の実力では一〇〇年かかっても不可能でしょう」

「うむ。よくわかったな。その通りだ」

　さっき訂正しなかったからもう訂正できない。

　奥義なんてものは何一つない。得意技はあやとりとすぐ寝れることぐらいだ。

「先日、私はアリス様に弱点を指摘されました。力の制御ができないのです。常に全力で攻撃してしまうため、手加減というものができません」

　なるほど、だから抱きつかれて俺は死にかけたのか。触れるの禁止にして本当に良かった。

「アリス様は、真なる強者はその実力を表に出さないものだと言われました。私は常に強力なオーラを放っている未熟者だと諌いさめられたのです」

「確かに、レイアは強いのが丸わかりだな」

　最初会った時、凶悪な魔物が来たかと勘違いした。それぐらいレイアからは、強烈な威圧感が溢れている。

「アリス様はおっしゃっておりました。宇宙最強であられるタクミさんは、その強さのかけらでさえ、表に出さず、内に秘められておられると。常人ならば肉体が粉々になるようなオーラをまるで何事もないようにコントロールされておられると」

　うん、ないからね。そんなオーラ。

　アリスはなんで俺のことをそんな風に思ったんだろう。

「実際にお会いして、私も驚きました。宇宙最強のタクミさんが、まるでゴブリンのごとき微弱なオーラしか放っていないことに。これまでお会いした冒険者の中でもトップクラスの雑魚にしか見えないなんて、本当に感激致しまし……あれ？　タクミさん、泣いてませんか？」

「な、泣いてない。目にゴミが入っただけだ」

　そうか、俺ってそんなにショボかったんだ。

　まあ実際、ギルドランキングも五〇〇位だったが、パーティーに入る前はぶっちぎりの最下位だった。

　わかっていたけど、そこまで酷く言われると少しヘコむ。

「強大なオーラのコントロール。きっと血の滲むような修行の末、身に付けられたのでしょう」

「よ、よくわかったな。そ、その通りだ」

　ちょっと涙声で答える。

「どうか私にもその手ほどきをお願いできないでしょうか」

「俺の修行は厳しいぞ」

「望むところです」

　望まないで欲しいなあ。

　なんかすっごい熱い視線を感じる。

　どうしよう、教えることなど何もない。勝手に身に付けて早く帰ってくれないかなあ。

「まあ、今日はアレだ。夜も遅いし、飯にして修行は明日からだ。レイアはご飯を作れるのか？」

「いえ、申し訳ありません。生まれてから此の方、剣のみに生きて参りました」

　うん、なんだかそんな感じがしていた。

　仕方ない。そこもゆっくり教えていこう。

「じゃあ、芋の皮だけ剥いててくれる？　こんな感じで」

　カゴに入っていた芋を取り出し、ナイフでしゅっ、と削るとレイアは目を輝かせた。

「これはアレですね。一見料理を作らせるように見せかけて、実は修行の一環という有名なやつですね。さすが、タクミさんですっ」

　なんか勝手に興奮している。

　全然違うけど、そういうことにしておこう。

「うむ。よくわかったな。その通りだ」

　後にこの修行が伝説の修行となり、世界的に有名になるなんて、この時の俺には想像もつかなかった。




３　なんかまた誰かやって来た




「どうですか、タクミさんっ」

　レイアが初めて皮を剥いた芋は、ビー玉くらいのカケラになっていた。

　洞窟の床に散らばっている皮のほうがまだ実が付いている。

「全然ダメだ。スピードも遅いし、力が入り過ぎている」

　手本として芋の皮をナイフで素早く剥いていく。

「おおおぉ、さすがタクミさん」

　皮を千ち切ぎらずに最後まで剥き終わると、レイアから感嘆の声が上がった。

「すごいです。まさに神業。その芋は皮を剥かれたことさえ気付いていないでしょう」

　なんだ、その褒め言葉は。

　まあ、芋は十年間毎日剥いている。これだけなら、下手な料理人には負けない自信がある。

「まあゆっくりでいい。その芋が綺麗に剥けるようになったら次の段階に移ろう」

「はいっ、タクミさん」

　元気よく答えるレイア。

　しまった。次の段階とか言わずにこれができたら卒業と言えばよかったか。

　いや、あまりに適当だとまた腹を切るとか言うかもしれない。落とし所が難しい。

「今夜はラビの鍋にしようと思うが、苦手なものはないか？」

「はい、好き嫌いはありません」

　必死に芋と格闘しながらレイアはうなづく。

　二個目も、無残なくらい小さくなっている。

「そういえばタクミさん、ここにある肉はラビやリースなどの小動物しかありませんが、ボアやベーアなどの大きな獲物は狩猟しないのですか？」

　俺の実力では、ボアやベーアを狩るのは難しい、とは言えない。

「レイア、大きな獲物を狩ったとして、それを全部、食べることができるか？」

「はっ」

　何かに気づいたような顔をするレイア。

「無駄な殺生は行わない。生命を奪うということは、その全てを自らの血肉とし、共に生きていく。そういうことなのですね」

「よくわかったな。その通りだ」

　まあ、本当は大きい獲物に挑んだら、俺が血肉になってしまうからなのだが、納得してくれたので黙っておこう。

　焚き火に火をつけて、大きな鍋をその上に置く。

　まずは野菜を入れ、それから豪快にブツ切りにしたラビの肉をぶち込んでいく。

「さすが宇宙最強のタクミさんです」

「あー、レイア、その宇宙最強とかいうのはアリスが広めたのか？　俺は普通の人間だぞ」

「またまた、相変わらずのご謙遜を」

　いやいや謙遜してないよ。

　まごうこと無き事実だよ。

「アリス様から聞いております。タクミさんの父は世界を創造した全知全能たる神、母は自然界を守る大精霊であらせられると」

　俺の父は普通に宿屋の親父だし、母はそこの女将だよ。

　アリスの奴、本当に滅茶苦茶言ってるなあ。アイツは俺をどうしたいんだろう。

　レイアに真実を告げたいが、あまりにも嬉しそうに俺のことを話すので、そのまま黙ってしまった。

　これ、全部嘘だとわかったら、俺、斬られるんじゃないかなぁ。粉々になった芋の残骸を見て背筋が凍る。

　やはり、勘違いを訂正しておけばよかったが、もう引き返せない。

　ぐつぐつと煮えてきた鍋を見ながら、早く平和な日常を取り戻したい、そう心から願う。だが、その願いを嘲笑うかのように、それはいきなりやって来た。

「タクミさんっ！」

　短剣で芋を剥いていたレイアがいきなり背中に背負っていたカタナを抜いた。ぶわっ、と目に見えるオーラがレイアから溢れ出る。これまでと強さの桁がまったく違うのが俺でもわかる。レイアはあれでも今まで必死に自分の強さを隠していたようだ。

　ここに来てから、一度も見せてない鬼のような形相で俺を睨む。

　不思議と恐怖はなかった。

　何故だかわからないが、俺がただの雑魚だというのがバレたようだ。どう足掻いても勝ち目がない。

　全てを諦めたように、俺は静かに目を閉じた。

「……さすが、タクミさん、です。このような殺気が近づいてきているのに、まるで、動じないっ」

　ん？　何を言っているのだろうか。

　目をそっと開ける。

　レイアの視線は俺を飛び越え、その先、洞窟の入口を睨んでいた。

　そーー、と後ろを振り返る。

　なんかいた。

　そこに立っていたのは色の黒い女だった。鋭い目が赤く光っている。

　ショートボブの髪は真っ白で、背は自分と同じくらい。年は二〇歳ぐらいに見える。一見、ただの人間のように見えたが、明らかにおかしな箇所がいくつかあった。頭にモウのような黒い角が左右対称に生えており、背中に巨大な黒い翼があった。さらに異様に大きな手には鋭く尖った爪が伸びている。胸には水着のような布地をつけているが、かなり立派なものをお持ちで、今にもはち切れそうだった。

「何者ですか？　人、ではありませんね」

　俺の頭ごしにレイアが女に話しかける。

「当たり前だ。我がそんな下等種族と同じに見えるか？」

　女からレイアと同じような強烈なオーラが溢れ出る。間に挟まれた俺は立ち上がることもできない。何故なら、少しちびってしまっているからだ。

「我は黒龍ブラックドラゴンの王の娘、クロエ。古代龍エンシェントドラゴンを倒したという人間に会いに来た。お主がタクミかっ」

　聞いたことがある。ドラゴンの中でも一番凶暴で力がある黒龍ブラックドラゴン。その王の娘なら相当やばい奴だ。どうやらレイアを俺と勘違いしているようだ。

　そりゃそうだろう。会っただけで、ちびっている俺が古代龍エンシェントドラゴンを倒したと思うはずがない。

　俺は心の中で祈る。

　レイア様、どうか、そうだ、と答えてください。

「私のわけがないだろう。私の力などタクミさんに比べれば塵ちり芥あくたのようなものだ」

　祈りは通じなかった。

「ほう、それは実に楽しみだ」

　クロエが凶悪な笑みを浮かべる。あまりにも怖くて目を背ける。煮立っている鍋を見ながら、灰汁あくをとることにした。

　もう知らん。どうせ、俺には何もできん。

「で、そのタクミはどこにいるのだ」

「わからんのか？　目の前に座っておられるではないか」

「へ？」

　意外にも可愛い声を出すクロエ。

　俺を見た後、視線を逸らし、キョロキョロと辺りを見回す。俺とレイア以外に誰もいないことを確認してから、再び俺のほうを見て指を指す。

「え、コレが？」

　クロエがポカンと口を開けて呆然と立ち尽くす。

　俺は構わずに必死に鍋の灰汁を取る。それだけに全神経を集中させた。

　せめて、最後の晩餐を食べさせて欲しい。

　そう思って、俺はひたすら頑張っていた。




４　よくわかったな。その通りだ




「え、コレが？」

　間の抜けた声でそう言ったクロエにレイアが激怒した。

「無礼なっ！　タクミさんは力を隠しておられるのだ。本気を出せば貴様など秒殺されるぞ」

　いや、常に本気全開だよっ。

　こっちが秒殺されるわっ。

「なら、その本気、見せて貰おうかっ」

　クロエの白い髪が逆立ち、今まで以上のオーラが爆発するように膨れ上がった。洞窟の空気がビリビリと震える。勝手にどんどん話が進んでいき、もう訂正できない。

　もう少しで鍋が完成するんだけどなあ。少しだけ待って欲しいなあ。

　現実から逃避して、オタマで灰汁あくを取り続ける。

「これほどの殺気の中、ただひたすら鍋の灰汁をとっている、だと」

　なんか、クロエが俺の行動に少しびびっている。

「そうだ。タクミさんはお前の力など歯牙にもかけておらぬ」

　いや、全てを諦めてるんだけどね。

　最後の晩餐を食べたいだけなんだけどね。

　灰汁を取り終わり、味噌を入れて混ぜ、蓋をする。あと一刻程で完成だ。

　ダメ元で一つ、言ってみることにした。

「どうだ。まずは飯でも食べて落ち着いてみないか」

　ぐぅ、とクロエの腹が鳴るのが聞こえた。

　さらに背後からも、ぐぅ、という音が聞こえる。

　釣られて俺の腹もぐぅ、となった。

　どうやら最後の晩餐を食べることができそうだ。




「ぷはぁ」

　一気にラビ汁をかき込んだクロエが嬉しそうに息を漏らす。焚き火の上の鍋を三人で囲む。俺の隣にはレイア、正面にはクロエが座っていた。

「うまっ、こんなうまい飯、はじめてだっ」

「沢山おかわりあるぞ、食うか？」

「食う！」

　レイアがどれだけ食べるかわからないので、かなりたっぷり目に作っておいたのが功を奏した。

　おかわりをよそうとクロエは無我夢中で汁をすする。

「レイアもおかわり、食べるか？」

「い、いえ、そんな、タクミさんの手を煩わせるなど、自分でよそいますから」

「いいから、鍋をよそうのは師の役目だ」

「あ、ありがとうございます」

　レイアにおかわりをよそうとクロエと同じように一心不乱に汁をすする。

「ほわぁ」

　レイアも幸せそうに息をはく。

「この世にこんな美味しい鍋があるとは。強いだけではなく、料理の才能まであるなんて、本当にタクミさんは恐ろしい程の万能超人でございますね」

「お、大袈裟だ。黙って食べろ、レイア」

「は、はい、すみません」

　あまり強いとか言わないで欲しい。クロエがその言葉に反応して、俺を見ている。ご飯を食べたら何もかも忘れて帰ってくれたらいいな。そう思っていたが、どうやら無理そうだ。

　俺も一杯目のラビ汁をすすり込む。うまい。五臓六腑に沁み渡る。

　丁寧に灰汁抜きし、新鮮な野菜をふんだんに使って、自家製の味噌を入れ、ラビ肉は熟成させている。我ながら今回の鍋は最高の出来だと思う。最後の食事を堪能していると、思わず涙が頬を流れてきた。

「あれ、タクミさん、泣いてませんか？」

「泣いてない。煙が目に入っただけだ」

　俺が一杯目を食べ終わる前にクロエとレイアは三杯目のおかわりをする。

「なあ、一つ、聞いてもいいか」

　クロエから質問が来たのはこの時だった。

「なんだ」

　内心びくっとなったが、なんとか普通に答える。

「お前は強いのに、どうして弱いフリをしているのだ。古代龍エンシェントドラゴンのじいちゃんは、数千年間一度も負けたことがないドラゴンの中のドラゴンだった。だが、お前にやられてからは毎日人間怖いと言いながら震えて引きこもっている」

　ア、アリス、お前、古代龍エンシェントドラゴンさんに一体何したの。

「そのような力を持ちながら隠す意味がわからない。その貧弱な身体、頭の悪そうな顔、ゴブリン並の小さいオーラ、お前の力は、我が出会った冒険者の中でもぶっちぎりの最下位に見える」

　本日二度目のバッシングに涙が止まらない。

　もうやめて。俺の精神的ライフはとっくにゼロだよ。

「タクミさんっ、大丈夫ですかっ、煙ですかっ、扇ぎますねっ」

　レイアが必死に手で煙を退けてくれている。

　それもやめてあげて、マジ泣きしてるのがバレるから。

「我は生まれた時から力は誇示するものだと信じてきた。だが、その力の象徴がお前に敗れたことで疑問が生じている。教えてくれ。何故、お前は力を見せつけようとしない」

　うん、それはね。力なんてないからだよ。

　そう言えたらどれだけ楽だろうか。そう言った途端にレイアとクロエの両方に絶命させられそうだ。

「あー、うん、それはな……」

「そんなこともわからんのか。黒トカゲ」

　言い淀んでいるとレイアが横から口出ししてきた。

「く、黒トカゲだとっ」

　ビキビキとクロエの額に青筋が入る。

　やめて、挑発しないで、平和的にお話ししてあげて。

「そうだ。何故、タクミさんが力を隠しているか、それがわからないお前など、トカゲで十分だ」

「ぐ、ぬぬぅ」

　おお、黙らした。すごいぞ、レイア。

　ちなみに俺も何故だかわからない。

「私は誤ってタクミさんに抱きついた時に理解した。もし、タクミさんがその持てる力をすべて解放すれば、この世界は滅んでしまう、と」

「なっ、それほどまでの力がこの男にっ」

　あるわけないだろう。

　なんでそんなふうに理解してしまったん？

「私は幼少の頃より、一族の秘術を会得するためにあらゆる修行をこなしてきた。その修行でどんな痛みにも耐えられる術を学んできたのだ。その私がタクミさんに触れた時から、胸の動悸は収まらず、その時のことを思い出すだけで体温が上昇する。ほんの少し触れただけで、タクミさんから漏れた力が私の身体を消滅させようとしているのだ」

　苦しそうに胸を押さえるレイア。

　それ、俺、関係ないよ？

　何かの病気だろうか。生き延びられたら後で病院に連れて行こう。

「なんという、恐ろしい力だ」

　クロエが俺を化物を見るような目で見る。

　いや、ないからね、そんな力。

「わかったか、黒トカゲ。タクミさんがむやみに力を解放しないのは、私達がひ弱で未熟な雑魚だからだ。その力のほんの一ひと欠片かけらでも見たいと思うのなら、もっと強くなってからやって来い。タクミさんは背中でそう語っておられるっ」

　そうですよねっ、という風なドヤ顔で俺を見るレイア。

　全くもって違うのだが、俺は今日何回も言っている言葉をまた使う。

「よくわかったな。その通りだ」

　その日、俺が黒龍ブラックドラゴンを手も触れずに撃退したという噂が世界中に広まった。




５　そして伝説へ




「必ずまたやってくる」

　そう言い残して黒龍ブラックドラゴンのクロエが去っていく。

　最後の言葉は震えていた。

　よほど悔しかったのだろう。なんだかかわいそうだが、できればもう来ないでほしい。俺の脆弱な心臓が止まってしまう。

「ふん、また来るがいい」

　そんなセリフを吐くレイアを無視して、鍋を片付ける。残った汁は明日、米と混ぜておじやにしよう。最後の晩餐になると覚悟していたが、また明日もご飯が食べれることに感謝する。ああ、生きてるって素晴らしい。

「ああっ、タクミさん。食事の片付けなど私がやります。どうか休んでいてください」

「いや、もう遅いし、レイアはそろそろ帰ったほうがいい。いくら強くても夜の山道は油断ならない」

「え？　帰る？」

「え？　帰らないの？」

　レイアが驚いた声を出したが、それ以上に俺が驚いた。

「弟子と師匠は免許皆伝の時まで、いついかなる時も共にいるものだとアリス様に教わりました。私はここでタクミさんと暮らしていく所存でございます」

「いやいやいや、それはダメだ。年頃の女性とそんなことはできない。一回帰って明日またやって来い」

　そう言って、先程のレイアの言葉を思い出す。

「ああ、そうだ。さっき胸の動悸が収まらず、体温が上昇すると言っていただろう。送ってやるからついでに町の病院まで行こう」

「嫌です。断固拒否します」

　ここにきて、レイアは初めて俺に逆らう。

「タクミさんの力の影響で、確かに私の身体は謎の変調を訴えております。このような現象は生まれてから一度たりともありませんでした」

　俺、それ関係ないんだよなぁ。力なんてカケラも無いし。

「でも、なぜか、そう心地悪くないのです。締め付けられるような苦しみの中に、どこか、力が湧いてくるような感覚もあり、上手く言えませんが、この力を制御できれば、私はもっと強くなれる。そんな気がするのですっ」

　何を言ってるかわからない。

　超怖い。

　いきなり爆発とかしないだろうか。

「とにかくだ。嫁入り前の娘が、三十過ぎのおっさんと暮らすなど許すことはできな……やめろ、短剣をしまえ。すぐに腹を切ろうとするな」

「私は剣の道にすべてを捧げています。男とか女とか、そのような分け隔て、無用でございますっ」

　あかん、これ、何を言っても聞かないやつだ。

　もしかしてアリスの奴、レイアが面倒臭くなって、こっちに寄越したんじゃないだろうな。

「わかった。とにかく切腹はやめてくれ。と、共に暮らすことを許そう」

「ありがとうこざいますっ、タクミさんっ」

　レイアがここに来た時と同じように、俺に抱きつこうとして、寸前で止まる。顔と顔が急接近して思わず照れてしまう。どんっ、と凄まじい音がして、レイアが後ろに飛び退いた。

「す、すいません。喜びのあまり、禁を破ってしまうところでした」

「う、うむ、気をつけるように」

　足元を見ると、洞窟の床が爆発したみたいにヘコんでいた。

　やめてあげて。俺のおうち壊さないであげて。

「しかし、タクミさんは本当に凄まじいお方です。今、触れてもいないのに、私の中にまたタクミさんの力が流れ込みました。心臓が張り裂けるように高まっております」

　それ、絶対ヤバイ病気だよ。

　早く病院に行って欲しいが、行けと言えば腹を切るとか言うし、どうしようもない。

「その程度の力、軽く制御できないようでは先はないぞ」

「は、はいっ。申し訳ございませんっ」

　早く自力で治してほしい。

「それでは今夜はもう休むとしよう。そこからこちらがレイアの領域だ」

　洞窟の床に棒で線を引く。

「え、隣で寝てはいけないのですか？」

　当たり前だ。

　そんなことしたら俺が眠れない。

「その資格がお前にあると思うのか？」

　くっ、とレイアが膝をつく。

「隣で寝てしまうと、今の私の力ではタクミさんから流れてくる力に対抗できず、壊れてしまう、そういうことなのですね」

「よくわかったな。その通りだ」

　本当は俺が壊れてしまう。

　だって、女性経験、ゼロだもの。すでにこの同棲だけで、いっぱいいっぱいだもの。

　藁わらを敷き詰め、寝床を二つ作る。布を頭まで被った途端に強烈な睡魔に襲われる。

　本当に疲れた。

　今日一日は、実は夢か何かで、朝になったらいつもの日常に戻っていないだろうか。

　そう願いながら俺はあっという間に眠りについた。




　しゅっ、しゅっ、と何かを削るような音で目が覚めた。

　まだ、外は少し明るくなってきたばかりだ。こんな早朝に何故こんな音が、と目を擦る。

　惨めに小粒となった芋が、山のように積み上げられていた。

「おはようございます、タクミさん」

　爽やかに挨拶しながら短剣で芋を剥いているレイア。

　来たる冬に備えて備蓄していた大切な芋がほとんど無くなっている。

「レ、レイア。これは……」

「はい、タクミさんの弟子にしていただいた喜びのあまり、興奮して寝付けず、早朝から修行をさせていただいておりました」

　なんてこった。

　思わず頭を抱える。

　このままでは冬を越せずに餓死してしまう。

「レイア、芋を剥くのはこれから一日一個だけだ」

「ええっ、それではまったく修行ができないではありませんかっ、残った時間、私は一体何をすれば……はっ」

　喋っている途中にレイアは勝手に何かを閃いたようだ。

「それを考えるのもまた修行。そういうことなのですね、タクミさん」

「よくわかったな。その通りだ」

　いや、とにかく芋を守りたいだけだから。

　無残に飛び散った芋の残骸を集めながら、泣きそうになるのを我慢する。あとで細かく砕いて、すりおろし、芋のスープにして食べよう。只でさえ食いぶちが増えたのに、これ以上食料を無駄にはできない。

　だが、ここでさらに深刻な事態が巻き起こる。

「貴様っ、どういうつもりだっ」

　レイアがいきなりカタナを抜く。

　芋の残骸を拾う貧乏臭い師匠に嫌気がさしたのかっ。そう思い死を覚悟したが、それは杞憂に終わる。

「おはようございます、タクミ殿」

　洞窟の入口に昨日と同じように黒龍ブラックドラゴンのクロエが立っていた。

「タクミさんの慈悲で見逃してもらっておいて、またすぐに現れるとはっ。あれ程言ってやったのにまだわからなかったのか。それとも一晩寝ただけで強くなったと勘違いしているのかっ。もういいっ。タクミさん、やってしまいましょう」

　いや、やらないから。

　正確にはやれないから。

　どちらかというと簡単にやられてしまから。

「まあ、まて、レイア。どうやら戦いに来たのではなさそうだ」

　昨日と比べてクロエの雰囲気が違っていた。

　あれほど溢れていた殺気は微塵もなく、ちょっと大人しい感じになっている。

「ああ、そうだ、タクミ殿。貴方に報告があって来たのだ」

　そう言うと、クロエは俺の前に跪く。

　あれ？　なんだろう、すごく嫌な予感がする。

「我らドラゴン族、その全てがタクミ殿の配下となることが決定した。これからはドラゴンの王として、我らを導いて欲しい」

　あまりのことに驚いて、言葉をなくし立ち尽くす。

　レイアのほうを見ると、なんか、当然そうなるだろうみたいな顔で、うんうん、とうなづいている。

　俺の平凡な日常が音を立てて崩壊する。

　そして、伝説が始まった。
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　生まれて此の方、数千年。

　わしは、ドラゴンの王として生を受け、生態系の頂点に君臨していた。

　故に、この心の底から湧き出て来るようなおぞましい感情がなんであるか、すぐには理解できなかった。

　畏い怖ふ。

　このわしが、目の前の人間に恐怖を感じているのかっ。

　古代龍エンシェントドラゴンといわれ、あらゆる生命に恐怖を与えてきたわしが怯え、震えている。

　もはや、わしには最後の手段しか残されていなかった。

　最初にそれを見た時、わしはそれが人間とは思わなかった。

　わしが居を構えるエメラルド鉱石で囲まれた大鍾乳洞にそれは突然やって来た。

　いまにも爆発しそうな物騒な気を放っていた。その凶暴な気を小さな身体に収めようとしているが、収まり切らずに、細く鋭い気が身体中からチリチリと、ひりつくように漏れ出ている。

　地面につくほどに伸びた長い金こん色じきの髪は風に揺れ、なびいている。宝石のように輝く澄んだ青い瞳は、わしをじっ、と見据えていた。

　その整った造形はこれまで会ったどの人間よりも美しかった。銀の鎧を装備し、大剣を背負ったその姿は、まるで神話の戦女神ヴァルキリアのようであった。

「参る」

　一言そう呟くと、人間の娘は、まるで散歩をしているかのごとく、平然とわしに近づいてくる。

　軽くなでてやるつもりだった。

　地面に押さえつけ、黙らせる。そのはずだった。

　だが、地面を這いつくばっていたのは、わしのほうだった。

　純粋な力の差。

　人間の小娘は、わしよりも圧倒的に強かったのだ。

　愕然とし、恐怖に身を震わせる。

　たかが、人間の小娘一人に、わしがまったく歯が立たないということがあるというのか。ダメだ。そんなことは決して許されない。

「お主の名はなんというのだ」

　人に名を問うのは実に千年ぶりだった。

「アリス」

　透き通るような心地よい響きを持つ声だった。

　大賢者ヌルハチ以来、二人目となる人間の名をわしの魂に刻みつける。

「見事だ、アリス。まさに個の極地。人間が修練の末、到達できる限界を遥かに超えている。だが、それでも、だ。ドラゴンの頂点に立つわしを倒すことはできんぞ」

　わしのすべてを賭けよう。

　リミッターを外す。

　封印していた力がわしの身体の中で爆発するように覚醒する。

　その力は、わしが生まれた時から、数千年もの間、毎日欠かさず溜め続けた力の結晶であり、最後の切り札だった。

「さらばだ、アリス。お主の名は未来永劫、忘れはしない」

　最も古き龍。

　古代龍エンシェントドラゴンと呼ばれるわしが生涯で一度しか使えない最大最強の奥義。

「ガアァアあああァアァアっアアァアっっ」

　咆哮と共に全ての力を口から一気に放出する。それはまさにわしが生きてきた魂の証、そのものだった。

　名前はない。

　生涯で一度しか使えない技に名前など必要ない。ただ圧倒的な力が全てを覆い尽くす。

　アリスは動かずにわしを見上げていた。逃げ場など、どこにもないと悟ったのだろう。

　生命の起源にも似た光の塊が鍾乳洞全域に広がり、アリスとその他、全てをのみ込んでいく。

　全てが終わる。

　そう思った時だった。

「かぁっ！」

　アリスが叫んだ。

　軽く気合いを入れるような、そんな感じの声だった。

　それだけで、わしが産まれた時から溜め続けた力の塊が、ぱしゅっ、という情けない音と共に消し飛ばされた。

「うそやん」

　思わずそう言ってしまった。

　いくらなんでも、それは無いだろう。

　わしの人生、ぱしゅっ、で終わり？

　全ての力を出し切り、倒れているわしをアリスは見下ろしていた。

「そんなものなのか、古代龍」

　めっちゃ睨まれた。

　超怖い。

「はい、全力全開でやらせていただきました。もう何も残っておりません。勘弁してください」

　恥も外聞も捨てて命ごいをする。

　しかし、アリスはわしを許してはくれなかった。

「まだだっ。立ち上がれっ。こんなものではまだ足りないっ。ワタシはっ、まだまだ強くならなければならないっ」

　獣じみた咆哮をあげ、ギリリっ、と奥歯を噛み締めるアリス。内に抑えていた気が爆発するように膨れ上がる。

　冗談ではない。アリスはまだ力のほんの一部しかわしに見せていないのだ。

　これ以上強くなる？

　すでに人の域どころかあらゆるものを超えて、全ての頂点に君臨しているハズだ。

「な、何故だ？　どうして、お主はそこまで強さを求めている？」

　恐々と尋ねるとアリスは拳を握り語り出した。

「いつか、師に会うために。師の隣を歩くために、だ」

　言ってることが理解できない。

「まさか、その師とやらはお主より強いのか？」

「あたりまえだ。ワタシはまだ師の教えの初歩、その入口に立ったばかりだ」

　なんだ、そのとんでもない化物は。それ、妄想とかじゃなくて、本当に存在する者なのか。

「そ、その師とは一体何者なのだ。よもや、人間ではあるまいな」

「人間だ。ただし父は世界を創造した全知全能たる神、母は自然界を守る大精霊と聞いている」

　それ、人間ちゃいますやんっ。

　思わずツッコミたくなるのをぐっ、と堪える。

　このアリスより遥かに強い人間。そんなものが存在するなら、その力を感じることが出来るはずだ。だが、地上にはそのような力の流れをまるで感じない。もし、それほど強大な力を全く表に出さず隠している者がいるならば……

　全身にゾワッと鳥肌が浮かぶ。それはもはや創造神や大精霊ですら凌駕する存在だ。

「その師の名前、教えてはくれぬか？」

　目を閉じ、アリスはその名を口にした。

「タクミ」

　その口元に笑みが浮かぶ。

「我が最愛の師の名前だ」

　獣のような殺気を纏っていたアリスが、その名を口にした時だけ、一輪の花が咲いたような、ふわっ、とした優しいオーラに包まれる。

　このアリスをそこまでにさせる人間。

　タクミ。

　その名を、絶対に逆らってはいけない者の存在をドラゴン族の禁きん忌きとして、皆に伝えねばならない。

「何処へ行く、古代龍」

「いや、ちょっと、散歩に……」

　しれっ、と逃げようとしたがダメだった。ムギュッとしっぽを掴まれる。

「逃げないよね」

「う、うん。逃げないよ」

　古代龍現役最後の一ヶ月。それは伝説の戦いとして、後に語り継がれることになる。

　……とても間違った形で。
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１　恐怖はまさしく過去からやって来る




「我われらドラゴンの一族は種族ごとに王が存在し、そのすべての頂点に古代龍エンシェントドラゴンのじいちゃんが君臨していた。それがタクミ殿との戦いで引退し、黒龍ブラックドラゴンの王である我わが父がその後を引き継いだのだ」

　クロエが真剣な表情で語り出すが、基本無視することに決めた。

　俺には関係ない。

　ドラゴン族の話など、俺にはまるで関係ない。

「しかし、父は自分よりも、遥かに強い古代龍のじいちゃんを圧倒的な力で凌駕したタクミ殿にその王の座を譲りたい、そう言い出したのだ」

　昨日の残りのラビ汁を焚き火で温めて米を入れる。少し煮立ったところにケッコーの卵を二つ、片手で同時に割って投入する。さっ、と軽くかき混ぜてから、シオを少量ふりかけた。

　ごくり、と喉を鳴らしたのは隣に座るレイアだった。

「さすがタクミさん。卵投入のタイミング、シオの分量、まさに神の領域です。私、もう我慢ができません」

「まだだ。あと少し。卵が半熟になるまで、もう少し待つのだ」

　そう、火を止める絶妙なタイミングを。

「我も最初は父に反対しました。見たこともないような人間に王の座を明け渡そうとするとは何事かと。我はその真価を問いに行くと言いタクミ殿の所に参ったのだっ……て、話聞いてます？」

「聞いてない、今はそれどころではないぞ、黒トカゲ」

「貴方に報告があって来たのだ、という所までは聞いてた」

「まったく聞いてへんやんっ」

　クロエが泣きそうな顔になって崩れ落ちる。

　泣きたいのはこっちの方だ。

　のんびり暮らしていたのに、いきなりドラゴン族の王になっているなど悪夢以外の何ものでもない。

「お、できたな。話はこれくらいにして朝飯にしよう」

　ぎゅるるる、という腹の音がレイアから聞こえてくる。

　お椀におじやをよそって二人に渡す。

　レイアは待ちきれないといったように、急いでおじやを掻き込んでゆく。

「た、タクミさん、おいひい。たまごがとろけて、これは、もう、たまりまふぇん」

　このまま食事して話が終わってくれればと思ったが、昨日と違いクロエはおじやに手をつけない。

「……我らドラゴンの一族は強き者に従うのが習わしです。じいちゃんを圧倒するほどの力を持ちながら、その力を誇示せず、謙虚に慎ましく生きるタクミ殿に、我はドラゴン族の未来を見たのです」

　いや、それ、絶望の未来だから。

「どうか、どうか我らドラゴン族の王となり、我らを導いてくださいっ」

　無理です。いやです。ごめんなさい。

　いい断り方が思い浮かばず、悩んでいると、一杯目のおじやを食べたレイアが俺に代わり語り出す。

「まあ、落ち着け、黒トカゲ。タクミさんは何も王にならないとは言っていない」

　いや言ったよ。

　そのシーンはまるまるカットされてるけど、王にならないって叫んだよ。

「本当かっ、なってくれるのかっ」

「慌てるな、今はまだその時ではない。そう言っておられるのだ」

　は？　今はまだ？

「その時とは？　いったいそれはいつなのだっ」

「決まっておろう。ドラゴン族だけではなく、この世界のありとあらゆる種族を征服し、完全なる王としての玉座を用意された時だ。タクミさんは、たかがドラゴン族の王などというものでは満足なさらぬっ」

「うむ。よくわかっ……いや、わかってないわっ！」

　あ、危ない。

　いつものノリで言ってしまうとこだった。

「え、違うのですか？」

「違う。俺はここから動くつもりはないし、完全なる王にも興味はない」

　そうだ。十年前、パーティーから追放されて冒険者を引退してからずっと決めていた。

　すべてのしがらみを捨て、一人で生きていくことを。

「クロエ、悪いが俺は王になるつもりはない。ここで欲しいものはすべて手に入るんだ。人が生きていく上で必要なものは全部、この山が俺に与えてくれる」

　もっともその一部、大量の芋を無駄に使われたため、この冬は大ピンチだが。

「食べてみろ。命など陽ひと地ちと食しょくとで満たされる」

　クロエがようやくおじやに口をつける。

「はぅっ、温かい何かがカラダを包み込むっ」

「ああ、そうだろう。ようやくわかったか、黒トカゲ」

　世界の玉座とか言っていたレイアが、何故かドヤ顔でうなづいている。

「確かにタクミ殿にはドラゴン族の王などというものは余計なものなのだな。だが、我らはすでにタクミ殿を主と決めている。導いてくれとまでは言いません。せめて、タクミ殿の下に我らドラゴン族がいることを心の片隅に留めて置いてはくれませぬか」

「わ、わかった。考えておこう」

　すでに、どうしても断れない状況に追い込まれていた。弟子に引き続き、ドラゴンの軍勢まで抱え込んでしまう。なんでこんなことになっちゃったんだろう。

「そういえばレイアやクロエは、なんで俺がここに住んでいることがわかったんだ？　この場所は誰にも言っていないのに」

　そうだ。事の発端はレイアやクロエが俺を訪ねて来たことから始まったのだ。この十年間、俺を訪ねてくる者など一人もいなかった。何故、此処がわかってしまったのか。それが一番の問題だ。

「私はアリス師匠に聞きました。アリス師匠は修行の末、目を閉じてタクミさんのことを考えるだけで、どこで何をしているか、鮮明な映像が浮かんでくるようになったそうです」

　怖っ。

　何それ、ホラーだよっ。

　超進化系ストーカーだよっ！

　もはや、返す言葉も見つからない。

「く、クロエのほうは？　どうやってここに？」

「ああ、我は冒険者ギルドというところで聞いたのだ。ランキング一位のタクミ殿は何処にいるのか、と」

「え？　ギルドが俺の場所を知っていたのか？」

「いえ、たとえ知っていたとしても、教えることはできないと生意気なことを言っていました」

　よかった。そんなとこで公表されたら、変な奴らが沢山やってきそうだ。

「だが、偶然にもそのギルドで、我と同じくタクミ殿を捜している者がいたのだ」

　どくん、と心臓が高鳴った。

　俺を捜しているギルドの者。

『どこに行こうとも、必ずアナタを見つけてやるっ』

　パーティーを追放された時の、思い出したくない過去の思い出が蘇る。

「その者がタクミ殿の所持品を持っていたのでな、我はそれを譲り受け、その匂いを辿ってここに来たのだ」

　チリン、という鈴の音と共に、クロエが取り出した物を見る。

　間違いない。

　アイツが俺に付けていた魔力の鈴だ。

「クロエっ、それを持ってすぐに帰れっ、その鈴はどこか遠くへ捨てて来いっ！」

「えっ、いきなりどうし……！　鈴がっ」

　クロエの持っていた鈴から光が溢れる。

　遅かった。もっと早く対処するべきだったっ。

　転移の魔法。

　一番、見つかりたくない相手にこの場所が見つかった。十年前と全く同じ、変わらない姿で彼女はやって来た。

　追放されたパーティーの元メンバー。

　エルフの魔法使いにして、不老不死の肉体を持つ、元ギルドランキング一位。

　大賢者ヌルハチがやって来た。




２　本当はみんな優しいって知ってた（ヌルハチ以外）




「お前は今日でパーティーから追放だ」

　十年前、砂漠の大迷宮を攻略しに行く途中で、戦士のリックにそう言われた。

　寡黙で冷静沈着なリーダー的存在。どんな時も黒い鎧を脱がない彼の素顔を、ついに見ることはできなかった。

　自分がパーティーのメンバーとして、足手まといなのはずっとわかっていた。むしろ、なんの才能もない俺とよくここまでパーティーを組んでいてくれたと思う。

「わかった。今夜荷物をまとめて出て行くよ」

「ダメよ、今すぐ出て行きなさい」

　リックの横から僧侶のサシャがそう言った。彼女が使う回復魔法に何度救われたことか。毎回、瀕死になる俺を文句も言わずにいつも治してくれていた。

「最後にみんなにご飯を作りたかったんだが、ダメなのか？」

　俺が皆にできることと言ったら雑用と荷物持ち、そして料理ぐらいのものだった。

「え、本当、それじゃあ……い、いいえ、ダメよっ！　今すぐ出て行って！」

　一瞬揺らぎかけたように見えたが、サシャは俺に強く言い放つ。

「そうか、今までありがとう。アリスをよろしく頼むよ」

　テントの中に入ると、隅のほうでアリスが寝息をたてていた。このまま、俺がいなくなったらアリスは泣くだろうか。だが、俺のことなどすぐに忘れてしまうだろう。

　頭をそっと撫でるとアリスは寝ているのに嬉しそうに笑みを浮かべた。

　テントにある自分の持ち物をカバンに詰める。剣や盾は置いておくことにした。もう二度と使うことはないだろう。

「まてよ」

　テントから出たところで盗賊のバッツに止められた。危機察知能力に優れた彼は、罠トラップにかかりそうになる俺を何度も助けてくれた。

「その首輪はヌルハチの所有物だ。置いていけ」

　どんな時も外すことは許されない。そう言ってヌルハチに渡された鈴がついた首輪。しかし、パーティーを抜けるなら、それも関係ないだろう。

「わかった。すぐ外す」

　そう言って首輪に手をかけた時だった。

　鈴が突然、光を放ち、あたり一面を照らし出したのだ。

「ちっ、転移魔法だっ、あのババアっ、盗聴してやがった」

　バッツが慌てて、俺の首輪を外して、地面に投げつける。しかし、それでも光は止まらない。

「くそうっ、戻ってきやがる。リック、サシャ、時間を稼ぐぞ」

　事態が飲み込めず、俺一人だけ呆然と立っている。

「何しているっ、お前は追放されたっ、早くここから去れっ」

　いつも冷静で大声で叫んだことのないリックが初めて声を荒げた。

「そうよ、早く行ってっ、貴方は冒険者に向いてないっ」

　サシャが首輪の鈴に向かって、何か魔力を放出している。

「みんな、これは一体っ」

　おかしいとは思っていた。俺を追放しようときつい言葉を放つみんなのセリフが、全部棒読みだったのだ。

　かっ、と首輪の鈴から出る光が膨れ上がる。

「どういうつもりだ？　おまえ達」

　そこに、彼女は立っていた。

　大賢者ヌルハチ。

　本名、ヌ・ルシア・ハシュタル・チルト。

　一〇〇年前からできた冒険者ランキングでは不動の一位。

　千年以上生きているとされている不老不死のエルフ。エルフの特徴である長く尖った耳に、セミロングの銀髪、ちょっと眠たそうなグレーの瞳に、ぷっくりと膨れた唇。人間よりも遥かに整った美しい顔と完璧なプロポーションでその姿は二十代前半くらいにしか見えない。

　究極芸術と言われる程の大魔法を操り、古代龍エンシェントドラゴンと互角に戦ったという伝説までもが残っている。

　そんなヌルハチが怒りの表情で俺達を睨んでいた。

「オレの権限でタクミをパーティーから追放しました。このまま行かせてやってください」

「彼はもう限界ですっ、私の治療も追いつかないっ、このままでは壊れてしまいますっ」

「コイツは史上最弱なんだ。こんな高レベルのパーティーじゃついていけない。わかってんだろ、クソババアっ」

　みんなっ、俺のことを思って、ヌルハチが出かけた隙に俺をパーティーから追放しようとしていたのかっ。

　しかし、そんなことをしなくても、こんな弱い俺をヌルハチが必要とするとは思えない。普通にパーティーを抜けるだけじゃダメだったのか？

「そんなのは許さない。タクミはずっと、ヌルハチと共に生きるのだ」

　ヌルハチは自分のことを名前で呼ぶ。

　冒険者試験に落ちた俺を拾い、無理矢理合格にして、パーティーに入れたのもヌルハチだった。何故ヌルハチは、そうまでして俺の面倒を見るのか、ずっと謎だった。

　ヌルハチが俺に近付こうとする。だが、三人がその前に立ち塞がった。

「邪魔をするな、お前達三人がかりでも、ヌルハチには勝てないぞ」

　確かにその通りだ。

　冒険者ランキング上位にいるリック達でもヌルハチとは天と地ほどの差があるのだ。

「どうしてだ。タクミがいなくてもパーティーはやっていける」

「そうよ、戦力としては一ミリたりとも減らないわ」

「足手まといが居なくなって、むしろ強くなれるだろうがっ」

　涙で前がボヤけて見えない。

　演技だ。これも俺を逃すための演技に違いない。

「力を表層でしか見ていないお前達にタクミの何がわかる？　何故、強大な力を持つアリスがタクミにだけ懐いているのか、考えたことがあるのか？」

　アリスが俺にだけ懐く理由？

　ただ、俺が最初に彼女を拾ったからじゃないのか？

「……逃げろ、タクミ。少しだけなら時間を稼げる」

「ありがとう。ご飯、いつも美味しかったわ」

「行けっ、そして、振り返るなっ」

　ヌルハチの問いに三人は答えない。

「そうかわかっていたのか。それでも、タクミを手放そうというのかっ」

　ヌルハチの魔力が高まっていく。

　何がなんだかわからない。

　だが、俺を逃がそうとしてくれている仲間達の思いを無駄にしてはいけない。

「ありがとう、みんな。俺、行くよっ」

　冒険者に憧れてこの世界に入った。

　なんの才能もない俺がここまでやって来れたのは、全て頼もしい仲間達のおかげだった。冒険者だったときのもの、その全てを置いて全力で走りだす。

「まて、タクミ。逃げられると思うな。お前ら三人など一瞬で……!?　アリスっ」

　初めて、ヌルハチが動揺した声を上げる。アリスが目を覚ましてテントから出てきたようだ。一瞬だけ、振り返りアリスを見る。

「ねぇ、タクミは？」

　まだ寝ぼけているのか、目を擦りながらあたりを見回している。

「アリスっ、タクミはヌルハチに虐められて、逃げ出した」

「そ、そうよ、全部、この人が悪いのっ」

「やれ、やるのだ、クソババアを倒すのだ」

「き、貴様らっ！　ちょっとまて、アリス、落ち着けっ。ヌルハチは悪くない、泣くなっ、泣くんじゃない」

「ふぇ」

　背後で巨大な爆発音がしたが、そのまま振り返らず走り続ける。

「タクミっ」

　そこからヌルハチの大声がこだまする。

「どこに行こうとも、必ずアナタを見つけてやるっ」

　それから十年間、山からほとんど降りることなく暮らしていた俺は、もう二度とヌルハチと会うことはない、そう思っていた。とっくに俺を捜すことなど、諦めていると油断していた。だが、彼女は十年間、ずっと俺を捜していたのだ。

「タクミ、この十年はこれまで生きた数千年より長く感じたぞ」

　目の前にいる全く変わらないヌルハチの姿に、十年前のことが昨日のように思い出される。

「ヌルハチはもう二度とタクミを離さない」

　決別した過去と再び向き合う。

　大賢者ヌルハチとの因縁の対決が幕を開けた。




３　できればみんな帰ってほしい




「アリスの弟子のレイアに、古代龍エンシェントドラゴンの孫娘クロエ。それが今のタクミの仲間か」

　ヌルハチは二人をゆっくりと品定めするように見て笑みを浮かべる。

「相変わらず、タクミの周りには強者が引き寄せられる。……このヌルハチも含めてな」

　洞窟の中、焚き火を囲んで四人で座る。俺の正面にヌルハチ、右にレイア、左にクロエだ。朝御飯のおじやはまだ残っているが、誰も手をつけない。

　周りの空気が重たく感じる。

　レイアが殺気を含んだ目でヌルハチを睨んでいた。

　すごく会話し辛づらいが、それでも話をしなければならない。十年ぶりに、俺はヌルハチに話しかける。

「……何が目的で来たんですか？」

「言ったではないか。ヌルハチはもう二度とタクミを離さない、と」

　ばきんっ、と何かが砕ける音がした。

　見るとレイアが握っていた木のお箸が真っ二つに折れている。

「それは、どういう意味ですかっ」

　なぜか真っ赤な顔で立ち上がり、レイアが叫ぶ。

「そのままの意味だ。いつ如何なる時も、タクミとヌルハチは離れず側におるという意味だ」

「そ、そ、そ、それではお風呂やトイレや、ね、ね、寝る時などは、いったい、どうするっ、おつもりですかっ」

「そんなもん、全部一緒に決まっておろう」

　ぷしゅー、とレイアの耳から煙のようなものが噴出する。

「けっ、結婚していない男女がそのようなことをして、良いと思っておられるのかっ」

　……昨日、俺、似たようなことレイアに言ったような気がする。自分の時は強引に捻じ曲げたが、どうやら他は許せないようだ。

「ウブじゃな、まだやっとらんのか？　タクミ」

「や、や、や、やってませんっ」

　そう言えば、前のパーティーの時も僧侶のサシャとはどうなっているんだ、とか言ってきていた。

　セクハラ満載のところは変わっていない。

「タクミさん、もうこの大賢者、斬ってしまってよろしいですか？」

　レイアの目がマジである。

「ほう、ヌルハチを斬るというのか、おもしろい」

　やめて、挑発しないで、仲良くしてあげて。

「ふむ」

　これまで何か考えていたのか、ずっと黙っていたクロエがここにきて初めて発言する。

「しかし、そうなると問題があるな。この洞窟、四人で暮らすには少々手て狭ぜまではないか？」

　ん？　四人？

「まて、黒トカゲ、お主までここに住むつもりではなかろうな」

「あれ、まだ、言ってなかったか？　タクミ殿はドラゴンの王となられるのだ。そのためにはドラゴンの嫁、即ち、我と夫婦になる必要があるのだ」

　言ってない。聞いてない。ドラゴンの王にもならない。

「ははっ、モテモテだな、タクミ。構わぬぞ、ヌルハチは別に嫁が何人いようと気にしない。よし、後でこの洞窟を改装してやろう。寝室は特に大きくしてやる」

「話がわかるな、大賢者ヌルハチ。お主のことはじいちゃんから聞いている。これからもよろしく頼む」

　なんか、ヌルハチとクロエが結託している。事態がどんどんと勝手に進んでいく。何だ、このハーレム展開は。やめろ、童貞には荷が重い。

「タクミさん」

　立ち上がったままのレイアがカタナに手をかけている。

「もう面倒くさいので、全部ぶった斬りますね」

　怖い。完全に目が座っている。

　もう、ハッキリと言わなければならない。大丈夫だろうか。

　リック、サシャ、バッツ。

　俺に力を貸してくれ。

「ヌルハチ」

「ん？　なんだ、タクミ」

　俺には師匠と呼べるものはいない。

　だが、冒険者としてのイロハをすべて教えてくれたのは、ヌルハチだった。奴隷のようにこき使われたが、感謝も感じている。だけど、俺は冒険者にはなれなかった。今は、この山で、ただ自然と共に平和に暮らしていきたいのだ。

「悪いが出て行ってくれ。俺はお前と一緒にはいられない」

「ほう」

　洞窟内の空気がぐにゃり、と歪んだ。

　今度はヌルハチの目が座っている。

「ヌルハチに逆らうというのか、タクミ」

　人類史上最大の魔力を持つ大賢者ヌルハチ。

　本気で怒らせたら命がないことは分かっていた。冒険者時代にも一度も逆らうことはなかった。

　でも、今は違う。

　ここは、命がけで守らなければいけない大切な場所なんだ。

「さすがタクミさんですっ。よく言ってくださいました。信じておりました。もし、受け入れていたら、何もかも斬り伏せた後、私も自害する覚悟でございましたっ」

　いや、ほんともう、頼むからこれ以上ややこしくしないで。

「我等の修行には色欲など一切無用。あらゆる情念を断ち、自然と共に私達二人だけで修羅の道を突き進む。そういうことなのですねっ」

「う、うむ。よくわかったな。その通りだ」

　本当はレイアも邪魔です、とか言ったら、秒速で腹を切りそうなのでうなづいておく。

「よいのか、タクミ。ヌルハチに逆らえばどうなるか、知らぬわけでもあるまい」

　ヌルハチの顔が微かに微笑んでいる。

　アルカイックスマイル。

　顔の感情表現を極力抑えながら、口元だけは微笑みの形をとっている。ヌルハチが本気で怒っている時に見せる笑みだった。早くもカッコつけたことを後悔する。過去のトラウマが蘇り、身体が震える。

　やばい、おしっこちびりそう。

「待ってください、タクミさん。武者震いする程戦いたい気持ちはよくわかりますが、ここは私に任せてください」

　レイアが勝手に勘違いして、俺とヌルハチの前に出る。

「大賢者ヌルハチ。ここはタクミさんの弟子である、このレイアがお相手する。不服か？」

　凛とした顔で背中のカタナをすっ、と抜く。

「アリスの弟子でタクミの弟子か、面白いな。いいぞ、相手になってやる」

　ヌルハチの身体からぶわっ、と不気味なオーラが溢れ出す。

　二人が連れ立って、洞窟の外の草原に移動していく。

「よっ、はっ、ふっ」

　荒い息が聞こえ振り向くと、背後でクロエがスクワットをしていた。

「な、何してるの？　クロエ」

「いや、勝ち残ったほうと戦う準備をしてるんだが」

「え？　なんで？」

「え？　三人で戦って生き残った者がここに残れるとか、そういうルールじゃないのか？」

　違うっ。ハーレム展開も勘弁だが、そんなバトルロイヤル展開も望んでないっ。

「お、お前達、殺し合いは駄目だぞっ。寸止めで、練習試合でお願いしますっ」

　二人に俺の声が届いたのかはわからない。

　二人は睨み合いながら、一歩も動かずに対峙していた。

　ヌルハチの強さは知っている。俺が知る限りでは、アリスがいなければその力を止められるものはこの地上に存在しない。アリスの弟子とはいえ、レイアでは荷が重いのではないか。そう思っていた。

　だが、それはただ俺がレイアの本当の力を知らなかっただけだった。

「参る」

　そこに、鬼神が降臨した。




４　戦いの向こうにあるなにか




「参る」

　そう呟いたレイアの足元から、ごうっ、と風が吹いた。小さな竜巻のように、レイアを風が包み込む。後ろで一つに束ねていた髪留めが弾け飛び、長い黒髪がばさっ、と広がった。それと同時に黒かったレイアの瞳が朱色に染まる。

「あの小娘、まさかっ！」

　クロエが驚きの声を上げる。

「神降ろし!?」

　どんっ、とレイアが地面を蹴った。一瞬でヌルハチの眼前に迫る。それは人間の可動速度を遥かに超えるスピードだった。

「はっ、これは予想以上だ」

　ヌルハチがそう呟いて、嬉しそうに笑みを浮かべる。自分と戦えるような強敵に出会えた時、いつもヌルハチは目を細め、唇の両端を吊り上げる。

　レイアが右手に持っていたカタナをヌルハチに向かって横薙ぎに振るう。

　残像。

　すでにそこにヌルハチの姿はなく、魔力で作り出された幻が切られて、搔き消える。

　ザバァッ、とその後ろの木々も同時に真っ二つになった。

「次元ごと、切っているのか？　当たればヌルハチも無事ではすまないな」

　レイアの真上、その上空にヌルハチが浮いていた。

「東方の秘術、神降ろし。この目で見たのは初めてだ。その身体に神を憑依させ戦うと聞くが、実際はどうなのだ？　そう思い込み、自らの肉体を偽っているだけじゃないのか？」

『本当にそう思うか？』

　ヌルハチの問いに答えたレイアの声にぞくり、となった。

　男と女の声が混ざったような二重の声。

　さらにレイアの表情は神が宿ったというより、まるで鬼が宿ったような形相だ。

「面白いっ、久々に本気を出せそうだっ」

　ヌルハチが自身を覆っていたマントを脱ぎ捨てる。

　制御のマント。

　膨大な魔力を抑えていた箍タガが外れ、ヌルハチを中心に目に見えるような魔力が辺り一帯に広がる。

　ヌルハチの周りの空間に無数の小さな魔法陣が浮かび上がった。ヌルハチが両手を前に出し、指を動かす。それは見えない鍵けん盤ばんを弾いているようで、一瞬、その華麗な指の動きに見惚れてしまいそうになる。

　だが、それは地獄の前奏曲プレリュードだった。

　ヌルハチが架空の鍵盤を叩く度に、空間の魔法陣から光が噴出し、ビーム状になって、レイアに襲いかかる。ヌルハチが得意とする超攻撃魔法だ。

　雨霰のようにレーザービームがレイアに降り注ぐ。だが、レイアはそれを避けようともしない。

『千本阿修羅』

　技の名前だろうか。

　カタナを持ったレイアの腕がまるで千本あるかのように、分裂する。超高速によるものなのか。その剣技が全てのビームをサイの目状に斬り裂き、バラバラにしていった。

「凄いな、これほどまでかっ」

　クロエが興奮して声をあげる。

「この形態のままでは二人には勝てないっ。タクミ殿、ドラゴン形態になってもいいかっ」

「いや、やめろ。お前、関係ないから。あと、流れ弾飛んできたら、ガードしてくれっ」

　人外の戦いに逃げ出したくなる。

　これ、ビームがかすっただけで、俺、死んでしまう。

「と、とりあえず、もう、先に身体を触ったほうの勝ちなっ！　相手殺したら負けだぞっ！　わかったかぁっ！」

　必死に叫ぶが返事はない。

　きっと心には響いている。そう信じるしかない。

「なるほど、タクミ殿なら触れた瞬間に相手を気絶させられる。お前らもそれぐらいやってみせろ、そういうアドバイスだなっ」

「あ、ああっ。その通りだ。よくわかったな」

　そんなこと言ってる場合ではない。

　本当に早く止めなくてはエライことになりそうだ。

「その剣筋。様々な流派を渡り歩いているな。だが、すべて皆伝されてない。一つの場所に留まれなかったのか？」

『……うるさいぞ。黙って戦え』

　激闘の中、微かに二人の話し声が聞こえる。

「わかるぞ、お前程の力、常人には受け止められない。嫉妬され、畏怖され、やがて、迫害されるっ」

『黙れと言っているだろうっ』

　動揺したのか。

　これまで完璧にビームを斬り裂いていたレイアに乱れが生じる。一本、斬り損ねてギリギリの所をカタナで弾きかえす。

　その隙をヌルハチは見逃さなかった。

「タクミの側にいるのは心地良かったか？」

『!?』

　瞬間移動。

　レイアの眼前にいきなりヌルハチが現れる。その構えた両手に、光が収縮されるように集まっている。

「波動球・塊カイ」

　レイアの腹に光の球が直撃した。閃光と共に光が爆発し、ばん、ばん、ばん、ばん、とレイアが地面をバウンドしながら弾けるように飛んでいく。

「レイアっ！」

「まだですっ」

　慌てて駆け寄ろうとしたが、レイアはすぐに起き上がった。

「止めないでくださいっ、タクミさんっ！　まだ、やれますっ！」

　その迫力に思わず黙ってしまう。

　だが、止めなくてはならない。

　レイアは神降ろしが解けている上にもうボロボロだ。

「痛みを感じぬか。死をも厭わぬ修行の成果だな。だが決着はついたのではないか？　ヌルハチはお前に触れたぞ」

「ま、魔法が触れただけだ。まだ、私は負けてはいないっ」

　ちゃんと俺のルールを聞いてくれていた。

　でもここで納得してくれないと、同じことだ。

「駄目だ。魔法もヌルハチの一部だ。レイアのカタナ、それもお前の一部だろう」

「う、私は、まだ、私はっ」

　握ったカタナを見つめ、自問した後、レイアが崩れ落ちる。

「ヌルハチ」

　レイアを背にヌルハチと対峙する。

「なんだ、タクミ。ヌルハチの勝利を祝い、キスでもしてくれるのか」

「頼みがあるんだ」

　譲れないものはある。

　だけど、少しだけお互い歩み寄ることはできる。

「ずっと一緒にはいられないが、いつでもここに来ていい。転移の鈴は昔みたいにずっと身につけておく。だから今日は帰ってくれないか」

　お互い目を逸らさずに見つめ合う。

　ふぅ、とヌルハチはため息をついた。

「仕方ないのう。貸しじゃからな。あと忠告もしておく」

　ヌルハチがレイアを見た。

　地面に膝を落とし、必死に嗚咽を堪えている。

「あれはアリスに似ている。そう長くは続かぬぞ」

「大丈夫。わかっている」

「ふん、アナタのそういうところが……いや、いい。もう何も言わん」

　地面に落ちていたマントを拾って装着すると、ヌルハチはクロエのほうに歩いていく。

「今日は帰るぞ、黒娘、疲れたから乗せていけ」

「え、我はここでタクミ殿と暮らす、あ、ちょっと、そこ、触っちゃ駄目、ツノは性感帯だから、やめっ」

　有難い。クロエも連れて行ってくれるみたいだ。

「レイア、大丈夫か？」

　その言葉が引き金になったのか。レイアが俺の足にしがみつく。

「うっ」

　ずっと堪えていたものが溢れ出したのだろう。それは多分、ヌルハチとの戦いだけではない。ずっと一人で戦ってきたレイアの、これまでのすべてが溢れ出したのだ。

「うわぁあああああああああっ」

　小さな子供のようにレイアは号泣した。

　そっ、とレイアの頭を撫でる。

　しがみつかれた足がみしみしと破壊の音を立てるが、俺はひたすら頑張って耐え抜いた。




５　紅と黄金色の休息




「ほらこれ、ちーーん、てしろ。ちーーん、て」

「ぐすっ、ありがとうございます、ちーーんっ」

　ようやく泣き止んだレイアが鼻をかむ。

「すいません、タクミさん」

「いや、いいんだ。あれでも大賢者だからな。アイツに勝てる奴なんて殆どいない」

　ヌルハチが負けるとこを見たのは後にも先にも、アリスをダンジョンで拾ったあの日、一度だけだ。

「禁まで破ってしまい、タクミさんに触れてしまいました。力を抑えるのに、無茶をなされたのではないですか？　かなり苦しそうですっ」

「大丈夫だ。気にするな」

　大丈夫なわけがない。

　掴まれていた足が超痛い。本当は俺が号泣したい。

「くっ」

　レイアが悔しそうに唇を噛む。

「……私はっ、未熟者でしたっ。あの時、ヌルハチの言葉に動揺してしまったんですっ」

　そう言えば、あの時、ヌルハチはレイアに話しかけていた。

　十年前と変わらない戦法だ。長く生きているだけあって心理戦に長けている。

「誰にもっ。アリス師匠にも話してない過去が私にはあります。その過去にヌルハチは触れてきたのです」

　まずいぞ。

　これ、過去回想とかに入って話が長くなるやつだ。今日は稲の収穫が残っている。手短に終わらせないといけない。

「いい、全部言わなくてもわかっている」

「まさかっ！　いやっ、さすがタクミさん。私の目を見ただけでその過去のすべてを見抜いてしまったのですねっ」

「よくわかったな、その通りだ」

　時間の短縮に成功する。

　だいたい、誰にも話してない過去話とかそんな重たい話、なるべくなら聞きたくない。

「私は一体どうすればその過去と決別できるのでしょうか？」

「そんなの気にしなければいいだけじゃないのか？」

　ずばり実体験だ。過去のことを気にしてウジウジ悩んでいても仕方ない。

　最弱だった冒険者時代を思い出しても悲しくなるだけだった。

「自然の中にいれば過去なんてちっぽけに思えてくる」

「私の過去を知りながら、それでもそれをちっぽけと言えるのですね」

「あ、ああ。その程度の過去、風が吹けば飛ぶようなものだ」

　本当はその過去、まったく知らない。

　そう言えば、死をも厭わぬ修行で痛みを感じなくなったとかヌルハチが言ってた。

　想像するのも恐ろしい。

　草原をレイアと二人歩く、しばらく進むと稲を植えた田圃たんぼに到着した。

　緑から黄こ金がね色に景色が変わった。秋が深まり水を抜いた田圃には、頭こうべを垂れた稲穂が並んでいる。

　そこに風が吹き、稲穂が揺れる。

　穂波だ。

　田圃の上を風が渡り、揺れる稲穂が作る波はまるで黄金の波のように見える。

「わぁ」

　その光景をレイアは子供のように眺めている。

「あれはアリスに似ている。そう長くは続かぬぞ」

　そう言ったヌルハチの言葉を思い出していた。幼いアリスを拾った時、俺は彼女を育てていこうとした。だが、俺が側にいることで、すべてが崩壊していく。

　あの時、追放を受け入れ冒険者をやめたのはヌルハチから逃げるためじゃなかった。

　最弱である俺がアリスの隣にいることができなくなったのだ。

　痛む足をさすりながら、ほんの小さな決意をする。それはまるで意味のないことかもしれない。だが、それでもやってみよう。

　もう一度、身体を鍛えよう。

　冒険者をやめてから十年間、貧弱な肉体はなまりになまり、もはやゴブリンにすら勝てないだろう。レイアが納得して、ここを出て行くまでだ。俺が教えなくても、すぐにレイアは自分自身で勝手に強くなっていくだろう。やがて、ヌルハチやアリスと並び立てる程に。

　せめてその間だけは、少しはマシな師匠を演じてやろうじゃないか。

「タクミさんっ、見てくださいっ、これ、すごいやってきましたよっ」

　稲にアキベニと呼ばれる紅トンボウが集まってきた。黄金色の稲穂が赤に染まる。

　その中心でレイアが踊りだした。

　確か、東方の踊りで舞とかいうやつだ。

　紅と黄金に囲まれて、幻想的に踊るレイアに一瞬見み惚とれてしまう。普通に笑っていれば、普通に美しいお嬢さんなんだな、と認識を改める。神とか憑依させて、鬼のような形相で戦うレイアと同一人物とは思えない。

「それ、人に卵産み付けるから気をつけろよ」

「ええっっ！」

「人間の皮膚に穴をこじ開け、そこに卵を植え付けていくんだ。その卵が孵化すると肉を食べ始め……」

「ほ、ほ、ほ、本当ですか、それ」

「本当だったら超怖い」

「タクミさんっ！」

　二人で馬鹿話をしながら稲を刈り始めた。芋の皮剥きとは違い、レイアは稲刈りをすぐにマスターした。どうやら、細かい作業でなければ大丈夫らしい。

　そういえば、大量の芋をスープにするため、モウ乳が必要だ。あまり、山を下りたくはないが、モウ乳を買うために町に行く必要がある。

　ついでに、安物の剣や盾も買っておこう。冒険者時代の装備は全部置いてきてしまった。

「タクミさんっ、なんだか身体が軽いですっ。私、多分、すごく強くなってますっ」

　くるくると舞を踊りながら、レイアが稲を刈っていく。

「次は必ず勝ってみせます。タクミさんにたくさん抱きついたので、神降ろしの時よりも、遙かにすごい力が宿っているのがわかりますっ」

　また、例の発作だ。

　神じゃなくて悪魔が降りてるんじゃなかろうか。ヌルハチの魔法で調べてもらったらよかった。

「ま、まあ慌てず、ゆっくりな。どうせ、ヌルハチはちょこちょこやって来るだろう。次はもっと力を抜いて戦うがよい」

「はいっ、タクミさんっ」

　元気よく答えるレイアに不安になる。毎回あんな戦いを繰り返されたら、流れ弾に当たって死んでしまう。

　腰に装着した転移の鈴を見る。さすがに前のように首輪につけるのは抵抗があった。

　どうせ毎日来るんだろうが、できれば週一ぐらいで勘弁してほしい。

　そう思っていたが、何日経っても、ヌルハチがここに来ることはなかった。

　ヌルハチがアリスと戦って亡くなった。

　その知らせが届いたのは、少し後になってからのことだった。
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　近づいて来ているのはわかっていた。

　ヌルハチの結界をまるで気にせず平然と歩ける者など、一人しかいない。幾重にも張り巡らせたドラゴンでも気絶するような結界がまるでシャボン玉のように次々と弾け飛んでいく。

「来たか、アリス」

　滅びた王国の廃城。

　その玉座に座るヌルハチの前にアリスは現れた。十年ぶりに見るその姿は、幼女から乙女へと成長を遂げている。

「美しくなった」

「貴方は老けたわ、ヌルハチ」

　思わず挑発にのり、魔法を放つところだった。

　アリスに魔法は通じない。数千年の魔力を貯めた古代龍エンシェントドラゴンの攻撃はアリスの気合い一つで吹っ飛んだらしい。

　アリスを倒すには、肉弾戦しかない。

　まったく嫌になる。ヌルハチの、魔法使いのすべてを否定された気分だ。

「ヌルハチ、何か、言い残すことはある？」

「何もない」

　アリスがゆっくりと近づいてくる。溢れる殺気を隠そうともしない。十年前とは桁違いだ。

　アリスがここに来ることは予想していた。

　朝、タクミに会った時も、レイアと戦っていた時も、ずっと外部からの視線を感じていた。

　魔法の力ではない。

　ただ、純粋にタクミを見たい。

　その思いだけで、アリスは数千里離れたタクミの様子を見ていたのだろう。相変わらず規格外すぎて、笑ってしまう。

　アリスが装備している大剣を見る。ヌルハチがタクミに買ってやった剣だ。

　タクミが置いていったのをアリスがずっと持っていたため、剣聖とか呼ばれているが、別にアリスは剣士でもなんでもない。

　ただ、殴る。

　アリスの攻撃は単純にそれだけだ。それだけがこの世のあらゆる攻撃を、遥かに超える。

　対抗する手段は一つしかなかった。

　制御のマントを脱ぎ捨て、ヌルハチの中にある魔力を外に出さず、全てを身体の中で増幅させる。爆発的に身体が強化されていく。

　抜群のプロポーションが台無しになるのは残念だが、そうも言ってられない。身長は倍以上に膨れ上がり、着ていた服は弾け飛び、伸縮自在のレザーボンデージだけが残る。

「ヌルハチ、気持ち悪い」

「言うな、わかっておる」

　超肉体強化全開１２０パーセント。最初から限界を超えて挑む。耐えきれず崩壊していく肉体を再生させながら、さらに強化していく。終わった後は魔力も枯れ、しばらくは動くこともできなくなるだろう。

「参る」

　弟子と同じセリフで、アリスが接近する。

　退ひくわけにはいかぬっ！

　正面から堂々と殴り合うっ！

　アリスの拳がヌルハチの顔面に迫る。避けずに全ての力を込めて、アリスの顔面に拳を叩き込む。

　強大な爆発音がして、そこにあるすべてが吹っ飛んだ。廃城はすでに跡形もなく、瓦礫が散らばっている。

　かろうじて形が残った玉座にはアリスが座っていた。

　ヌルハチは、その正面にある壁に身体ごと埋まっていた。

　身動き一つとれない。たとえ壁から出たとしても同じことだ。すべての魔力は吹っ飛んでしまった。しぼんだ風船のように、枯渇した抜け殻のようになっている。

　一撃だった。

　まさか、ここまでの差があったとは。アリスの強さの底がまるで見えない。

「トドメはささぬのか？」

「いい、これでしばらくタクミのとこにいけない。それで十分」

　確かに魔力が尽きては転移することもできない。回復するまで、しばらく死んだことにでもしていよう。少しでもタクミが心配してくれたら嬉しい。

「……一つ、聞いてもいいか？」

「やだ」

　露骨に嫌な顔をされた。残りカスのような魔力を使って心を読むしかない。

「どうして、タクミの元にレイアを送った？」

　アリスの思考が脳内に流れ込む。ぶっ、と豪快に鼻血を吹いた。なんだ、この感情はっ。

　ありえないっ。人がこんな感情を持つことができるのかっ。

　あいたっ、あいたたたっ。

　頭痛いっ。ダメだ、脳が潰れるっ。

　心を読むのを切断する。

「ぶはぁ」

　大きく息を吐き、アリスを見る。玉座に座り、ヌルハチを平然と見ているアリスに震える。

　平気な顔をして、なんということを考えているのだ。やはり、アリスはタクミのためだけに生きていた。

　しかも、タクミが自分より遥かに強い存在だと信じきっている。人類最強が人類最弱を最強だと勘違いする。普通ならありえない。

　ありえないが、その理由は……

「少しだけ、わかるよ」

　ぱき、ぱき、とゆっくりと埋め込まれた壁から這い出る。魔力はすでに枯渇している。できることなどもう何もない。

　だが譲れないものがそこにはあった。

「人は皆、大きさの違う器を持って生まれてくる」

　飛び散った魔力をかき集めるように吸い込みながら、アリスの前まで歩いていく。

「小さな器しか持たぬ者は、そこには少ししか入れられない。せいぜい家族を大切に守るぐらいの器だ」

　殆どの人間はそれぐらいのものだ。それで満足して死んでいける。

「器の大きい者は、その中にたくさんのものを入れられる。莫大な財産、巨大な王国、世界すべてを手にするほどの器を持つ者もいる」

　選ばれし覇王の器。歴史に名を残す者達だ。

「だが、そんな器を持つ者でさえ、ヌルハチやアリスを受け止めることはできない」

　強大な力は人から嫉妬され、畏怖され、やがて、迫害される。千年以上の時を経ても、自らを受け止める器を見つけることはできなかった。

　そう、ただ一人を除いては。

「タクミしかいないのだな、ヌルハチも、アリスも」

　壊れた器。

　誰もが持って生まれる器をタクミは持っていなかった。

『ねえ、ヌルハチ、これで俺、強くなれる？』

　初めて買い与えた大剣をヨタヨタになりながら、振り回すタクミを思い出す。

　それだけで完全になくなっていたはずの魔力が、身体の底から湧き出てくる。

　ボロボロの身体でアリスの前に立つ。精一杯の強がりでニヤリと笑う。

「もうやめろ、本当に死ぬぞ、ヌルハチ」

　アリスが玉座から立ち上がる。

「舐めるなよ、我が名はヌルハチ。ヌ族、ルシア領、第３７２代目ハシュタル家当主、大賢者チルトだっ」

　力に力で対抗することが愚かであった。

　ここにきてようやく最後の手段に気がついた。

「タクミはヌルハチのものだ。おまえにはやらん」

　そう言ったヌルハチの顔面にアリスの容赦ない全力の拳が迫る。

　一本のパイプをイメージする。力を流すただの一本のパイプ。

　顔面に来た力をそのまま受け入れて、流していく。身体は崩壊しながらも、それは右手に流れ、伝わった。

　とん、とその右手をアリスの胸に軽く置いた。

　凄まじい轟音と共に、人類最強が生まれて初めてぶっ飛んだ。
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１　はじめてのおつかいインフィニティ




「モウ乳がいるのですね。わかりました、私が買って参ります」

　芋のスープを作るため、モウ乳を買いに町に行こうとしたら、レイアがおつかいを名乗り出た。

　なんだか普通に自信満々で逆に不安になる。

「いや、大丈夫だぞ。俺が行ってくるから留守番していてくれ」

「まさか、そんなことにタクミさんの手を煩わせるわけにはいきませんっ。任せてくださいっ。韋駄天の神を降ろし、俊足で行って帰ってきますっ」

「いやっ、普通に行って来てっ！」

　やはり、駄目だ。なんとかしないと余計なトラブルが増えそうだ。

「ちょっと待て、メモを書く。モウ乳二リットルと、あと余ったお金で安物の剣と盾を買ってきてくれ」

　お金が入った袋とモウ乳屋と武器屋の地図を書いたメモを渡す。

「任せてくださいっ。初めてのおつかい、死ぬ気で行ってきますっ」

　うん、死ぬ気とかいらない。

　なんだか、我が子を戦場に送るような複雑な気分になる。

「た、頼んだぞ。信じてるからな」

　信じなければよかったと後で死ぬほど後悔した。




　どうしてこうなった。

　レイアが帰って来たのは夜もふけ、辺りが暗くなってからだった。あまりに遅いから迎えに行こうとした矢先に、洞窟の外で物音がした。ようやく帰ってきたか、と外に出た途端、軽く卒倒しそうになった。

「た、ただいまです」

　目を合わせずにレイアがそう言った。さすがにやらかしたと思っているようだ。

「お、おかえり」

　なんとか、そう言いながら目をこすって、改めて状況を確認する。

　ああ、やっぱりまぼろしじゃない。

　なかなか現実を受け入れられない。

　モウ乳を買いに行かせたはずなのに、何故かレイアはモウ本体を背負っていた。自分の身体の何倍もあるモウが、レイアの上で、も～、と呑気にあくびしている。

　そして、余ったお金で買ってきてくれと言った剣と盾。

　モウ本体を買ったなら余るどころか足りないはずなのだが、レイアの右手には見た目、相当高そうな剣が握られている。

　漆黒の長剣。

　鍔や柄に宝石を埋め込んであり、鞘にも彫刻や飾り付けがされている。

　だが、それより気になるのは、剣に「禁」やら「封」とか書かれたお札がべたべたと貼られているところだ。レイアの右手からすごく禍まが々まがしいオーラが流れているのを感じる。

　それ、絶対呪いの剣だろっ、とツッコミたいのを必死に抑えた。何故なら、もっと突っ込まないといけない所があったからだ。

「それ、盾じゃないよね」

「え、ええ、盾じゃない、です」

　レイアは未だに目を合わせない。ダラダラと汗を流している。

　レイアの左手に握られているもの。

　いや、ものじゃない。

「たてじゃ、ないよっ」

　しゃべった。

　レイアの左手をぎゅっと握ったまま、俺の方を見る。にぱーー、と満面の笑みを浮かべるエルフの幼女がそこにいた。

「どうしてこうなったっ」

　俺はようやくレイアにツッコミを入れた。

「お嬢ちゃんはいくつなのかな？」

「えーーと、えーーと……」
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　幼女が指を折って数えている。

　どう見ても三歳か四歳くらいなのだが、めっちゃいっぱい指を折っている。

「わかんないっ、いっぱいっ」

「そっかぁ、いっぱいかぁ」

　エルフは長寿の一族で見た目より歳はいっていることもあるが、幼少期は普通の人間と変わらず歳を取り、二〇歳くらいから、一〇〇歳くらいまで見た目が変わらなくなる。この子は本当に三歳か四歳くらいだろう。

　とりあえず、モウは外に繋げて、剣は洞窟の隅に置いておいた。まずはこちらを解決しないといけない。

「じゃあ、お名前は言えるかな？」

「んーーと、ハ、ル、ヌ、えーーと、チ、ハル……」

「チハル？」

「そうっ、チハルっ！」

　どうやら幼女の名前はチハルらしい。

「すごいです。名前がわかりましたっ」

　じろり、とはしゃぐレイアを睨む。

「す、すいません」

　レイアが言うには、チハルは町で保護されていたらしいが、記憶を失っていて誰の子供かわからなかったらしい。近くにエルフの集落もなく困っていたところ、レイアが通りかかった時に、チハルはレイアの名前を呼んだらしい。

　そこで関係者と思われたレイアがチハルを押し付けられる形で引き取ることになったらしいが……

「本当に知らないのか？　この子のこと」

「ええ、初対面のはずです。でも、何故かどこかで見たような気がするんです」

　そう言われて、チハルを見ると、何故か俺もどこかで見たことがあるような気がしてきた。しかし、どこで見たかは思い出せない。

　エルフの特徴である長く尖った耳に、セミロングの銀髪、ちょっと眠たそうなグレーの瞳に、ぷっくりと膨れた唇。人間よりも遥かに整ったお顔立ちは、きっと将来かなりの美人さんになるだろう。つい最近、本当につい最近、見たような気がするのだが、まったく思い出せない。

　まじまじと見ているとチハルは、俺を指さして、大声で叫んだ。

「タクミっ！」

　どきり、とした。まだレイアはここに来てから俺の名前を呼んでいなかった。

「俺のこと、知ってるのか？」

「しってゆっ、レイアも、タクミも、しってゆっ」

　謎がますます深まっていく。

「はっ」

　レイアが何か閃いたようだ。思い出したのかっ。

「タクミさん、もしかして、この子供……」

　よくわかったな、その通りだという準備をする。

「未来から来た、私とタクミさんの子供じゃないでしょうかっ」

　準備が無駄に終わる。どうやったらそういう思考に辿り着くのだ。

「そ、それだったら全ての辻褄が合うと思いませんかっ。きっとこの子は絶望の未来を変えるために、過去に遡って、私達に忠告をしにやってきたんですよっ。いや、私ごときがタクミさんと夫婦なんておこがましいですが、何処かで見たような気がするのは、私達に似ているとか、そういうことで、もしかしたら、そんな未来があるかもしれない、あったらいいな、なんて、い、い、いえ、そんなことを考えているわけではなくて、なんていうか、そのっ」

　なんか、レイアが真っ赤になりながら熱弁しているが、わけがわからないので聞き流す。

「レイア、だいじょぶ？」

「大丈夫だよ。ちょっと頭がおかしいだけだよーー」

　チハルの頭を撫でる。

　かわいいな。どうにか、親御さんを見つけてやりたい。ヌルハチか、クロエが来たら探すのを手伝ってもらうか。同じエルフのヌルハチなら何か知っているかもしれない。

「よし、とりあえずモウ乳を絞って芋のスープを作るか」

　面倒なことはもう後回しにしよう。

　お腹が空いたし、どうせすぐには解決しない。

「そういえば、なんで乳じゃなくて、本体を買ってきたんだ？」

「え、あ、はい。モウ乳を買いに行ったら、牧場がゴブリンに襲われていて、ちょっと退治してきたら、お礼だと言ってまるごとくれたんです」

　そんなことがあったのか。まあレイアの実力ならゴブリン如き、大したことではないだろう。

「そうか、それは良くやったな」

「は、はいっ」

　この時、レイアが倒したゴブリンはせいぜい二、三匹だと思っていた。一国を揺るがすほどの大量のゴブリン、数百匹のゴブリンをレイアが討伐したなどとは思いもよらなかった。

　それを全部、俺の手柄にしていたことも。

　世界を飲み込もうとするゴブリン王との壮絶な戦いが、俺の知らない所でなんか勝手に始まっていた。




２　芋と魔剣とゴブリンと




「さあっ、作るぞっ」

　レイアがバラバラにしてしまった芋の皮を剥き、薄切りにして、鍋で炒める。さらに、あらかじめ微み塵じん切りにして炒めておいた玉ねぎを加え、芋が透き通ってきた時点で昨日とっておいたラビ汁の出汁を入れて煮立てた。丁寧にアクをすくい取り、芋がやわらかくなってきたところで、すり鉢に移した芋を木ベラで粗めにつぶし、モウ乳を加えて、さらに煮込んでいく。

「いいにおいっ」

　後ろでチハルがはしゃいでいる。レイアの腹からは、ぐるるるる、と獣が吠えるような音が聞こえてきた。

　シオ、コショウで味を整えた後、氷庫に鍋ごと入れる。後は程よく冷えたら完成だ。

「もう少しで食べれるからね」

　チハルの頭を撫でた時に、腰にぶら下げていた転移の鈴がちりん、と鳴った。

「ねえねえ、これ、チリンチリン？」

「ああ、チリンチリンだ。チハルはチリンチリン好きなのか？」

　腰から外してチハルに渡そうとすると、プルプルと首を振った。

「ちがう。タクミが持ってるのがちゅき」

「え？　そうなのか？　もっと鳴らそうか？」

「ううん、もってゆだけでいいのっ」

　にぱーー、とすごく嬉しそうに笑う。

　かわいい。かわいいは正義だ。細かいことはどうでもいいように感じてしまう。さらにいっぱいチハルをナデナデする。

「よし、もういいかな」

　氷庫から鍋を取り出すと、冷んやりとした空気と芋の香りが鼻孔をくすぐる。本当は夏の料理なのだが、芋を大量に使うなら、やはりこの料理が一番だ。最後に彩りとして、パッセリの葉を細かくしたものをふりかける。

「おまたせ、冷製スープ、あらごしヴィシソワーズの完成だ」

「わぁ」

「わぁ」

　なんかリアクションが同じでレイアまでお子ちゃまに見えてくる。

「ここでたべゆっ」

　チハルが俺の膝に乗ってくる。

「では私も……」

「いやっ、なんでだよっ！」

　自然な流れで膝に乗ろうとするレイアを止める。

　なんだか、チハルが来てから妙な対抗意識が芽生えていないか？

「いただきます」

　二人ともお腹が空いていたのか、無我夢中で食べ始める。

「おいも、おいもがだいかつやくっ」

「おいひい。タクミさんっ、お芋が、スープなのに、クリーミーなそのままのお芋を食べているみたいで、この荒ごし感がっ、舌ざわりがっ、もう、お芋大活躍ですっ」

　ボキャブラリーが幼女と変わらないレイアのことが少し心配になる。

「たくさんおかわりあるからな。慌てず食べろよ」

「ふぁい」

「ふぁい」

　二人を見て、一瞬ほころんでしまう。

　なんだかこれって……

「なんだか私達家族みたいですねっ」

　考えていたことをレイアに言われてどきりとする。

「やっぱり、チハルは未来の私達の子供なのでは……」

「違う。俺、人間。レイア、人間。チハル、エルフ」

　カタコトでツッコミを入れる。

「チハル、タクミとレイアがパパとママでもいいよっ」

「ほらっ、チハルが認めたっ」

「認めてないっ！　この話お終いっ！」

　ヤバいぞ。このままでは童貞なのに無理矢理妻子持ちにされそうだ。話題を変えなくてはいけない。

「そういえばあの剣、高そうに見えるけどお金足りたのか？」

　洞窟の隅に置いてある禍まが々まがしい漆黒の剣。

　なんだか、彫刻を施された柄つかの部分が鬼の顔に見えてくる。

「ええ、この剣はずっと使いこなす者が現れず、片田舎の町まで流れてきたため、低価格で売られていたんです」

「使いこなせない？」

「はい、魔剣ソウルイーター。持つ者の力を吸い取り、魂を喰らうと言われています」

　やっぱり呪いの剣だった。なんでこれがいいと思ったんだろう。

「タクミさんがアリス様に託した聖剣タクミカリバー程のものではありませんが、かなりの業物だと思います」

　聖剣タクミカリバーって、なんだよっ。

　パーティーを追放された時にヌルハチに買ってもらった大剣を置いていったが、それをアリスが使っているうちに聖剣と呼ばれるようになったという。

　エクスカリバー。

　マサムネ。

　タクミカリバー。

　俺の使っていた安物の剣が、いつのまにか世界三大聖剣に数えられていた。

「で、その剣、魔剣ソウルイーターだっけ。レイアは実際に使ってみたのか？」

「はい、店で一度試してみましたが、あっという間に力を吸い尽くされ、死にかけました」

「レイア」

「はい」

「危ないから返して来なさい」

「だ、大丈夫ですよっ、タクミさんならきっと平気ですっ」

　冗談じゃない。きっと俺が触ったら一瞬で消滅してしまう。

　取り敢えず、危ないので後でどこかにしまっておこう。

「ねーー、ねーー、タクミ」

　お腹いっぱいになったのか、チハルが膝の上でゴロンと寝転ぶ。

「ん？　どうした？　もう眠たいか？」

「んーーん。なんか、いっぱい、きてゆよ」

「へ？」

　一番最初に気がついたのは、レイアではなく、チハルだった。

「タクミさんっ」

　次にレイアが気がつき、俺が最後にその気配を察知する。

　洞窟の前に何かがいる。それも、相当な数の何かだ。

「まさか、つけられたのか」

　レイアが険しい顔で洞窟の入口を見る。そこから、それはゆっくりと顔を出した。

　ゴブリンだ。身長は成人男性の半分くらい。緑色の皮膚に浅黒く汚い布を身に纏い、手には棍棒を握っている。体のわりに大きな頭とギョロギョロとした目玉にイボのついた鼻がある。醜悪な顔が俺達を見て笑みを浮かべた。

　そして、その後ろには。

「ごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶ」

　溢れんばかりのゴブリンの群れが控えていたっ。

　どうやら街でゴブリン退治をしたレイアを恨んで集団でつけてきたようだ。

「レイア、これはお前の不始末だ。すぐに片付けて来い」

　お願い早く助けて。超怖い。心がそう叫びたがっている。

　だが、レイアから無情な返事がやってくる。

「すいません、タクミさんっ。店で魔剣に力を吸いとられたため、まともに戦えませんっ」

　はっ、そうだったっ！

「タクミ、ぶちゃいく、いっぱい」

「すいません、このような雑魚にタクミさんのお手を煩わせるのは心苦しいのですが、どうか、ぱぱっと片付けてくださいませんかっ」

　終わった。

　これ、もう、詰んだんじゃないか？

「ごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶ」

　ゴブリン達がところせましと洞窟に入ってくる。

「わかった。見ているがいい」

「はいっ、タクミさんっ」

　俺が死んだらチハルを連れて逃げて欲しい。そう願いながら魔剣ソウルイーターを手にする。ゴブリンにやられるより、力を吸いとられて死んだほうがまだマシだ。鞘から取り出す途中に「禁」や「封」の札がぺりぺりと剥がれていく。

「っ!?」

　鞘を抜いた瞬間、魔剣から出てきた闇が俺の右手を侵食していく。

　力がっ、俺の力が、抜けていくっ！

『いや、あんた』

　その声は直接頭に響き渡った。

『チカラ、一ミリもないがなっ』

　ゴブリン達が迫る中、俺は魔剣にツッコミを入れられた。




３　魔剣さんといっしょ




『いや、ほんまにありえへんわ。長いこと魔剣やらせてもらってるけど、チカラがゼロの人間なんてはじめてやわ』

　魔剣、めっちゃしゃべってる。

「さすが、タクミさんっ、魔剣ソウルイーターを手に取って、何事もないように平然と立っていられるとはっ。無限に広がるタクミさんの力は、魔剣と言えども、吸い尽くせないのですねっ」

「よくわかったな。その通りだ」

『その通りちゃうわっ』

　魔剣に再び突っ込まれる。

『ええ加減にせな、怒るで、ほんまっ。ええか、この世に生まれた者にはみんな器があるんや。おぎゃーーって生まれた瞬間からそこに力がたまっていくんや。なんでや、なんであんた、器がないんやっ』

「いや、すみません、わからないです」

「え、何がですか？　タクミさん」

　どうやら魔剣の声は俺にだけ聞こえるようだ。

　独り言をしゃべる変なおっさんになってしまった。

「ごぶ？」

「ごぶごぶっ」

「ごーぶ、ごーぶっ」

　俺達を襲おうとしていたゴブリン達が魔剣を警戒して、止まっていた。

　確かに俺の右手にある魔剣からは黒い煙のようなオーラが溢れ、異様な迫力に包まれている。

「あ、あの、魔剣さん。ゴブリン達、倒してくれませんか？」

　レイア達に聞こえないよう小さな声で相談する。

『なんでやねんっ。チカラくれたんならともかく、なんでチカラゼロのあんたに、うちが協力せなあかんねんっ』

　そうですよねーー。

　やっばい、ピンチのままだわ、これ。

『せやけど、あそこにいる小娘のチカラ、かなりのもんやったな。定期的にあの小娘のチカラ吸わせてくれるなら考えてやらんでもないで』

「ちゃ、ちゃんと加減して力を吸うと約束してくれるんだろうなっ」

『もちろんやっ、あんないい物件、潰すの勿体無いわ』

　ニヤリ。

　にやり。

　二人で悪代官と越後屋のような笑みを浮かべる。魔剣の方はあくまでイメージだ。

『ほな、ちゃちゃっと片付けましょかーー』

　魔剣から無数の黒い玉がぶわっ、と噴出する。

「き、気持ち悪っ」

『気持ち悪いとか言いなやっ、傷つくわっ』

「ごぶっ！」

「ごぶぶっ、ごーぶっ!?」

　ゴブリン達が慌てて逃げ出そうとする。

　だが、魔剣から出た小さな黒い玉は、逃げるゴブリン達より遥かに速い速度で飛んでいく。

『邪じゃ龍りゅう暗あん黒こく大だい炎えん弾だん』

「え、何？」

『必殺技の名前やっ、叫ばへんのかいっ』

「厨二病ぽくて恥ずかしいから嫌です」

「ごっ、ごぶっ！」

　黒玉がゴブリンに当たった瞬間、ばんっ、という弾けた音と共に洞窟の外まで吹っ飛んでいく。

「ごぶっ、ごぶぶっ、ごっ、ごぶぶっ、ごぶっ、ごぶぶぶぶっ!?」

　次々と黒玉に当たり、ピンボールのように吹っ飛んでいくゴブリン達。

「きゃっ、きゃっ、ぶちゃいく、とんでゆっ」

　チハルが嬉しそうに笑っている。

「すごいっ、さすがタクミさんですっ。まるで、ただ呆然と何もせず立っているように見えるのに、これ程の必殺技をっ。これが無我の境地というやつなのですねっ」

「う、うむ。よくわかったな。その通りだ」

　本当にただ呆然と何もせず立っているだけなんですけどね。

『終わったで、約束守ってや』

「りょ、了解だ」

　洞窟に入り込んだ大量のゴブリンは一匹残らず、遥か彼方に飛んでいった。

　魔剣を鞘に収めると声は聞こえなくなった。

「タクミさんっ」

　駆け寄ってくるレイアの前に魔剣を持つ右手を伸ばす。

「レイア、この程度の魔剣に力をすべて吸い取られるなど、あまりに未熟」

「す、すみませんっ。改めて、タクミさんとの力の差を感じましたっ。私の力など、タクミさんの力に比べれば、ゴミ虫程しかございませんっ」

　魔剣を前にレイアが頭を下げる。

　うん、ごめんね。本当は俺がゴミ虫なんだよ。

「芋剥きの修行に加え、魔剣の修行を加える。毎日一回、魔剣に力を吸い取らせるのだ」

「はっ、ありがとうございますっ。二つ目の修行、身に余る光栄にございますっ」

　騙してるみたいで、ちょっと心が痛い。

　だが、この魔剣に力を吸い取られる修行は、レイアの力の底上げになり、後にレイアは爆発的に成長することになる。

「タクミーー」

　チハルがパタパタと俺のそばにやってくる。

「怖くなかったか？　チハル」

「うんっ、ぶちゃいく、びゅーーんって、おもしろかたっ」

「そっかぁ、面白かったかぁ」

「またやって、またやって」

「うん、また今度な、もうぶちゃいくいないからな」

「だいじょぶ、まだ、いぱい、くゆよ」

「へ？」

　完全に終わったと思っていた。

　だが、それはまだ始まりに過ぎなかった。

「ごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶ」

　洞窟の外に広がる異様な光景。

　山を覆い尽くさんばかりのゴブリンが洞窟に向かって迫ってくる。

「……うそだろ」

　慌てて魔剣さんを抜こうとする。

　だが、さっき簡単に抜けた魔剣さんはピクリとも動かない。

『本日の営業は終了しました』

　頭に声が響く。

　今度こそ本当に終わった。

　そう思った時だった。

　巨大な黒い物体が空を覆い尽くす。どんっ、という音と共に、それは俺の目の前に舞い降りた。

　黒龍ブラックドラゴン。

　漆黒の翼と鱗に覆われた身体、鉤爪をそなえた巨大な脚に棘がついた長い尻尾、そして鋭く紅い瞳が俺を見据える。あまりの迫力に一瞬、気を失いそうになる。

　しかし、黒龍ブラックドラゴンは俺に攻撃しようとしない。まるでゴブリンから守るように俺の前に立っている。

　まさか、このドラゴンは……

「クロエ？」

　そうだ、と返事をするようにクロエが雄叫びをあげる。それだけで、向かってきていたゴブリンの行進が止まった。ドラゴン版のクロエを初めて見る。

　うん、超怖い。

　咆哮と共にクロエの口から、巨大な炎が噴出される。

『……クロエやんか』

　その時、沈黙していた魔剣がピクリと動いた。




４　Ｎｉｃｅ　ｔｏ　ｍｅｅｔ　ｙｏｕ




　ゴブリンの群れの中心にクロエの放った巨大な火球が撃ち込まれる。巨大な爆発音と共に大きな火柱が立ち上る。灼熱の爆風で木々をなぎ倒し、炎をふりまき、一瞬でゴブリン共々、辺り一帯を破壊した。

「痴れ者どもがっ、このお方をどなたと心得る。我らがドラゴンの王、タクミ殿であらせられるぞっ」

　ちがう。ドラゴンの王ちがう。

　そうクロエに言いたいがドラゴン形態のクロエが怖くて、心の中でそっとつぶやく。

「ご無事でしたか、タクミ殿」

「う、うむ」

　クロエが人間形態に戻ってゆく。

　服は、服は大丈夫なのかっ。

　一瞬目をそらし、再び見る。どういう仕組みかわからないが、ちゃんと服を着た状態で戻っていた。

　よかった。ドラゴン形態も恐ろしいが全裸はそれ以上に恐ろしい。

「ゴブリンの軍勢がこの山に侵攻していると報告を受け、馳せ参じました」

「何故、こんなことになったんだ。レイアが牧場でちょっとゴブリンを倒しただけなのに……」

「麓ふもとの町で、タクミ殿が一国を揺るがすほどの大量のゴブリンを一人で討伐したと噂になっておりますが……」

　レイアの方を見ると、そっと目線を逸らす。

　いいことをしたので怒りはしないが、一国を揺るがすほどのゴブリン退治をちょっとで済まさないでほしい。

「現在、全てのゴブリンを統べるゴブリン王が、タクミ殿を倒すため、軍勢を率いているものと思われます」

　いつの間にかエライことになっている。もはや戦争レベルじゃないか。

「タクミ殿の配下である我らドラゴン一族は、この事態を迅速に収拾させるため、現在、こちらに向かうゴブリンの軍勢と抗争しております。しかし、ひ弱なゴブリンとはいえ、あまりにも数が多く、すべてを打ち倒せない状況でありますっ」

「そ、そうか。ご、ご苦労だな」

　ドラゴン達が頑張ってくれなければ、さらに多くのゴブリンがここにやって来ていたのか。

　ありがとう、ドラゴン。頼もしいぞ、ドラゴン。でも、ドラゴンの王にはならないからね。

「この事態は、おそらく、ゴブリン共を率いるゴブリン王を倒さないと収まりませんっ。だが、我らドラゴン一族の力をもってしても、未だ、ゴブリン王を発見できずにいます」

「聞いたことがあります。確か、ゴブリン王は望んだものに変化する魔術を使えると」

　ポキポキと拳を鳴らしながら、レイアがクロエの隣にやって来る。

「面倒ですが、やはり、ここは全てのゴブリンを掃討しましょう」

　魔剣さんに吸われた力が回復してきたのか。レイアの目がなんだか輝いている。

「それは得策ではないぞ、小娘。ゴブリン共の数は計り知れん、それこそ無限に……っ！」

「ごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶごぶっ」

　クロエの言った通りだった。新たなゴブリンの軍勢が津波のように山を登ってくる。

「タクミさん、パワー充電、完了いたしましたっ。もう大丈夫ですっ」

　レイアがそう言って俺達の前に出る。

「おまえ、暴れたいだけだろ？」

「そ、そんなこと、な、ないですよっ」

　絶対うそだ。目が泳いでいるもの。

　魔剣に力を吸われて、さっきまで戦えなかったから欲求不満が溜まっているのか。

「か、神降ろし、朱沙ノ王スサノオっ！」

　誤魔化すように神を降ろすレイア。

　いいのか？　そんなことで神降ろしちゃっていいのか？

　レイアの身体が突然、真っ赤に染まり、腕回りが二倍以上に膨れ上がる。

『何もかも蹴散らしてくれるわっ』

　カタナを抜き、雄叫びをあげながらゴブリンの群れに意気揚々と突っ込んでいくレイア。衝撃音と共にゴブリン達が次々と吹っ飛んでいく。

「クロエ、あの軍勢の中にゴブリン王が混ざっていると思うか？」

「わかりませんっ、だが、あまりにもここにゴブリンが集まりすぎですっ。近くに何か怪しいものはありませんかっ、タクミ殿っ」

　ある。

　最初から違和感があった。

　レイア程の者がゴブリンの気配に気つかず、ここまで尾行されること自体おかしかった。

　もし、最初から変化の魔術を使ったゴブリン王をレイアがここに持ち込んでいたとすれば……

　右手の魔剣を見て、次に洞窟の入口にいるチハルを見る。

　チハルがゴブリン王だとは思いたくない。

「この魔剣、しゃべるんだけど、怪しくないか？」

　クロエが魔剣をマジマジと見る。

「……これは違います。タクミ殿」

　クロエがハッキリと断言する。

「名前さえ剥奪された邪龍。魔剣に封印された我らドラゴン族の面汚しです」

『チッ、バレてもうたわ』

　魔剣さんが舌打ちをしている。どうやら、ドラゴン族の関係者のようだ。確かにたまにクロエから出る方言と同じ言葉を話している。

「しかし、力を吸い尽くし、誰もが装備できなかった魔剣を平然と持っているとはっ。やはり、タクミ殿は恐ろしいっ」

『まあ、確かにある意味恐ろしいわ』

　クロエにも魔剣さんの声は聞こえないようだ。持っている俺にだけ聞こえるのだろうか？

「また、ぶちゃいく、いぱい、とんでゆっ」

　レイアが次々とゴブリンを吹っ飛ばすのをチハルが楽しそうに見ている。

　魔剣さんがゴブリン王でないのなら、まさか、本当にチハルが……？

「あれ、あの子……？」

「ああっ、違うぞっ、チハルはゴブリン王じゃないっ」

「え、それはわかりますよ。だってあの子、ヌ……」

「あーー、クロエっ、言っちゃ、めーーっ」

　チハルがクロエの名を叫ぶ。

　俺達だけじゃなくて、クロエのことも知っているのか。チハルの謎がさらに深まっていく。そして、ゴブリン王の方は選択肢が一つしか無くなってしまう。

　レイアが今日持って帰ってきたものは三つあった。

　魔剣さん、チハル、そして……

　もーー、と呑気にあくびをしているそれを見る。

　できれば、それがゴブリン王だとは思いたくない。だってそうなら、俺達はゴブリン王の乳を飲んだことになる。

「クロエ、あれがゴブリン王とかないよな？」

「まさかっ、でも可能性はあります」

　モウに近づくクロエの背に向けて祈る。

　どうか、ゴブリン王でありませんように。

　クロエがモウに向かって、鋭い鉤爪を振り上げる。だが、それが振り下ろされることはなかった。

　風圧と共にクロエが吹っ飛んだ。

　俺のすぐ横を、ばひゅん、と通り過ぎ、洞窟の入口横の壁に激突する。

「どうして、なかなか、鋭いじゃないか、人間」

　さっきまで呑気にあくびしていたモウがその姿を変えていく。

　ああ、終わった。

　俺、ゴブリン王の乳飲んでしまったよ。

　果てしない絶望感の中で、その姿を見る。

　他のゴブリンとは根本的に違っていた。子供程しかない身長ではなく、すらりと伸びた高身長。緑色の肌ではなく、透き通るような白い肌。巨大な頭やギョロギョロした目玉ではなく、さらさらの青い長髪に、エメラルドグリーンの瞳を持つハンサムな甘いマスク。

　スタイリッシュなスーツ姿のゴブリン王が胸に手を置き、お辞儀をする。

「初めまして、僕がゴブリンの王、ジャスラックだ」

　自己紹介を聞いている場合ではなかった。

　身体の中にゴブリン王の乳が流れている事実を受け入れられない。

「タクミ、だいじょぶだよ」

　チハルがゴブリン王ジャスラックを指差す。胸ポケットに大きなモウ乳の瓶が差し込まれていた。

「姿を真似るだけで、性能までは真似できない。心配ないよ。君達が飲んだのは本物のモウ乳だよ」

　よかった。本当によかった。

　ありがとう、ゴブリン王。

『感謝してる場合やないで』

　魔剣さんが忠告する。

『かなり強いで、ゴブリン王』

「た、助けてくれるか？　魔剣さん」

『無理や。力の放出は一日一回や。営業終了いうたやないか』

　何度ピンチを乗り越えればこの夜は終わるんだろう。

　レイアにおつかいを頼むことは二度とない。そう心に誓う。

「さて、それでは」

　ゴブリン王ジャスラックがもう一度お辞儀をする。その顔が実に嬉しそうに笑う。

「始めようか、タクミ君」

　なんとか話し合いで解決できないだろうか。

「な、ナイストゥーミーチュー」

　俺は精一杯の友好的な笑顔で、ゴブリン王を出迎えた。




５　ゴブリン王の物語




「ゴブリン王の物語」は子供の頃に聞いたことがあった。

　それはまるでお伽とぎ話ばなしのように語られる物語。

　ひ弱な、本当にひ弱な最弱の魔物として生を受けたゴブリン。そのゴブリンの中でもさらに飛び抜けて弱いゴブリン。

　太古の昔に生まれたそのゴブリンは普通ならすぐに死んでしまうはずだった。だが、最弱ゆえか、他のゴブリンよりも遥かに臆病で、危険に対する察知能力がずば抜けていた。生き残る。どんな時も生きてさえいれば、やがて自分も強くなれる。その思いを抱き、ただただゴブリンは生き残る。

　一年、十年、百年、千年、悠久とも思えるほどの時間の中で、少しずつ、少しずつ、そのゴブリンは知識と力を身につけていく。人間から逃げ、ドラゴンから逃げ、勇者から逃げる。だけど逃げるだけじゃない、逃げる度に何かを学び、ほんの少し強くなる。

　そして、やがてそのゴブリンは……

「最強のゴブリン王となる。何者にも負けぬ知識と魔術を身に付けて」

　子供に努力と諦めない心を学ばせるためのお伽話。その伝説が、俺の目の前に存在している。しかも、なんかちょっと泣きながら拍手をしている。

「いやいや、僕の昔話をそんな風に語ってくれるなんて。時間稼ぎだとしても、少し感動したよ」

　うん、あっさりバレてる。

　吹っ飛ばされたクロエも起き上がらないし、暴れているレイアも戻ってこない。

「君はなかなか面白いね、タクミ君。ずっと気になっていたんだ。冒険者ランキング一位にして、宇宙最強がどんな男か、と」

「いやぁ、大したことないですよ、ほんと」

　やめて、気にしないで、これ、謙遜とかじゃないからっ。

「またまたぁ、君が只者でないのはわかっているよ。僕の古代魔術は相手の強さが的確にわかるんだ。だから戦う前にいつも結果がわかってしまう。でも、タクミ君、君の強さは全くわからない。こんなことは初めてだ」

　強さ、ゼロだからねっ。

　測定不能は強さが計り知れないから、というわけではないと教えてあげたい。でも教えられない。

「久しぶりにワクワクするよ。すぐにでも君と戦いたい。でも、それは許されないようだ」

「へ？」

　何故か、ゴブリン王は俺の後ろにいるチハルの方を見る。

「僕が今の今まで気がつかないとはね。さすが大賢者といったところか」

「……ゴブリン如きが舐めた口をたたくな」

　チハルから出た声に耳を疑う。それは今迄の幼女の声ではなく、間違いなく大人の声だった。しかもその声は……

「チハル、お前、ヌルハチの……」

「……後で話す、今は時間がない」

　ごうっ、と火の玉のようなオーラにチハルが包まれ、ロケット弾のようにゴブリン王に突っ込んでいく。ゴブリン王は慌てて自らの親指をくわえ、ぷーーと息を注入する。同時に身体が風船みたいに膨らんでいく。突っ込んだチハルが膨らんだゴブリン王に当たり、ぼよん、と跳ね返る。

「針千本のーーまーーすニードルシャワー」

　風船のようだったゴブリン王が息を吐き出すと、急速にしぼみながら、口から無数の針を放出する。

　そのすべての針がチハルに向かって飛んでくる。

「波動球・円エン」

　ヌルハチがレイアにトドメを刺した光の球がチハルの前に現れる。その球が円を描くようにチハルの周りを高速で周回し、飛んでくる針を弾き飛ばす。やはり、チハルとヌルハチは深い関係にあるのだろうか。

　針をすべて吐き出し終わったゴブリン王が一息ついた瞬間だった。チハルがピストルの形にした右手をゴブリン王に向ける。

「波動球・銃ガン」

　それと同時にチハルの周りを周回してた光の球が、ものすごい速さでゴブリン王に飛んでいく。

「ばんっ」

　チハルがぼそりと呟く。同時に大爆発が起こった。辺り一面が光の渦に巻き込まれる。

　決着がついた。そう思った時だった。

『逃げた方がええで。あれは長く続かへん』

　魔剣さんの言葉を聞いて辺りを見渡す。光が収縮し、だんだんと目が慣れていく。

　ゴブリン王が立っていた。

　その両手が巨大な盾に変形している。服は破れ、傷ついているが、まだまだ大丈夫というような笑みを浮かべていた。そして、逆にチハルは、呼吸が乱れ、肩で息をしている。

『あの子に何があったか知らんが、あれは力の搾りカスや。本来の姿を維持できひん程、最初から消耗しとる』

　っ!?　チハルっ、そんな身体でっ！

『お、おい、聞いとるんか？　逃げろ言うてるねんっ。なんで近づいていくねんっ』

　あの子の正体など関係ない。

　ゴブリン王に向かって歩いていく。

「ここで見捨てて逃げたら、生きててもしょうがないだろ」

『……ぽっ』

　なんか、魔剣さんがほんのりと赤くなった。

『はっ！　いや、なんや、今のぽっ!?　ちゃうで、そういうのとは、まったくちがうでっ。ああもう、しゃーない、特別サービスやっ、あと一回だけ助けたるわっ』

　魔剣さんが鞘さやから抜ける。黒いオーラが立ち上り、周りに無数の黒玉が浮遊した。

　これまでずっと余裕の表情を浮かべていたゴブリン王の顔から初めて笑みが消える。続いて、さらに事態は好転する。

「がああああっっ！」

　洞窟の土砂を巻き上げながらクロエが復活した。しかも、起き上がりざまに、ドラゴン形態になっていく。それと同時に、こちらに駆け寄る足音が近づいてきた。

「タクミさんっ、全て片付けて参りましたっ」

　レイアが意気揚々と帰ってくる。真っ赤に染まったその姿はゴブリンの返り血なのか、神降ろしの効果なのか、見分けがつかない。

　どっちにしろ、超怖い。

　ゴブリン王の顔から滝のように汗が流れていた。

「これはもうどうしようもないね」

　四人に囲まれたゴブリン王ジャスラックは、両手を上げてお手上げのポーズをする。

「タクミ君、どうやら君の周りには凄い強者ツワモノが集まってくるようだね。大賢者、ドラゴン、神降ろしの弟子、魔剣、そして……」

　ゴブリン王が首を傾け、空を見る。釣られてそこを見るが、そこには何もなく、ただ星空が広がっている。

　あれ、なんか、少し寒気がする。何かに見られているような気がして身体が震えた。ゴブリン王が再び俺のほうを向いて言う。

「……とにかく、全て倒さなくては、宇宙最強の君に辿り着けないようだ」

　俺に向かってゴブリン王がお辞儀をする。

「今夜はここで引かせて貰おう」

「引く？　逃げられると思うておるのか？」

　チハルが一歩前に出る。レイアや、クロエも距離をつめる。

「逃げるさ。そうやって生き延びてきたんだ」

　一斉に三人がゴブリン王に迫る。捕まえられる、皆がそう思った瞬間だった。

　かちん、という音と共に、ゴブリン王が爆発した。

「小癪な真似をっ」

　爆風から皆を守るため、ドラゴン形態のクロエが盾になる。

「あそこだっ！」

　レイアが最初に発見した。自爆したと思われたゴブリン王が凄まじい速さで走り、遠ざかっていく。心なしかさっきより一回り小さくなっている。

「脱皮したのか。追うぞ、ここで仕留める」

　チハル達三人も凄まじい速さでゴブリン王を追っていく。

『あんたは追わへんの？』

「俺があんなスピードで走れると思うか？」

『そら無理やな』

　魔剣さんと二人でくつろぎタイムに突入するはずだった。

　だが、ここにもう一人、残っていたのだ。

「……恐ろしいな。僕の最後の切り札に引っかからなかったのは君が初めてだよ、タクミ君」

　そのつぶやきは、爆発したゴブリン王の残骸から聞こえてきた。もぞもぞと潰れた肉塊の中からそれは姿を現す。それは俺の身体の半分くらいまで小さくなったゴブリン王ジャスラックだった。

「……どうやら君は僕が思うより、遥かな高みにいるようだ」

　チハル達が追っていったのはダミーだったようだ。いや、ただスピードについていけなかっただけなんだけどね。ゴブリン王が俺の前に跪ひざまずきうなだれる。

「さあ、トドメを刺すといい。僕の完全敗北だ」

　壮絶なゴブリン王との死闘がなんかいきなり終わりを告げた。




『トドメ、ささへんでよかったん？』

「ああ、もう来ないらしいし、あれでいいよ」

　二度とこの山に来ないという約束と共に、ゴブリン王を見逃した。なんだか、貧弱な姿になったゴブリンと自分の姿が重なって見え、トドメをさせなかった。

　そして、チハル達三人は未だにダミーを追いかけて帰ってこない。

『ほんま、甘いな。そんなんやと生きていかれへんで。……しゃーないから、ちょっとうちが守ってやってもいいで』

「ん？　なんか言ったか魔剣さん？」

『な、なんもいうてへんわっ』

　ゴブリン問題は解決したが、まだ問題は山積みだ。

　チハルの謎、ドラゴン王の継承、レイアの修行、魔剣さんの過去、未解決なことがどんどん増えていく。

　そして、おまけに一つ。

　この日、ゴブリン王のダミーに引っ掛からなかった者が俺以外にもう一人、存在していた。
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　切り札は最後まで使うな、使うならさらに奥の手を持て。

　誰の言葉だったかは、もう思い出せない。

　だが、その言葉があったからこそ、今回、僕は逃げ延びることができた。

　奥義　泣き落とし。

「さあ、トドメを刺すといい。僕の完全敗北だ」

　からの大号泣。

　助けてください。僕はもうひ弱なゴブリンです。魔力はもう空っぽです。二度とこの山には入りません。アイムソーリー、ヘルプミー。

　ありったけの謝罪の言葉を投げかけて謝る。

　そして、僕は逃げ延びることに成功した。

　ゴブリンの森。そう呼ばれるこの森は精霊達が多く存在する魔力に満ちた森だった。

　その森の中心にある樹齢数千年の大樹。その幹の下で眠りながら、ゆっくりと魔力を回復させる。

　冒険者ランキング一位。宇宙最強の男、タクミ。

　まったく底が見えなかった。

　かつて勇者や英雄と呼ばれる人間を数多く見てきたが、そのどれともタイプが違った。恐らくあの男は、僕のことを敵としても見ていない。

　虫か何かが近づいてきた、その程度にしか感じていないのだろう。

　ぎりっ、と奥歯を噛みしめる。

　今はそれでいい。少しずつだ。また、戦いを挑み、また、逃げる。彼との戦いは僕を大きく成長させてくれる。何千年、いや、何万年でも逃げ続け、いつか彼に追いついてみせる。大樹の下、心に誓う。

　その時だ。

　ゴブリンの森にふわり、と風が吹く。その風に微かに人間の匂いが混ざっていた。ばっ、と慌てて起き上がる。

「見つけた」

　すぐ、目の前に女が立っていた。地面につくほどに伸びた長い金こん色じきの髪。宝石のように輝く澄んだ青い瞳。銀の鎧に身を包み、大剣を背負っている。

　これほどまで、気配に気が付かず誰かの接近を許したことなど一度もなかった。

　まるで幽鬼のようにゆらりと立つ女に、ごくりと唾を飲み込んでから質問を投げかける。

「……素敵なお嬢さん、名前を教えてくれるかな？」

「……アリス」

　アリスが名前を名乗った瞬間に、これまで内に抑えていた気が爆発したように膨れ上がった。神話に出てくる猛獣のような気が森中に広がり、鳥や獣達が一斉に逃げ出す。

　僕は蛇に睨まれたカエルのように動けなかった。

　この視線を僕は知っていた。タクミと戦っている時、ずっと感じていた視線。

　そうか、君もダミーに引っかからなかったのか。

「はじめまして、アリス」

　タイミングだ。

　多分、コンマ一秒タイミングを間違えれば、僕はこの世から消滅する。

「僕はゴブリン王ジャス……」

「参る」

　名前を最後まで告げる前にアリスが接近する。その拳が僕の顔面に一直線に向かっていた。

「脱皮式連弾人形マトリョーシカっ！」

　少ししか回復していない魔力を全開で使う。アリスのパンチがダミーの顔面を粉砕する。同時にダミーから抜け出して、そのまま一目散に逃走する。

　あれはダメだ。タクミとはまた違うっ。絶対に泣き落としなど通用しない。捕まったら、すべてが終わってしまう。

　一日に二人もその強さが計り知れない者に出会うとは。

　一人は小虫など気にしない悠然と落ち着いた大物だった。

　だが、もう一人は小虫といえど全力で叩き潰す、そんな暴君臭漂う狂気の女だ。

「ヒィイイイィィッ」

　悲鳴をあげながら全力で走るっ。これまでの最高速という自覚があった。あっ、という間にゴブリンの森を抜け、砂漠に出る。

　もう大丈夫か、と後ろを振り向いた。

「見つけた」

　まったく顔色も変えず、ぴったりと後ろを走っていた。

　追いつこうと思えば追いつけるのではないか。それくらい余裕の表情で僕と同じ速度で走っている。

「す、すいませんっ。助けてくださいっ。なんでもしますからっ」

「……ダメだ、おまえはタクミに迷惑をかけた」

　予想通り、あっさり却下される。やはり、逃げ切るしか生きる道は残っていない。

　逃げてやる。

　ゴブリン王ジャスラックを舐めるなよ。逃げることだけなら僕は……

　誰にも負けないっ!!




　三日三晩寝ずに逃げ続けた。

　フラフラになりながらそこに辿り着く。

　禁断の地。

　魔王の大迷宮ラビリンスに。

　石造りの螺旋階段を下りていく。階下はただただ深い闇で地の底は、まるで見えない。豆粒ほどまで小さくなった身体で必死に階段を下りていく。

　もうダミーは作れない。ここで見つかったらもう、踏み潰されて終わるだろう。

　切り札は最後まで使うな、使うならさらに奥の手を持て。

　本当の最後の切り札。

　これを使うしかもう手は残っていなかった。

　最深部の扉の前に立つ。豪華な装飾がされた両開きの鉄扉。消えそうな最後の魔力を使ってその扉を開ける。ギギギィ、と錆びた鉄の音と共にゆっくりと扉が開いていく。

　始祖の魔王。

　かつてたった一人ですべての神々と戦い傷ついた魔王は、その力を蓄えるため、自らこの大迷宮に引きこもったという。それから数千年、ここを訪れた者は、人であれ、魔族であれ、神であれ、誰一人帰ることはなかった。だが、僕はその魔王をも利用する。

　僕を追ってくるアリスに魔王をぶつけてやるっ。

「見つけた」

　扉が開くと同時にアリスが僕の背後に現れた。部屋の中に駆け込み、アリスが僕を追う。

　小虫のような僕か、凄まじいオーラを持つアリスか。魔王がどちらを警戒し、攻撃するかは目に見えている。

「さあ、戦えっ、そしてどちらもくたばるがいいっ」

　そう叫んでから気がつく。石造りのその部屋には引き千切られた鎖が、床に飛び散っているだけで他に何もない。

　始祖の魔王。その姿はどこにも見当たらなかった。

「馬鹿な、ここには確かにっ、何故だっ、何故いないっ！」

　僕の探知に間違いはないはずだった。この部屋にはあり得ない程の力の残ざん滓しが満ち溢れている。

　魔王は、魔王はここにいるはずなのだっ！

「久し振りだな、ここに来るのは……」

　扉の前にアリスが立つ。その扉がバタンと自動で閉まる。

　どういうことだっ……

　まさかっ！

「もう、逃げないのか？」

　アリスが僕を見下ろしてそう言った。

「トドメを刺すといい。僕の完全敗北だ」

　からの大号泣。

　泣き叫びながら土下座する僕をアリスはぷちっ、と踏み潰した。
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１　魔剣さんの秘密




　ゴブリン王のダミーを追っていたレイア達が帰ってきたのは、朝になってからだった。チハルは疲れたのか、レイアに抱っこされて眠っている。クロエは人間形態に戻り、ゴブリン王のダミーを引きずって持ってきていた。

「申し訳ございません。ようやく追いつき捕まえたのですが、偽物で御座いましたっ」

「ああ、大丈夫だ。もうここに来ないと誓わせた」

「えっ！」

「う、嘘やんっ」

　レイアとクロエの目が点になる。

「つ、捕まえたのですか？　本体を」

「うむ、めっちゃ泣きながら謝ってた」

「さ、さすがタクミさんです。我らがダミーに騙されている中、簡単に本体を見つけられるとはっ」

　向こうが勝手に勘違いして、出てきただけなんだけどね。

「しかも、逃げる度に強くなるゴブリン王をあえて見逃すとはっ。タクミさんはまたいつでもやって来い、俺はここで強くなったお前を待っている。そんな裏メッセージを込めて逃したのですねっ」

「よ、よくわかったな。その通りだ」

　いや、なんだよ、裏メッセージって。普通に出禁にして、逃したよっ。

　でも面倒だからいつものセリフで終わっておく。

「まあ、みんな、ご苦労だった。クロエ、昨日、芋のスープを作ったんだが、食べていくか？」

「いいのですかっ、是非、ご相伴にあずかりますっ」

　クロエを洞窟の中へ招こうとした時だった。右手に持っていた魔剣さんにクロエが注目する。

「タクミ殿。差し出がましいのですが、よければその魔剣、我に預けてはくださいませんか？」

　ぴくん、と魔剣さんが反応する。そういえば、クロエは魔剣さんを封印されたドラゴン族の面汚しと言っていた。

「預けたらどうするの？」

「……叩き折ります。我のこの手で」

『……』

　魔剣さんは沈黙している。

「詳しい話を聞かせてくれるか？」

「はい、食事の後に」

　大事な話みたいだが、どうやら食欲のほうが優先されるようだ。




「かつてドラゴン一族に一人の天才がいました。その才は、やがて古代龍エンシェントドラゴンをも超えると言われ、次期ドラゴン王候補として、皆の期待を一身に受けて育っていきました」

　出だしから話が長い。

　難しい話はタクミさんにお任せします。レイアはそう言って、チハルを抱いたまま、早々に退散した。

　お前が買ってきたんだけどな、魔剣さん。

「しかし、その天才はやがてその才に溺れ、愚行を繰り返します。いつしか天才は邪龍と呼ばれるようになり、本当の名を剥奪され、ドラゴン一族から追放されました」

「……邪龍」

「そうです。邪悪な龍と書いて邪龍です」

　じっと魔剣さんを見る。

『そ、そんな邪悪やないで。誤解やで』

　そういえば必殺技の名前、邪じゃ龍りゅう暗あん黒こく大だい炎えん弾だんだった。

　いや、めっちゃ邪悪じゃないか、魔剣さん。

「追放された邪龍はそのことを逆恨みし、『ざまぁ展開にしたるわっ！』と叫びながらドラゴン一族に喧嘩を売る日々を続けました。そして、ついに我ら一族の怒りは頂点に達し、邪龍を魔剣に封じ込めた次第です」

『お、おかしいな、そ、そんなん言うた記憶ないねんけどなぁ』

　……絶対言ってるな、これ。

「それが我が姉、邪龍カルナです」

「えっ、姉っ!?」

「そうです。その魔剣の名はカルナ。忌むべき我が姉にございます」

　衝撃の事実に思わず魔剣さんを二度見する。

『ほんまや、クロエはうちの妹や』

　そういえば、魔剣さん……カルナもクロエと同じ、漆黒だ。どことなく、形状フォルムも似ているような気がする。そう思うとなんだか、鞘さやとか柄つかが色っぽく見えてしまう。これ、俺握ってて大丈夫なのか？　触っちゃいけない部分とか触ってないよね？

「姉妹なのに、クロエはカルナを叩き折るのか？」

「はい、我が愚姉は封印されながらも、力を吸収し、復活を企んでおります。我はそれを阻止しなければなりません」

「復活したらまずいのか？」

「また、悪行の限りを尽くすでしょう」

「本当か？　カルナ？」

『いや、もうそんなんせえへんよ。めっちゃ反省してる。ほんまごめんやで、くーちゃん』

　なんだかカルナがしょんぼりしている気がする。嘘をついているようには見えないのだが……

「タクミ殿、先程からカル……魔剣と話しておられませんか？」

「ああ、話しているが、やはりクロエには声が聞こえていないのか？」

「はい、恐らく、魔剣が真に主人と認めた者しか話せないのでしょう。世界でその声を聞けるのはタクミ殿一人と思われます」

　持った者の力を吸い取る魔剣。皮肉にも誰もが装備できず、カルナはずっと一人ぼっちで過ごしてきたのか。

「どうですか？　わ、我のことを何か言ってはおりませんか？」

　やはり姉妹なのだ。本当はお互い争いたくなどないのだ。

「もうそんなんせえへんよ。めっちゃ反省してる。ほんまごめんやで、くーちゃん。て、言ってるぞ」

　カルナが言った言葉をそのまま伝える。

「……カルねえ」

　クロエの顔が一瞬、優しい表情になる。だが、すぐにビシッと引き締まる。

「し、信じたわけではありませんが、タクミ殿が持っておられるのなら今日のところは目をつぶりましょう。どうせ、復活して悪事を働こうとも、タクミ殿なら簡単に成敗できますからねっ」

　できないけどな。

『でけへんけどな』

　心のつぶやきとカルナの声がかぶった。




　クロエが帰ってから、しばらく経った昼下がりの午後。

　一晩中、ゴブリン王を追っていたレイアとチハルは藁わらの上で重なるように眠っていた。
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「タクミぃ……むにゅむにゅ」

　チハルが寝言で俺の名前を呼ぶ。

『……後で話す、今は時間がない』

　ゴブリン王の戦いの時のチハルの変化は気になるが、別に焦ることは無い。チハルの正体がなんであれ、今、現在、チハルは可愛い。それだけでよかった。

　天気も良いし、ハンモックを吊るして俺も寝よう。

　そう思って外に出た時だった。一羽の伝書バートが飛んできて、洞窟の前に封筒を置いていく。

　手紙など十年間、一度も届いていない。黒い封筒に赤の封ふう蝋ろうがされている。

　嫌な予感がするが、開けないわけにもいかず、封筒を無造作に破る。中を見ると一枚のハガキが入っていた。




【冒険者ランキング一位から十位の皆様へ。

　始祖の魔王、復活のお知らせに伴い、十じゅう豪ごう会かいを開催いたします。速やかにギルド本部へとお越しください。

　　冒険者ギルド　会長バルバロイ・サウザ】




　とりあえず見なかったことにして、俺は昼寝をすることにした。




２　またきた誤認定




　ゴブリン王の襲来から三日が経ち、久しぶりに特に何もない平穏な日々を送っていた。

「今日の昼はキノコと鶏団子の鍋だ。キノコはチハルが取ってきてくれたんだよな」

「うん、チハル、とってきたっ」

　三人と魔剣のカルナで鍋を囲む。チハルは俺の膝の上が定位置になり、正面に座るレイアが羨ましそうに見つめている。

『うまそうやなぁ、後で汁だけでもかけてくれへん？』

「後で洗うの大変だから却下で」

　それでも雰囲気だけでもと、カルナの分も器によそう。お供え物みたいになってしまったが、カルナは満足したのか何も言わなくなった。

　平和な午後が過ぎていく。すでに十じゅう豪ごう会かいの手紙のことなど、すっかりと忘れていた。

「わしにもよそってくれんかの？」

　その声を聞くまでは。

　レイアが驚いて、後ろに飛び退いた。

　声を聞くまで、ここにいる誰もがその老人の存在に気がつかなかった。俺の左側、レイアの右側に枯れ木のように細い、しわしわの老人が座っていた。鍋を囲む俺達の中に自然に紛れ込んでいる。

　一体いつからそこにいたのか。

　俺はともかくレイアにすら気配を感じさせなかったことに驚きを隠せない。

　しかし、まあ、気づいていたところで俺がどうにかできる相手ではない。平静を装い老人に鍋をよそう。

「な、何者だっ」

　レイアがカタナに手をかけようとするのを、手のひらを前に出して、制止する。この老人を俺は知っていた。

　最も戦いたくない相手。

　過去にヌルハチがそう言っていた老人。冒険者ギルド会長、バルバロイ・サウザがそこにいた。

「ふぉふぉふぉ、うんまいのぅ。これはなんじゃ、つみれに鳥の軟骨を砕いて入れておるのか」

「ええ、潰したレンコンも混ぜ、仕上げに芋から取り出したデンプン粉を水でとき、とろみもつけています。食感が楽しめるでしょう」

「うむうむ、美味美味」

　押せば倒れそうな老人。見た目だけなら、誰もがそう思うだろう。

「純粋な強さだけなら古代龍エンシェントドラゴンやアリスのほうが遥かに強いだろう。だが、一番戦いたくないのはバルバロイだ」

　ヌルハチにそうまで言わせるバルバロイの戦い方を聞いたことがある。

　不意打ち。

　あらゆる手段を使って相手の不意をつく。自分を弱く見せ、油断させ、気配を殺し、罠を張り巡らせる。そして、確実に相手を倒せるその瞬間のみ、爆発的にパワーを上げて一撃で仕留める。

　ヌルハチの話を聞いていなければ、にわかに信じられなかっただろう。こんな俺でも勝てるんじゃないか、そう思えるほど、バルバロイはか弱く見える。

「あのじじい、きやい」

　膝の上のチハルがバルバロイをじっ、と見た後、ぷいっ、と顔を背けた。

「ふぉふぉ、嫌われてしもうた。飴ちゃん、いるか？」

「いりゅっ」

　飴ちゃんを奪うように取って、すぐにそっぽを向くチハル。ヌルハチと同じでかなりバルバロイのことが嫌いみたいだ。

「で、今日はどのようなご用件でこちらに来られたのですか？　バルバロイ会長」

「ああ、うん、先日、十じゅう豪ごう会かいのお知らせを届けたのだが見てくれたかの？」

「いえ、見逃しておりました」

「はて？　封を開ければわしにわかるようになっておるのじゃがの」

「さあ、獣か何かが開けたのではないでしょうか」

　お互いにこやかな顔で談笑する。

　はっきり言おう。超怖い。

　関わりたくないから手紙を見なかったことにしたなんて、言える雰囲気ではなかった。

「そうか、それは……」

　バルバロイの気配が一瞬、消えそうになるほど希薄になる。だが、次の瞬間。

「仕方ないのう」

　爆発的にその存在が膨れ上がった。

　いきなり目の前に数十メートルもの巨人が現れたような存在感。圧倒的な力と重圧が洞窟を包み込む。

「かっっ！」

　レイアが飛び上がるように立ち上がりカタナを抜く。

『なんやっ、やるんかいっ』

　カルナも勝手に鞘から抜けて黒玉を出している。

「挑発だ。静まれ、二人とも」

　そう言ったのはチハルだった。

　また、大人の声だ。先程までとは違い、真剣な表情でバルバロイを睨んでいる。

「すまんすまん、ちょっと反応を見たかったんじゃよ」

　ふっ、と風船がしぼむようにバルバロイの気配が小さくなる。

「やっぱり、このじじい、きやいっ」

　同時にチハルが元に戻って、俺に抱きついてくる。レイアとカルナも落ち着いたのか、再び席につく。

「お主の力、少し垣間見ようとしたのだが、あれに反応しないとは、底がしれんの」

「当たり前だ。タクミさんはお前如きが測れるような小さな器ではないわっ」

　レイアさん、挑発しないで。

　器、小さすぎて測れないの。ビビって動けなかっただけなの。

「まあ、用件は簡単じゃ。十じゅう豪ごう会かいにランキング一位のお前さんがおらんのは格好つかんからな。ギルド本部で開催するのはやめて、ここで開催することにしたんじゃ」

「は？」

　あまりの驚き展開に言葉を失う。

「もうすぐ皆がここに集結する。ああ、茶はいらんよ。雑用はわしの部下がやるからの」

　ヌルハチが嫌うのもよくわかる。

　食えない爺さんだ。人が嫌がることを瞬時に見抜いて実行に移すことに長けている。

「なら俺はギルドを抜けます。元々、引退したつもりだったので、なんの未練もないですしね」

「タクミさんっ、ランキング一位の座を惜しみなく捨てられるとはっ。なんという偉大な心構えっ。そうですねっ、そんな称号などなくとも、ご自身が宇宙最強であられることは、かわりのない普遍の事実ですものねっ」

「よくわかったな、その通りだ」

　レイアの言葉にかぶせてちょっと食い気味に言う。

　もうこの話を終わらせたいっ。

　元々、ギルドに行って、ランキングから外してもらう予定だった。会長に直接言えたし、手間が省けて好都合だ。

「そいつはやめておいたほうがいいのぅ」

　だが、バルバロイは真っ白く伸びた自らのあご髭を触りながら、不敵な笑みを浮かべる。

「今回、始祖の魔王が復活したことで、この集まりを開催しようとしたのは、見たじゃろう？」

　確かにそう書いてあった。だが、頷きはせず話を聞く。

「しかし、わしらは魔王の場所を把握しとらん。わかっているのは十年前にすでに復活していたこと、そして現在、力を隠し、どこかに隠れているということ、その二つだけじゃ」

「それが俺がギルドを辞められないのとどう関係が？」

　その質問にバルバロイが本当に嬉しそうな笑みを浮かべて、俺を指差す。

「冒険者ランキング一位　タクミ。ギルドは今、お主ぬしを魔王の第一候補として疑っておる」

　エッ？　……ついに俺、魔王に誤認定!?

　冒険者ランキング一位の最強魔王が今、誕生しようとしていた。




３　十豪会　開会




　洞窟前の草原に巨大な円卓が設置される。

　豪華な装飾の入った直径五メートル程の円卓に、ぐるりと囲むように十二の席が並ぶ。

　その席の前には、時計と同じ０から11の数字が刻まれていた。

　大事な話は皆が揃ってからじゃ、そう言って、バルバロイ会長は一旦帰宅した。

　代わりにメイド服を着た大人しそうなメガネの女の子がやってきて、一人で何もかも準備してしまう。

「バルバロイ会長の秘書を務めさせていただいておりますリンデンと申します。以後お見知り置きを。タクミ様」

　丁寧にお辞儀をするリンデンさん。ただの秘書でないことは一目でわかった。お辞儀をしながら片手で巨大な円卓を担いでいたからだ。

「よろしければお茶などは如何でしょうか？　こちら西方の香り豊かなブルーローズを使用した特製ハーブティーでございます」

　円卓を担ぐ手と逆の手にティーポットとカップが載せられたお盆が現れる。先程までその手には何も持っていなかった。空間を操る魔法を使うのか、確かに設営準備にはもってこいの能力だ。

「ありがとう、いただくよ」

　ハーブティーを飲みながら、リンデンさんの仕事ぶりを眺める。

　周りの草木を刈り取り、円卓の周りに同じ装飾を施した豪華な椅子を並べていく。

　やめて。俺の家の前にこんなもの作らないで。

　迅速で無駄の無いリンデンさんの働きにより、あっと言う間に十じゅう豪ごう会かいの会場ができ上がった。

　翌朝、冒険者ランキング上位の者達が次々とやって来た。正午前には全員が揃い、会場に集結する。

　十二の席はすべて埋まり、圧倒的な威圧感を持つ冒険者達が並ぶ。

　それぞれランキングの数字に合わせた席の前に座り、俺の前には大きな数字の１の文字があった。

　右隣の０の席にバルバロイ会長、さらにその右、11の席にはリンデンさんが座っていた。

　そして、最も異質を放っているのは、俺の左側。本来ならアリスが座るはずの２の席に座っている人物だった。

　知っている顔。いや、本当につい最近、ここに二度と来ないと誓った人物がそこにいた。リンデンさんに渡された出席者名簿を、この時初めて確認する。やはり、見間違いではない。

　ゴブリン王ジャスラックが座っている。

「お前、もうここに来ないと誓ったよなっ！」

「申し訳ございません、タクミ様。アリス様の命により代理人として、参加させていただいております」

「なんでお前がアリスの代理なんだっ？」

「永遠の服従を誓いました。わたくしめのちっぽけな命は、もはやアリス様のものとして捧げております」

　アリス、お前、ゴブリン王に何したの？

　なんか、デジャヴを感じる。古代龍エンシェントドラゴンの時といい、アリスと戦った者は、みんな人格が変わっている。人じゃないけど。

「始まります。私語はお控えください」

　リンデンさんに怒られる。

　大人しく出席者名簿をもう一度確認して、全員の顔と名前を見比べた。




【十じゅう豪ごう会かい出席者名簿】

　ランキング零ゼロ位　会長　「バルバロイ・サウザ」

　ランキング一位　宇宙最強　「タクミ」

　ランキング二位　人類最強　「アリス」

　（代理人）ゴブリン王　「ジャスラック」

　ランキング三位　大賢者　「ヌルハチ」

　（代理人）幼女　「チハル」

　ランキング四位　勇者　「エンド」

　ランキング五位　半機械　「マキナ」

　ランキング六位　狂戦士　「ザッハ」

　ランキング七位　超狩人　「ダガン」

　ランキング八位　隠密　「ヨル」

　ランキング九位　神降ろし　「レイア」

　ランキング十位　沈黙の盾　「リック」

　ランキング外　司会進行　「リンデン・リンドバーグ」




　突っ込むとこが多すぎて処理が追いつかない。

　ヌルハチの代わりに座るチハル。

　ランキングに入っていたレイア。

　昔の仲間のリック。

　ランキングの半分が知り合いじゃないかっ。

　さらに初めて見る四位から八位の面々。一人、一人がかなり濃い。皆、特徴がありすぎて、これでもかと個性を主張している。

　ランキング四位の勇者エンドは、青いマントを羽織り、いかにも勇者です、みたいな格好をしていた。

　少し赤毛のショートヘアに栗色の瞳。女の子と間違いそうになる甘いマスクの美青年。さぞかしオモテになるのだろう。

　俺がじっと見ていると、エンドはキッ、と睨んできた。

　ランキング一位を狙っているのだろうか？　だとしたら、すぐにでも差し上げてしまいたい。

　視線をランキング五位の半機械マキナに移す。

　右肩から半分が鉄のような金属で覆われていた。機械でないほうの左半分は、薄手の布を巻いていて、人肌が垣間見える。顔の下部分は機械のマスクで覆われて上半分しか見えない。さらに伸びた灰色ショートボブの前髪が右目部分を覆っており、顔は目を閉じたような細い左目しか見えなかった。たまに呼吸するかのように、機械部分が点灯し、空気が漏れるような音がしている。落ち着いた感じの女性で、俺が見ていても、前を向いたまま微動だにしなかった。

「おい、まだかよ、早く始めろよ」

　逆にランキング六位の狂戦士バーサーカーザッハは落ち着きがなかった。足を６と書かれた円卓の上に投げ出し、悪態をついている。

　巨大な男だった。ニメートルはゆうに超える身長に、そのサイズに似合うような巨大な大剣を背負っている。ボサボサの長い髪に猛もう禽きん類るいを思わせる鋭い瞳、口からは牙のような犬歯が見えている。着ている服の面積が小さく、盛り上がるような圧倒的な筋肉がほとんど露出していた。暑苦しいことこの上ない。

　見ていると絡んで来そうなので、早々に隣に視線を移す。

「落ち着け、ザッハ。もう始まる」

　隣に座るランキング七位の超狩人ダガンがザッハをたしなめていた。どうやら二人は知り合いのようだ。

　伝説の狩人ダガン。

　名前は聞いたことがあった。野生のモンスターの討伐数では、彼の右に出るものはいないとされている。

　初老に差し掛かろうという年にも関わらず、その身体からは重厚なオーラが溢れ出ていた。まるで獣を狩る側でなく、獣そのものと見間違うような男、それがダガンの第一印象だった。

　そして最後にランキング八位の隠密ヨルの方を見る。

　全身を黒装束に包んでいるため、男性か女性かすらわからない。ヨルはじっ、と一点、レイアに向けて視線を送っていた。レイアはあえてその視線を避けるように、正面を向いている。

「……忌子いみこが」

　ぼそり、とヨルが呟いた言葉にレイアが反応し、一瞬だけヨルを見る。しかし、レイアは何事もなかったように再び視線を戻し、ヨルを無視していた。

　どうやら二人の間には、何か因縁があるようだ。

「会長、時間です」

「うむ」

　太陽が真南に位置する時刻。正午ちょうどを迎える。

「では、これより十じゅう豪ごう会かいを開会するっ！」

　バルバロイ会長の声が草原に響き渡った。




４　十二人の怒れる冒険者　




「ではさっそく本日の議題の説明じゃ！　リンデンよ」

「司会進行を務めさせていただくリンデンと申します」

　リンデンさんが立ち上がり、お辞儀をする。ついに十じゅう豪ごう会かいが始まってしまった。

「本日の十じゅう豪ごう会かいの議題は、始祖の魔王復活及びその正体についてです。魔族の王たる魔王は、その姿を幾度も変え、復活のたびに世界を混沌に陥れてきたと伝えられています。伝承には人の身体に入り込み、操ることができるとあります。どうか、皆様の忌き憚たんのないご意見をお聞かせください」

　もう一度お辞儀をしたリンデンさんが席に座る。

「ちなみにギルドの調査における第一候補はランキング一位のタクミじゃ。肯定否定、どちらの意見も受け付けるぞ」

　じじいがいきなりブッ込んでくる。コイツ、最初から俺を糾きゅう弾だんする気満々だ。

「なあ、おい」

　最初に口を開いたのはランキング六位の狂戦士バーサーカーザッハだった。会議が始まっても、円卓に両足を置いたままだ。

「会議なんて建前だろ。そいつ殺して早く終わらせようぜ」

　ザッハから俺に向けて強烈な殺気が放たれる。

　開幕早々、超怖い。

「残念じゃがそうもいかん。確実な証拠が必要じゃ」

「面倒くせえな、殺ってから間違えてたらごめんなさい、でいいじゃねぇか」

　なあ、という顔で俺の方を見る。

　いやいやいや。

　俺はプルプルと首を振る。

「では、質問してもよいか？」

　次に話したのは、ザッハの左に座るランキング七位の超狩人ダガンだった。

「ここ数日、タクミ殿に起こった騒動、聞き及んでおる」

　ダガンがまるで俺を獲物でも見るような鋭い眼光で睨む。

「神降ろしレイアが弟子入り。黒龍ブラックドラゴンを手も触れずに撃退し、ドラゴン族の王となる。さらに大賢者ヌルハチの襲撃を跳ね除け、数千匹のゴブリンを率いるゴブリン王と抗争し、完全討伐。それに間違いはないな？」

　やばい。ほぼ事実だ。俺も自分で魔王じゃないかと疑ってしまう。

『うちを手に入れたことが入ってへんやん。タッくん、ちゃんと言うたって』

　魔剣カルナが余計なことを言ってくる。

　うん、黙ってね。てか、タッくん、て誰？

「さらに追加がある」

　そう言ったのはランキング八位の隠密ヨル。

　もうやめて、追加しないで。

「撃退した大賢者ヌルハチはその後、タクミの弟子のアリスに襲撃されて死亡したとされている」

「えっ」

　ヌルハチの死亡ニュースに驚き声を上げる。

「まさか、ヌルハチが……」

「とぼけるのか？　貴様の指示だろう？」

　ヨルの言葉を無視して、チハルの方を見る。チハルなら何かを知っているのではないか、そう思っていたら、ゴブリン王ごしにチハルが俺に話しかけてきた。

「ヌルハチのこと、ちんぱい？」

　そう言われて、冒険者時代のヌルハチとの思い出が蘇る。奴隷のようにこき使われる地獄のような日々。数え切れないほど死にかけた。だが、何故だろう。ヌルハチが死んだと聞かされて何か胸の奥から込み上げてくるものがある。そうか、ヌルハチは俺にとって……

「ああ、心配だ」

　そう言うとチハルはにへへ、と嬉しそうに笑う。

「だいじょぶ、ヌルハチはだいじょぶだょ」

　チハルにそう言われると本当に大丈夫な気がして、不思議と安心する。

「……何故、大賢者の席に幼女が座っているのですか？」

　チハルの横に座るランキング四位の勇者エンドが初めて声を出す。綺麗なハスキーボイスだ。

「関係者だからじゃよ。僅かながらヌルハチと同じオーラを検知した。第一候補はタクミとヌルハチの子供といったところかの」

　バルバロイ会長が意味深な笑みを浮かべる。

　いやいや、童貞に子供ができるはずがないだろうがっ。

「タ、タクミさん、そ、それは本当に……」

　レイアが震えながら立ち上がり、カタナに手をかける。

「静まれ、レイア。じじいの戯言だ」

「ふぉふぉふぉ」

　くそじじいが嬉しそうに笑っている。

「……なんだ、忌子いみこが生意気に人の感情を得たのか？」

「……黙れ、根暗変態忍者」

「貴様っ」

　レイアに続きヨルが立ち上がる。

「……落チ着ケ。会議中ダ」

　機械音声のような声が二人を止める。ランキング五位の半機械マキナだ。これでリック以外は全員が話したことになる。パーティーを組んでいた時からあまり話さなかったが、十年の間にさらに話さなくなったようだ。

「ちっ」

　ヨルは舌打ちしながら、レイアは無言で着席する。二人の因縁はだいぶ深いようだ。

「ボクからも追加の報告がある」

　勇者エンドが再び俺を睨む。

「完全討伐されたゴブリン王が、その三日後、魔王の大迷宮ラビリンスでアリスと密会している。そのことについて、何か弁明することはあるか？　魔王タクミ」

　もう魔王認定されてるよっ。

　アリス、お前、なんでそんなとこでゴブリン王と会ってるのっ。

　誤解されてもおかしくないわっ。

　エンドから隣のゴブリン王に視線を移す。

「お前っ、何か言えっ、誤解を解けっ」

「わかりました。アリス様から書状を預かっております」

　ゴブリン王が立ち上がり、懐から手紙を取り出す。皆が注目する中、おもむろにそれを開封し、朗読を始めた。

「拝啓タクミ様。いかがお過ごしでしょうか？

　初めて筆を取らせていただきました。アリスです。貴方の不肖の弟子、アリスです。タクミの一番弟子で永遠の弟子のアリスです。時には師匠と弟子、時には親子、時にはこ、こいび……いや、ダメだ、ここカットで。とにかくアリスです。……お前、カットのところも書いてない？　大丈夫？　ならいい。えっと……」

　十じゅう豪ごう会かいの会場が静まり返る。

　なんだ、このカオスな手紙は。アリスが言ったこと、おまえがそのまま書いたのかよっ！

「今回、そちらに行けなくて申し訳ありません。まだワタシは未熟ゆえ、タクミの教えの初歩にすら到達できておりません。合わせる顔がなく、今回は代理を立てさせていただきました」

　全員が俺に注目する。

　やめて、畏怖を込めた目で見ないで。

　勘違いだから。俺、べつに何も教えていないからっ。

「後、何やらギルドがタクミのことで騒いでいるようですが、気にしないでください。邪魔な者は全て片付けますので、言ってください。それとレイアの件ですが……」

「もういいだろう」

　座っていた狂戦士ザッハが立ち上がり、背負っていた大剣を抜き放つ。

「確定だ。オレはやるぜ」

　円卓の上に右足を乗せる。視線は真っ直ぐに俺の方を向いていた。

「待て」

「無理だ、ダガン。もう止まらねぇ」

「違う。何かが近づいてきておる」

　その気配に何人が気づいていたのだろうか。気がついた時には、それはすでにここに来ていた。上空から隕石が落ちてきたのかと思った。

　どごんっ、という衝撃音と共に、円卓の中心にそれは突然現れた。

「んにゃ」

　一瞬、巨大な獣が現れたのかと勘違いした。

　茶色の毛色に黒い縞模様が入っており、額にＭの字がある。耳はミドルショートの髪の毛の上にぴょこんとついており、目は琥珀色で黒目が細く縦に伸びている。

　座った状態で現れたそいつが立ち上がる。尻尾も同じようにピンと、上を向く。獣人。猫か虎だろうか。半分人間、半分獣の姿だが、一目見てすぐに女性とわかった。服を着ているのか、体毛なのかわからないが、大事なところはちゃんと隠れていてほっとする。

　そいつは俺を見て嬉しそうに笑う。

「初めまして、魔王タクミ殿。獣人王ミアキス、お迎えに上がりましたにゃ」

　十じゅう豪ごう会かいに最悪のお迎えがやって来た。




５　魔王タクミは動かない




「んにゃ」

　獣人王ミアキスが円卓の中心で俺を魔王と呼ぶ。

　ほとんどの者があっけに取られる中、最初に動いたのは、円卓に右足を乗せ、立ち上がっていた狂戦士バーサーカーザッハだった。

「とりあえず、死んどけ」

　二メートル近いザッハが、その身長と変わらないような巨大な大剣をミアキスに向かって真横に振るう。

　通常の剣を何本も無理矢理繋ぎ合わせたようなツギハギだらけの大剣だった。相当な重量であろうその大剣を軽々と振り回すザッハに戦慄を覚える。だが……

　ぱしん、という軽い音がして、その大剣は軽く受け止められた。

　片手である。

　左手で軽々と、摘むように大剣を掴むミアキス。

「……っ!?」

　ザッハが渾身の力を込めているように見えるがビクともしない。ヒョイと左手をあげると大剣ごとザッハが宙に浮く。

「邪魔すんにゃ」

「は、放せっ！」

　そのまま、ミアキスが軽く手首を曲げて放り投げる。ものすごい勢いで大剣ごとふっ飛んでいくザッハ。あっと言う間に豆粒ほどに小さくなり、遠くから、どかんと何かにぶつかった衝撃音が響く。

　そのままザッハは、会議が終わるまで戻って来なかった。

「噂以上に凄まじいの。魔王四天王の一人、獣人王ミアキス」

　それでもバルバロイ会長の顔からは笑みが消えない。

「じゃが、流石にこの人数を一人で相手はできまいて」

「んにゃ？　できますけど、にゃにか？」

　そのミアキスの台詞に、十じゅう豪ごう会かいの参加者達から一斉に殺気が溢れ出す。

「勇者も舐められたものだな。このエクスカリバーを見ても同じことが言えるか」

「殺戮モード開始。コレヨリ戦闘ヲ開始スル」

「所詮は獣、儂にとってはただの獲物じゃ」

「……迅速かつ静かに、処分する」

　勇者エンド、半機械マキナ、超狩人ダガン、隠密ヨルが立ち上がる。

「ストップっ、一旦、ストーーップっ！」

　今にも戦いが始まる寸前で俺は叫んだ。

　ここで殺し合いが始まったら収集がつかない。ミアキスが勝っても負けても俺は魔王認定されてしまう。

「話し合いだ。ここは話しあって解決しよう」

「魔王様がそう仰おっしゃるなら、吾わが輩はいは構わんにゃ」

　円卓の上に乗っていたミアキスが、空席となったザッハの席に座る。

「いまさら何を話すのじゃ、魔王タクミ。もう確固たる証拠は出てしまったぞ」

　隣の席のバルバロイが意地悪い笑みを俺に向ける。

「まだだ。俺自身がまだ認めていない」

「まだそんなことをいうか、リンデン、計測じゃ」

「はい。現在出揃った情報を元にタクミ様が魔王である確率を計算致します。二秒で出ました。９９．９９９９％です」

　ほぼ確定の数字が出る。だが、諦めない。最後まで足掻いてやる。だって魔王じゃないんだもん。

「まだ一〇〇％じゃない。質問だ。獣人王ミアキス。何故、俺を魔王と思った？　お前は魔王の顔を知っているのか？」

「んにゃ？　……いえ」

　これまでおどけた表情だったミアキスがすっ、と真面目な顔になる。

「莫大な力を抑えるため、魔王様は精神体アストラルとなり、人の器に入ります。故に魔王様の真の姿をこれまでに確認したことはありません」

　語尾から、にゃ、がなくなる。こっちが本性か。

「では何故、俺を魔王と呼んだ？」

「失礼ながら、復活されてからずっと魔王様の気を探っておりました。今は気配を消しておられますが、数刻前、確かに魔王様の気をこの地で感じたのです」

　ちょっと待て。それって……

　俺は魔王じゃない。それだけはハッキリとわかる。と、いうことは……っ！

　十じゅう豪ごう会かいのメンバーを見渡す。

　この中に本当の魔王が存在しているということかっ！

「俺の他にまだ沢山いる。どうして俺に断定した？」

「……数日前、アリスに会いました」

　またアリス来た。アリス、今度は獣人王に何したの？

「復活されて十年、魔王様は一度たりとも、その気を表に出されませんでした。我々四天王は、人間の中から独自に魔王様候補を探していたのです。その第一候補がアリスでした」

　確かにアリスが魔王だったら納得してしまいそうだ。

「十年前、魔王様が復活する以前から魔王の大迷宮ラビリンスに住み着き、人間とは思えぬ力を持つ女。どう考えても、魔王様が器に選んだ人間だと思っておりました」

　ちょっと待て。魔王が復活する前から、魔王の大迷宮ラビリンスにアリスが住んでいた？

　えっ？　俺がアリスを保護したダンジョンて、魔王の大迷宮ラビリンスなのか？

「吾輩は確信を持って、残りの四天王と共にアリスの元を訪れました。しかしアリスは魔王様ではなかった。人間でありながら、人間の限界を遥かに超える力、その力を如何にして手に入れたのか、吾輩達はアリスに尋ねました」

　ああ、なんかもう嫌な予感しかしない。

「ただ一言。タクミ様、貴方が教導してくれたおかげだと申されました」

　嘘だっ！　ダンジョンで拾った時から人間の限界超えてたよっ！　最初から鬼のように強かったよっ！

　心の中で絶叫する。

「もはや、魔王様はタクミ様、貴方以外に考えられません」

　獣人王ミアキスが深々とお辞儀をする。

「もう決まりじゃな」

「確率が一二〇％を計測しました」

「魔王タクミ、勇者として貴方を倒します」

「大虐殺ジェノサイドモード発動。コレヨリ魔王トノ戦闘ヲ開始シマス」

「魔王か、生涯最後の獲物として相応しいわ」

「……滅殺する」

　バルバロイ、リンデン、エンド、マキナ、ダガン、ヨル。

　円卓の六人、半分が俺を魔王と認定する。

　だが、違う。ミアキスの探知が正しければこの中に、本当の魔王が隠れているのだ。

「タクミさんっ、大丈夫です。タクミさんが魔王でも私はどこまでもついて行きますっ」

「チハルもいっしょにいくっ」

　うん、魔王違うからね。

　ついてきてくれるのは嬉しいけど、レイアもチハルも俺を魔王認定してない？

「わたくしめも、アリス様の指示の下、タクミ様の手足となり、働かせていただきます」

　いや、お前はいらない。帰れゴブリン王。

「……俺もタクミにつく」

　初めてリックが言葉を発し、俺の方を見てうなづいた。

　ああ、なんだか、すごくほっ、とする。リックだけは俺を魔王じゃないと信じていてくれそうだ。

　……信じてるよね？

「ちょうど半分に分かれたにゃ。六対六。バトルするかにゃ」

　獣人王ミアキスのその一言で俺を除く、全員が一斉に立ち上がった。有り得ないほどの殺気が十じゅう豪ごう会かいの会場を包み込む。

『タッくん、立ち上がらへんの？』

　立ち上がれる筈がない。

　だって腰が抜けているんだもの。

「さすがタクミさんっ。この程度の者共、立つまでもない、座ったまま余裕で倒せるっ。そういう事ですねっ」

　レイアのその言葉に全員が俺に注目する。俺に言えることは、もはやあの言葉しかなかった。

「よくわかったな。その通りだ」

　魔王タクミ伝説が始まった。
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　十じゅう豪ごう会かいに乱入する何日か前の事、とてつもない大きな力と力がぶつかり合うのを感じ、吾わが輩はい達はそこへ向かった。

「お前ら、ちょっと止まるにゃ」

　廃城の入口で足を止める。尋常でない殺気が溢れていた。野生の勘がこれ以上近づいてはいけないと告げている。

「獣人王ミアキスともあろうものが臆したか。情け無い」

　何も考えてないスカスカの頭で、不死王ドグマが言う。

　髑髏ドクロの頭には脳みそが入っていないのだろう。全身が骨で構成されているドグマは無限再生の力を持っている。それ故に死という概念が存在せず、恐怖を感じることもない。

「だったらお前が先に行けにゃ」

「ふん、臆病猫が。そこで震えて待っているがいい」

　ドグマが一人で先に進んで行く。

「いいのかしら？　あんな馬鹿を先に行かせて」

「かまわん。所詮奴はただ死なないだけの四天王最弱。好きに散ればいいにゃ」

「……まあ、別にいらないしね」

　吸血王カミラが溜息まじりにうなづく。

　腰まで伸びた真っ白な白髪に、真っ白な肌と閉じられた両目。吸血鬼の真しん祖そとして、絶大な力を持つ彼女だが、弱点も多い。陽の光に弱く、朝は低血圧でダルいらしい。昼間は夜の半分くらいの力しか出せないらしいが、連れてこない訳にはいかない。

　四天王の中で彼女が一番判別能力に優れている。アリスが魔王かどうか見極めるにはカミラが必要だ。

「……引き返したほうがいい」

　闇王アザトースがぼそり、と小さな声で呟いた。

　全身が暗闇で覆われ、シルエットしか見えない四天王最強の男。魔王様と同じく、その正体を見た者は存在しない。

　唯一、魔王様と互角に渡り合える者と言われているが、その戦闘力は同じ四天王である吾輩にもわからない。それほどの実力者であるアザトースがこの廃城に入るのを警戒している。

「アザトース、お前がそこまで言うなら、魔王様に間違いないのではにゃいか？」

「魔王様ならばいい。だが、違たがえば全員、死ぬことになる」

　それほどまでか。

　疑惑が確信に変わる。

　そのような強者は魔王様を除いて存在しない。

「闇はどこまでも深く続いている。気をつけろ。深淵をのぞく時、深淵もまたこちらをのぞいているのだ」

　言ってる意味はよくわからんが、とにかくヤバいということだけはわかる。それでも引き返すわけにはいかなかった。

「なんにゃ、これは……っ！」

　目的の場所に辿り着く。

　巨大な爆発でも起こったのか。その部屋はすでに部屋としての原型をとどめていなかった。

　大広間だったのだろうか。大きなクレーターを中心に、壁は砕け散り、瓦礫が散らばっている。さらに砕け散った壁の一部には、人型でくり抜かれたような跡があった。

　そしてただ一つ、部屋の一番奥にある玉座だけが、かろうじてその形を留めていた。

　そこに一人の女が座っている。長い金こん色じきの髪。宝石のように輝く澄んだ青い瞳。銀の鎧の胸の部分が砕け散り、白い肌が露出していた。そこに拳で殴られたような、真っ赤な痣あざが広がっている。

「アレがアリス……!?」

　ゴクリと唾を飲み込む。

　アリスは動かず、こちらを凝視している。凄まじい重圧感だった。

　心臓が激しく脈を打つ。もし少しでも動けば、命がなくなるような、そんな空気がこの部屋に充満していた。

　先にここに来たはずの不死王ドグマを目線だけ動かして探す。

　いた。

　アリスの足元でその身体が踏みつけられている。

　だが、その頭がなくなっていた。

「あたま、あたま」

　その時、アリスが座る玉座の後ろから幼い子供の声がした。コロコロと、そこからドグマの頭が転がってくる。それを追いかけるようにエルフの幼女が姿を現した。大人の服を着ているのか。ダボダボの服を身に纏っている。ドグマの頭を持ち上げると、楽しそうにクルクルと回転させて遊んでいる。

「た、す、け、て」

　回転させられながらドグマの頭が声を出す。その声は恐怖で震えていた。恐怖を感じないはずの不死王が半泣きで助けを求めている。

「カミラ、アレが魔王様か鑑定しろっ」

「無理よ。目を開けられないわ。一刻も早く帰りたい」

　カミラがガタガタと震えている。

「鑑定するまでもない。アレは魔王様とは別のものだ」

　アザトースを覆う闇が激しく蠢うごめいている。

「人間だ。紛れも無い、ただの人間。神の力も魔の力も何も感じない。だが、人間の限界を遥かに超えている。人があのような力を手にすることができるものなのかっ！」

　アリスをもう一度見る。全身の毛が逆立ち、身体全体が震え出す。本能がすぐに逃げろ、と叫んでいる。

「お前は……」

　アザトースの言葉が詰まる。

　さっきまで玉座に座っていたはずのアリスが瞬間移動したかの如く、いきなりアザトースの眼前に立っていた。

「……お前は、いったい何なのだ？」

　そのセリフと共にアザトースがぶっ飛んだ。

　バックハンドブロー。

　アリスがそのままの姿勢でアザトースの顔面に右拳を叩き込んだ。スクリュー回転しながら飛んでいったアザトースが瓦礫の中に突っ込んで、そのまま動かなくなる。あらゆるすべての攻撃を吸収するはずの無敵の闇やみ纏まといがまるで役に立たなかった。

「なあ」

　アリスが友達に話すようにカミラに話しかける。

「胸が痛いんだ。会いたくて会いたくてたまらないんだ。でも会うことができないんだ。そんな時はいったいどうしたらいいの？」

　胸の痣を押さえながらアリスはそう言った。

「わ、わからないわ」

　なんとかそう答えたカミラがアザトースと同じ様にぶっ飛んだ。アザトースの隣の瓦礫に頭から突っ込み、仲良く並ぶ。

　二人ともピクリとも動かない。

「お前」

　アリスが吾輩の方を向く。

「お前はどうすればいいか、わかるか？」

　返事を間違えれば、我ら四天王はここで全滅する。だが、そんなものの回答など知る由もない。ただ思ったことを口にするしかなかった。

「吾輩達にも、ずっと会いたくて会えない人がいる」

　魔王様は、神々との戦いの後、大迷宮ラビリンスに引き篭もり、我らがそこにくることを禁じた。

「待つしかない。再び会える日を信じて。ずっと待つしかないのだ」

　自分にも言い聞かせるように、アリスに向かってそう言った。

「……そうか」

　長い沈黙の後、アリスが一言呟いて玉座に戻る。

　助かったのか？

　いやまだだ、まだアリスに聞かなければいけないことがある。

「どうやってっ！　人でありながら、人の限界を遥かに超えるような力を、お前はどうやって手に入れたのだっ!?」

　アリスは吾輩の方を少し見てから、

「……タクミが」

　これまでの今にも爆発しそうなアリスの凄まじいオーラが消えている。何かを思い出したのか、少し赤らんだ顔で口元には小さな笑みを浮かべていた。

「すべて、タクミがワタシに教導してくれたおかげだ」

　たかが人間をここまで強くできる者。そんなもの魔王様以外に存在しない。

　魔王タクミ様。

　吾輩は心の中で呟いた。
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１　そして誰もいなくならない




「それで、それでどうなったのですかっ」

　十じゅう豪ごう会かいから一夜明けた朝にクロエがやって来た。

「強豪達が立ち上がる中、一人、余裕を持って座るタクミさんは堂々とこう言われました。お前らなど座ったまま、指先一つで倒してみせるわ」

「さすがっ、我らがドラゴン王っ！」

　レイアが話を盛っている。もはや、突っ込む気力もない。そしてドラゴン王でもない。

　しかし、よくあのような修羅場を無傷でくぐり抜けたものだ。しばらく腰が抜けっぱなしで、席に座ったまま動けなかった。

「ここで戦うのはやめておこうかの」

　バルバロイ会長のその言葉にどれだけホッとしただろうか。

　あの言葉で俺を警戒してくれたのだろう。

「ちょうど一ヶ月後にギルドの武闘大会がある。各自複数の代表を出し、そこで優勝した陣営の言うことをなんでも一つ聞くというのはどうじゃ？」

　ギルド大武会。

　トーナメント式のその大会には、昔、ヌルハチに無理矢理参加させられた嫌な思い出がある。見るも無惨な予選敗退は軽くトラウマになっていた。

「なんでもと言うのは？」

「なんでもじゃ、ギルドはお前さんに一切干渉しない、と言えば、二度とここに来ることもない」

　さすがじじい、俺の一番の望みを的確に見抜いている。

　だが、逆に負けてしまえば、俺は生涯魔王として拘束されてしまうかもしれない。

　円卓で俺について来てくれたメンバーを見る。相手と見比べても負ける気はしない。

「複数の代表とは？　俺はここにいるメンバー以外、あと一人くらいしか仲間はいないぞ」

　最近までぼっちだったからな。後はクロエくらいしか思いつかないが、なるべくならお願いしたくない。だって、なし崩し的に王にされそうなんだもの。

「別に何人でもよいぞ。自信があるならお主一人でも良い」

　いやいやいやいや、逆に俺だけはお腹が痛いとか言って、参加したくない。

　しかも、向こうはギルド総動員ってわけか。考えただけで超怖い。

「それなら、四天王の残り三人も参加させるにゃ」

　獣人王ミアキスの言葉にちょっとだけ安心する。狂戦士バーサーカーザッハを軽く撃退したミアキスと同等の強さを持つ四天王ならば、結構頼りになるんじゃないか？

　しかし、魔王じゃないのに四天王とか従えていいのだろうか。ますます魔王と疑われるような気もするが、背に腹は変えられない。

「わかった。その提案を受けよう」

「決まりじゃな。こちらの代表は後日、そちらに伝達しよう」

　バルバロイが立ち上がり、背を向ける。

　他の五人は納得がいってないのか、まだ俺の方を睨んでいた。

「やめておけ、力のわからない相手と戦うなど愚の骨頂じゃ」

　その言葉でやっと五人がこの場から立ち去ろうとする。

「……余裕じゃな。その気になれば、本当にわしらなど造作もなく片付けられるのじゃろう？」

　いや、俺が片付けられる前に早く帰って。お願いします。

「じゃが、ギルドを舐めないことじゃな、魔王タクミ。こちらも取っておきの隠し玉が残っておる」

「そうか、楽しみにしている」

　まあ、後のことはお前達に任せたとか言って、俺は一回戦で棄権しよう。そう心に誓う。

　こうして激動の十じゅう豪ごう会かいはようやく幕を降ろしたのであった。

　レイアとクロエの会話はさらに盛り上がり、いつまで経っても終わる気配を見せない。

　洞窟から出ると、大きな岩の上で丸くなって日向ぼっこをしている獣人王ミアキスが目に入った。大人しくしていると、本物の猫のようでちょっと可愛い。

「んにゃ？　魔王様も日向ぼっこしにきたのかにゃ？」

「いや、違う。それよりお前、いつまでここにいるの？」

「魔王様は優しいし、ご飯も美味しいし、吾わが輩はい、ここの子になりたいにゃ」

「断固拒否する」

　昨日の夜、残ったみんなでご飯を食べてから、ミアキスがめっちゃ懐いてしまった。チハルとレイアだけでも大変なのに、これ以上扶養家族を増やすわけにはいかない。

「それより一つ聞きたいんだが、ここで感じた魔王の気配、あれから一度でも感じたか？」

「いや、全く感じないにゃ。こんなに近くにいても、クソザコのようにしか見えないなんて、魔王様の力を隠す能力は凄すぎるにゃ」

　久々のクソザコ攻撃に、涙で目の前がかすむ。

　しかし、ここでミアキスが気配を感じてくれたら、魔王候補がかなり絞れたのだが。

　一ヶ月後のギルド大武会。

　もしそれまでに本物の魔王を見つければ、俺は晴れて無罪放免、大会になど参加しないですむだろう。

　魔王候補はあの場にいた十二人。帰った六人と残った六人。一体、どちらに魔王はいるのか。

「おい、クソネコっ。てめえ、あれで勝った気になってんじゃねぇぞ」

　少し離れた所で、狂戦士バーサーカーザッハが大剣を素振りしていた。

　なんで、お前まで帰らないんだ……

「俺様は暴走することにより、十倍以上の力を発揮するんだっ。あの時は真の実力の片鱗すら見せていなかったのだっ。いいか、大武会では逆にお前をコテンパンにしてやるからなっ」

「はいはい、わかったにゃ。なんなら今すぐ相手してやってもいいにゃ」

「……い、いや、大きな舞台で倒したいから、今はやめておこう。け、決して臆おくしたわけではないぞっ」

　誤魔化すように大剣をブンブン振るザッハ。

　コイツが魔王ということはないと思うが、もしかしたら弱いふりをしているということもあるかもしれない。一応、警戒はしておこう。でもたぶん違う。

「ああ、そうだ。魔王さん。晩御飯は脂っこいものが食べたいから肉にしてくれ。狂戦士には脂が必要なんだ。あとご飯は最初から山のように盛ってほしい。いちいちおかわりが面倒くさい」

　お前まで、まだいるつもりかっ。

　洞窟前の円卓のほうでは、ゴブリン王とリックが将棋という東方のゲームをしている。まさか、みんな一ヶ月先まで居座るつもりじゃないだろうな？　それはまずい。魔王だとか魔王じゃない以前に、食料の備蓄がなくなって、冬が越せなくなってしまう。

　そんなことを考えている俺の前に、一羽の伝書バートが飛んできて、前回と同じ黒い封筒を置いていく。

「まさか、もう向こうの代表が決まったのか？」

　慌てて封筒を破って中身を見る。案の定、代表者の名前が書かれていた。

「ああっ！」

　後ろから手紙を覗いていたザッハが大声を上げる。

「俺様の名前が入ってねぇっ！」

　うん、そこどうでもいい。

　そんなことより、ギルド側の代表者に書かれている名前に目を疑う。

『アリス』

　そこには確かにその三文字が刻まれていた。




２　魔王の確率




「どうされたのですか？　タクミさん」

　晩御飯の準備中にレイアが心配して話しかけてきた。

　いつもご飯を作る時だけは集中できるのに、上の空だったからだろう。

「なんでもない。ちょっと考え事をしていたんだ」

「そうですか。タクミさんのことですから、きっと私などには、思いもつかない壮大な考えを巡らせていたのですねっ」

「うん、よくわかったな、その通りだ」

　いつものセリフにも気合いが入らず棒読みになる。

　原因はわかっている。

　アリスだ。

　彼女がギルド陣営で参加することに、戸惑いと衝撃を隠せない。

「なあ、アリスは……」

　レイアに話しかけようとしてやめる。たぶんアリスの考えは誰にもわからない。十年前、何故、俺にだけアリスが懐いていたのか、どうして史上最弱の俺を史上最強だと勘違いしているのか、全ては謎のままだ。

「なんですか？　アリス様がどうかしましたか？」

「いや、なんでもないんだ」

　キョトンと俺を見るレイアをまじまじと見る。

　彼女が魔王である可能性はどれくらいだろうか？　神降ろしというレイアの技は、その身体に古いにしえの神を宿らせる。もしかしたら知らぬ間に魔王をいれちゃったりしてないか？

　そもそもアリスはどうして、レイアを俺の元に送ったのだ？　十年前、俺がダンジョンでアリスを保護した時、そこに魔王もいたとしたら、アリスと魔王は……

「え、えっと、タクミさん。あ、あまりじっ、と見られると、そ、そのっ」

「あ、ああっ。すまないっ」

　真っ赤な顔になったレイアから目をそらす。

　レイアが魔王である確率はかなり高いように感じてしまう。十段階でいえば、七くらいか。

「あ、あの、何か顔についてましたか？」

「な、なんでもない。ちょっと顔を見たかっただけでっ、い、いやっ、違うぞっ。そういう意味ではないぞっ」

　お互い、もう顔を見れずにうつむいてしまう。

　そんなレイアを見ていると彼女は魔王ではないと思えてくる。いや、俺がそう信じたいだけかもしれない。

「居飛車穴熊とは、渋いですね」

「……そのゴキゲン中飛車、止めてみせるぞ」

　朝から晩までずっと将棋をしているリックとゴブリン王を見る。

　リックとは積もる話もあるはずなのだが、まったく会話していない。サシャやバッツはどうなったのか、あれからもヌルハチとパーティーを組んでいたのか。将棋中に話しかけても、リックは無言でうなづくだけでちゃんと聞いてくれない。

「……王手飛車取りだ」

「うっ、その手、待ったはできませんか？　リッ君」

「……待ったなしだ。ジャスラッ君」

　なんだよっ、リッ君、ジャスラッ君ってなんだよっ。超フレンドリーじゃねえかっ。

　ちょっと二人に嫉妬してしまう。まあ、この二人が魔王の確率はかなり低いだろう。

　ゴブリン王が二、リックが三ぐらいか。

「どうだっ、俺様の剣撃はっ。一撃で岩をも砕き、天地を揺るがす、この力っ」

「うるさいにゃ。黙ってやれにゃ」

　なんやかんやでずっと一緒にいる狂戦士バーサーカーザッハと獣人王ミアキス。

　こっちも結構仲良くなってない？

　ミアキスは魔王でないことはわかっている。

　さすがに魔王もザッハの中に入るのは嫌なんじゃないか？　ザッハの確率は限りなくゼロに近い一といったところだ。

　後はチハルか。

　洞窟で寝ているチハルを覗きに行く。幸せそうに藁わらの中で丸くなっている。

　これまでのチハルのことを考えてみる。

　怪しさで言えば一番怪しいのはチハルかもしれない。たまに見せる大人の人格。あれはもしかしたら魔王の人格ではないのだろうか。

「むにゅ、ちゃくみ、いぱいちゅき」

　チハルが可愛い寝言を言いながら笑みを浮かべる。

　うん。チハルが魔王とか嫌だな。確率を八から四に減らす。

　残った六人のうち、五人の魔王確率はこんなものだ。

　そして、最後の一人。

「なあ、カルナ。俺の中に魔王が入っている確率はあるのか？」

　魔剣カルナに尋ねる。

　そう、最後は俺自身だ。

『タッくんの中に魔王が入ってる確率は完全にゼロやわ。普通の人間にある器がタッくんには存在せえへん。空っぽやねん。力も精神体アストラルも、器がないとそこに留まることができひん』

「……そうか」

　嬉しいような悲しいような、しかし、これで残りは十一人に絞られる。

「カルナはミアキスが感じた魔王の気配、感じることができたか？」

　力を吸い取る能力を持つ魔剣カルナは、力の気配にかなり敏感だ。

『十じゅう豪ごう会かいの時、ほんの一瞬、力の揺らぎは感じたわ。でも、それが誰が出したもんかはわからんかった。それくらい小さな気配やったで』

　やはりそうか。

　魔王はわざと小さな気配を出したのだ。ここにいることをミアキスに知らせるために。

　その目的は、たぶん、俺を魔王と勘違いさせるためだ。疑惑が確信に変わる。

　俺は魔王に嵌められている。

『タッくん、何考えてるん？』

「……」

　カルナに答えることができなかった。

　魔王が何故、俺をこんな目に遭わせるのか？

　いや、そもそも俺と魔王には、なんの接点もないはずだ。一つだけあるとすれば、十年前、アリスを拾ったダンジョンに魔王もいたかもしれない、ということだ。

　始祖の魔王。

　その本当の姿は、四天王であるミアキスでさえ見たことがない。俺は知らないうちにその魔王と出会っていたのか？

　大きく息を吸って、大きく吐き出した。

「この山から動く時が来たのかもしれないな」

　アリスの思い、そして魔王の思惑。

　すべての答えは、やはりあの場所にあるのだろう。

　アリスと出逢った魔王の大迷宮ラビリンスに。




３　町の名は




『タッくん、一人で行くん？』

「ああ、一人で行く」

　深夜、晩御飯を食べて皆が寝てから旅支度を終えた。

　魔王の大迷宮ラビリンスへの道程は覚えている。この山からはそう遠くはない。

「魔物と遭遇しなければ十日もあれば辿り着く」

『うち、一日一回しか助けられへんで。あんまり無理したら意識なくなるねん。そんなんで大丈夫なん？』

「なるべく逃げるようにするよ。みんなを巻き込みたくないんだ」

　これは俺だけの問題だ。本当は魔剣カルナも置いていきたかったが、さすがに武器なしでは、旅立てない。

『しゃーないな、できるだけ助けたる。魔物が近づいて来たら前もって教えたるわ』

「ありがとう」

『な、なんや、そんな真面目な顔で。タッくん、ちょっとおかしいで。いつものアホみたいな顔のほうが似合ってるで』

　カルナと小さな声で話しながら洞窟から離れていく。誰にも気付かれず、出発できたと思っていた。

「お出かけですか？　タクミ様」

　昼間、獣人王ミアキスが日向ぼっこしていた大きな岩に、ゴブリン王が座っていた。

「ああ、ちょっと散歩に」

「そうですか。その散歩コース、先日、行かせていただいたばかりです。よろしければご案内いたしましょうか？」

　確かに十じゅう豪ごう会かいで勇者エンドが言っていた。

　ゴブリン王は魔王の大迷宮ラビリンスでアリスと会っていた、と。

「案内はいいよ。それよりレイアの……」

　アリスが手紙で伝えようとした、レイアのことを聞こうとしてやめる。それは今回のことと関係ないことだろう。

「いや、やっぱりいい。しばらく留守にするから、食料は好きにしていいとみんなに伝えてくれ」

「わかりました。いってらっしゃいませ、タクミ様」

　ゴブリン王に見送られ、洞窟を後にする。

　食料のことは心配だが、この騒動が収まってから考えよう。

『は、初めて二人きりやな。ちょっと緊張せえへん？』

「いや、全然」

『あーー、そうですかっ！　そらそうですなっ！　もう、知らんっ！　うち、ねるっ！』

　頼みの綱の魔剣カルナがいきなり寝てしまう。というか、睡眠していたのか。新事実の発見だ。

　何故、怒っているのかわからないが、山を降りるまでは、そう危険もないだろう。しばらくは、そっとしておくことにした。

　山を少し降りたところで一度だけ振り向いた。

　ずっと一人で洞窟から離れず、のんびりと生きていくつもりだった。今は毎日が騒がしく、落ち着かない。それでも、人と暮らし、話していると、少しだけ心が温かくなる。

　すべての騒動が終わりまた一人になったら、しばらくは寂しくなるだろうか。

　そんなことを思いながら、山道を歩いていった。




　ちょうど夜が明ける頃に町に辿り着く。朝焼けが町を紅黄色に染めていた。

　俺がいたボルト山と呼ばれる小さな山。その麓にあるのがナットと呼ばれる辺境の田舎町だった。目の前には小さな農園がいくつも広がっており、朝早くから畑仕事をする人々がちらほらと見える。所々に建っている民家はどれもレンガ造りで、町を囲う外壁にもレンガが積まれていた。

『あれ、町についたん？　久し振りやな、ナットの町』

　いつのまにか目を覚ましたカルナが呟く。

　そういえばカルナはこの町の武器屋で買われてきたんだった。

『あれ、タッくん、町に入らへんの？』

　入りたいのはやまやまだった。ここで食料や旅の装備などを調達しなければならない。

　だが、入口にある町の看板を見た時から、足が一歩も動かない。

『あれ、看板かわってるやん。なんやこれ』

　カルナも気がついた。やはり、見間違いでないようだ。町の名前が書かれた看板。以前まで【ナットの町】と書かれていた看板の名前が変わっていた。

【タクミの町】

　そこには確かにそう書かれていた。

「タクミ様じゃ！　タクミ様がおいでなすったぁっ！」

　こっそりと町に入ったが、最初に目が合った農家のおばあちゃんにいきなり叫ばれた。老体とは思えないほどの猛ダッシュで、町の中心部に消えていく。そこからは、あっ、と言う間だった。早朝だというのに、町人全員が集まっているのではないかというくらいの群衆に囲まれる。

「タクミ様、タクミ様っ。ゴブリンから町を救っていただきありがとうございますっ」

「これまでずっと山からオラ達を見守ってくれたこと、今まで気がつかず、申し訳ありませんっ」

　いや、救ってないし、見守ってない。

「これから年に一度、町の生娘を生贄に捧げようと提案しておりますっ。どうか、それで怒りを鎮めてくださらんかっ」

「いや、まったく怒ってないから本気でやめて」

「おおっ、タクミ様はなんと慈悲深いっ。皆の者っ、タクミ様はこれからも無償で我らを守ってくださるそうじゃっ！」

　うおおおお、と歓声が上がる。皆がひれ伏して俺を拝んでいる。

　いや、いままでも守ってないし、これからも守らないから。

「す、すまないが、少し急ぎの用事があるんだ。二十日分の食料と旅の装備、あと簡単な盾を売ってくれないか？」

「売るなんてとんでもないっ。皆の衆っ。一刻も早く、タクミ様に食料と装備をっ！」

「いや買うよっ。買わせてくださいっ。お願いしますっ」

　ダメだ。ここでタダで貰ったりしたらとんでもないことになりそうだ。山に貢物なんてされたら、もうのんびり暮らせない。

「タクミ様、オラのとこのモウは元気かの？　よければ、もう一頭いりませぬか？」

「あ、ああ。今はいい。それより何匹モウを飼っているか、ちゃんと数えておいたほうがいいぞ」

　モウを連れた牛飼いのおっさんが話しかけてくる。

　お前がくれたモウはゴブリン王だったよっ！　そう叫びたかったが、混乱を招きそうなので我慢した。

「さすが、タクミ様。あの魔剣ソウルイーターを使いこなしているようですな」

　今度はちょび髭を生やした武器屋の親父が話しかけてきた。

「盾をお探しでしたらこちらはどうですかな。魔盾キングボム。一定以上の攻撃を受けると、使用者を巻き込んで巨大な爆発を起こし自爆します。大丈夫です。タクミ様ならきっと無傷で使いこなせるでしょう」

　使いこなせねぇよっ！

　なんでお前のとこはそんな危ない装備ばかり売ってるんだっ。てか、キングボムってなんだよっ！

「普通の盾でいい。あと、普通の革鎧も用意してくれ」

　残念そうな顔をする武器屋の親父。

「タクミ様、街の名産の稲俵を持っていってくだせえ」

　そんな重いの持って歩けないよっ。

「タクミ様、うちの娘を貰っていってくだせえ」

　いや、それ稲俵よりある意味重いよっ。

「タクミ様、タクミ様、タクミ様ぁっ」

「ひぃっ、に、逃げるぞ、カルナ」

　ロクな装備を整えることもできぬまま、俺は一目散に走り出す。

『タッくん、モテモテやなあ』

　やっぱり、外になんて出るもんじゃない。人と関わるとろくなことにならない。山を出る時、一人に戻ったら寂しくなるんじゃないかと思ったけど、それは気の迷いだった。

　すべてが片付いたら絶対また一人で山に引き篭もってやる。

　そう誓いながら、俺は逃げるように自分の名前がついた町を後にした。




４　魔王の大迷宮




　山を出てから五日がたった。湿地帯を抜けて砂漠に到着する。

　ゴルゴダ砂漠と呼ばれる広大な砂漠。その中心、遥か地の底に魔王の大迷宮ラビリンスが眠っている。

『砂しか見えへんな。タッくん、位置わかるん？』

「ああ、太陽の位置でわかる。今日はもう遅いから、キャンプをして、朝を待とう」

　砂漠に入る手前の草原にテントを張る。十分な食料を持ってくることはできなかったが、道中でラビやリースを数匹捕まえていた。素早く皮を剥いて、焚き火をし、串焼きにする。食べきれない分は簡易的な石窯を作り燻製にした。これで到着までの食料はなんとかなりそうだ。

「ここまで、魔物や大きな獣にまったく遭わなかったな」

　湿地帯には、スライムやケロッグなどの魔物が多く存在する。少なくとも二、三回は出くわすことを覚悟していたのだが、拍子抜けするくらい何もなく砂漠まで来れた。

「カルナ、湿地帯では何も気配を感じなかったのか？」

『せやな、魔物の気配はなかったで。生きてる魔物の気配はな』

　確かにそうだ。

　道中、いくつかの魔物の死体を発見した。それも、ついさっきまで生きていたかのような死体ばかりだった。

「魔物以外の、そうだな、人の気配は感じなかったか？」

『それはちょっと答えにくいなあ。頑張って気配消してるみたいやし、うちは気づいてないことにしといたる』

　ほとんど答えを言っているみたいなものだが、カルナがそう言うなら、俺も気づかないフリをするしかない。

「ちょっと食料を作りすぎたな。このままじゃ腐らせてしまう。仕方ないからこのまま置いとこう。獣か何かが食べてくれるといいんだけどなぁ」

　大きめの声で独り言を叫ぶ。

　少し離れた木こ陰かげから、ぐぅ、という腹の音が聞こえてきた。聞こえないフリをして、テントに入る。

『やっぱりタッくんはモテモテやなあ』

「ん？　なんのことかな？」

　翌朝、残して置いた食料は綺麗に消えていた。

　砂漠に入ってからは、隠れる場所が少ないこともあってか、目視でも何度かその姿を確認してしまう。

　突然、砂漠の地中からサンドワームと呼ばれる巨大なミミズのような魔物が襲ってきた時には、タクミさんっ、という声がはっきりと後方から聞こえてきた。

『邪じゃ龍りゅう暗あん黒こく大だい炎えん弾だんっ！』

「邪じゃ龍りゅう暗あん黒こく大だい炎えん弾だんっ！」

　カルナが必殺技の名前を叫んだので、続けて叫ぶ。カルナから無数の黒い玉が噴出し、サンドワームに襲いかかる。その全てが命中し、爆発と共にサンドワームは遥か彼方に吹っ飛んでいった。

「あっ」

　後ろから駆け寄ろうとした誰かさんと目が合った。背中には幼女をおぶっている。

「砂が目に入った。おかしいなぁ、何も見えないやぁ」

　俺が目を擦っているうちに、その姿は見えなくなる。

『もう合流してもいいんちゃう？』

「ん？　なんのことかな？」

　これは俺一人の問題だ。

　だけど、一日一回しか使えないカルナを使ってしまった。後はよろしく頼むと心の中でお願いしながら、先に進む。

　さらに三日後、カルナの探知となぞの助っ人のお陰で予定よりも早く、魔王の大迷宮ラビリンスに到着した。

『ここ、お墓なん？』

　カルナが言うように、砂漠の真ん中に、大きな鉄の十字架が何本も刺さっていて、墓に見える。

　その数、七二本。

　それぞれに名前のようなものが書かれているが、魔族文字のようで全く読めない。

　その一つに、ヌを○で囲ったサインが刻まれている。ヌルハチがこのダンジョンを見つけた時に付けたものだ。その十字架を前方に押し出すと、鉄が軋む音と共に地面がずれ、地下へと続く階段が現れた。

『これが魔王の大迷宮ラビリンスやな』

「ああ、そうだ」

　十年前、俺はそうとは知らず、ヌルハチ達とここを探索した。ヌルハチは魔王の大迷宮ラビリンスとわかっていてここに来たのだろうか。

　深い闇の中、松明の灯りだけを頼りに、どこまでも続いていくような石造りの螺旋階段を降りていく。その足音が重なって聞こえてきた。俺の後ろをついて来てくれているのだろう。

　ヌルハチやリック達とここに来た時もそうだった。俺はいつも強い仲間達に守られている。帰りはちゃんと一緒に帰ろう。重なる足音に安心感を覚えながら、階段を踏みしめていった。

　最深部に辿り着く。そこにある豪華に装飾された両開きの鉄扉は、十年前となんら変わりはなかった。

「馬鹿な、開かぬ、だとっ」

　そういえば最初、ヌルハチがこの扉を開けようとしたが、どうしても開けることができなかった。

「限界まで溜めた魔力で開かぬだとっ。まさかっ、まだ奴は強くなり続けているというのかっ!?」

　そうだ、確かにそんなことを言っていた。やはり、ヌルハチはここが魔王の大迷宮ラビリンスということを知っていたのだろう。

　その後、リック、サシャ、バッツの三人が扉を開けようと様々な試みをしたが、ビクともしなかった。

「開かないなら仕方ない。帰ってメシにしよう」

　諦めムードの中、一人お気楽な俺は扉にもたれかかって、みんなを慰めようとした。

　その時、ゆっくりと俺の身体は傾いた。体重をかけていた扉は、まるで鍵などかかっていないように簡単に開き、俺は転げるように部屋に入ってしまった。そして、そこにいたアリスと初めて出会ったのだ。

　どうして俺だけがあの扉を開くことができたのだろうか。あの時と同じなら、この扉はまた簡単に開くはずだ。

　緊張と不安の中、扉に手をかける。ギギギィ、と錆びた鉄の音と共に扉は簡単に開いていく。

　その時、カツン、と足音が聞こえてきた。

「もう出てきてもいいよ。ずっと付いて来ていたのはわかってたよ」

「そうか、さすがだな」

　っ!?

　予想していた声とは違うハスキーボイスに慌てて振り向く。

「やはり、ここに戻って来たか。魔王タクミ」

　聖剣エクスカリバーを構え、青いマントを羽織った赤毛の美青年、勇者エンドがそこに立っていた。

「あ、あれっ！　レイアとチハルはっ!?」

　エンドの後ろの方で、登場シーンを奪われたレイアと、その背中に背負われたチハルが悲しそうな顔をしている。

「大武会を待つまでもない。ここでお前を倒してやる」

　エクスカリバーを抜いたエンドに向かって、反射的に魔剣カルナを抜く。

『タッくん、ヤバイで』

「ああ、勇者だからな。かなり強いはずだ」

『ちゃうねん。扉が開いた部屋からや。なんか、おるで』

　ぞくり、と闇が覆い被さるような異質な空気がそこから流れてきた。

　思わず、部屋の方を振り向いた瞬間だった。

　エンドのエクスカリバーが俺の脳天目掛けて、豪快に振り降ろされた。




５　真実はいつも一つか二つ




　俺の脳天目掛けて、豪快に振り降ろされるエクスカリバー。

　だが、それが当たる直前、目の前に影が疾風のごとく現れる。

　ガギンっ、と刃と刃がぶつかり合い、火花が散った。

「貴様っ、魔王タクミの弟子かっ」

「勇者如きがっ、タクミさんと戦うなど百万年早いっ」

　俺と勇者エンドの間に、一瞬でレイアが割り込んでいた。背中にチハルを背負ったままだ。お互い剣に力を込め、鍔つば迫り合いを始める。

「そのようなカタナで聖剣エクスカリバーが受け止められると思うなっ」

　エンドがさらに力を込めるとエクスカリバーが輝き、強い光を放ちだした。

「ハァアアアッ、光こう刃は斬ざんっ！」

　暗いダンジョンがエクスカリバーの光で照らされる。レイアのカタナごと両断するつもりだったのだろう。だが、レイアは余裕の表情を浮かべて、エクスカリバーを受け止めている。

「どうした？　エクスカリバーとはこの程度か？」

「馬鹿なっ、そんなはずはっ！　聖剣の力を受け止めれるのは、聖剣のみっ！　まさかっ!?」

　レイアが笑みを浮かべて、呟いた。

「聖剣マサムネだ」

　世界三大聖剣の二つがこの場に揃う。

　もっとももう一つの聖剣タクミカリバーはただの安物の剣なので、実質この二本で聖剣コンプリートだ。

　二つの聖剣も、レイアとエンドの力も拮抗しているため、剣を押し合う形のまま、開いた扉の前で二人とも動かずに睨み合う。

「この聖剣マサムネは、私が修行に明け暮れていた頃に……」

　まずい。レイアが戦いながら、長くなりそうな過去回想を始めようとする。今は扉の中から感じる異質な気配の正体を一刻も早く、突き止めなくてはならない。

「ちょっと、ごめん」

　レイアとエンドが剣を合わせる隙間から、しゃがんで扉の中に入ろうとした時だった。

　右肘が、ぽんとエンドの胸元に当たってしまう。

「ひゃあっ」

　いきなりエンドが可愛い声を出して、胸元を押さえてうずくまる。

　ぽよん、とした。

　めっちゃ、ぽよん、とした。

　俺の右肘には、男の胸に当たったとは思えないような、なんとも言えない幸せな感触が残っている。

「お前、もしかして……」

　エンドにきっ、と睨まれ、言葉を止める。

　何かの事情で内緒にしているのか。可哀想なので黙っておいてやろう。

「さすがタクミさんっ。触れるだけで私が苦戦している勇者を一瞬で倒してしまうとはっ。これがタクミさんの奥義なのですねっ」

「よ、よくわかったな、その通りだ」

　本当はただのセクハラだと言ったら、斬られそうだ。

「二人とも、今は争ってる時ではない。部屋から何も感じないか？」

　二人がそこでようやく部屋のほうに注目する。

「……っ！　この気配はっ」

「タクミさんっ」

　レイアやエンドもその異質な気配に気がつく。俺は無言で頷き、皆で部屋に入っていく。

　石造りの部屋。そこには、引き千切られた鎖が、床に飛び散っているだけで他には何も無かった。

　そうだ。この何もない部屋にアリスは一人、立っていたのだ。

　一人？　本当に一人だったか？

　十年前のあの時、確かに見えていたのはアリス一人だった。出会った時の幼いアリスは人間の言葉を話さず、四つん這いで獣のように吠えていた。

　部屋に入ってきた俺に向かって？　違う。アリスはずっと違う方向に向かって吠えていた。

　あれは、吠えていたんじゃない、話していたんだ。

　俺と出会った時、アリスの隣には、見えない何かが存在していたのだ。

「やはり、まだ、ここにあるのか」

　そう言ったのは、レイアの背中にいるチハルだった。いつもの子供の声ではなく、大人の声に変わっている。レイアの背中から飛び降りると、スタスタと部屋の奥まで歩いて行く。すぐに行き止まりになり、チハルはそこに立ち、目の前の壁をじっ、と見つめる。

　十年前、ここに来た時、俺達はアリスを保護するのに精一杯で、この部屋を調べることができなかった。

　魔王の大迷宮ラビリンスに来たヌルハチの目的は、一体何だったのか。

　その答えを、チハルが持っている。そんな風に思ってしまう。

　じっ、と壁を見ていたチハルが、両手を壁に向けた。

「解除リリース」

　ぼそり、とチハルが呟いた途端に、両手から光が溢れてくる。その光が壁に向かって広がっていき、壁が溶けるように消えていく。

　ごくり、と息を飲む。

　レイアとエンドも声も出さずに、消えた壁の向こうを凝視する。

　そこには、隠された部屋があった。

　部屋一面に青い花が咲き乱れていた。そして、その花に囲まれるように、部屋の中心に柱のような巨大な氷の塊が立っている。

　一瞬、ここが地下深くにあるダンジョンだと忘れるくらいに、幻想的な光景だった。

「あれはっ！」

　レイアが声を上げる。俺は驚きで声も出ない。

　氷の塊の中で、彼女は眠るようにそこにいた。

　一糸まとわぬ姿で、自分を抱きしめるように両手をクロスし、乳房を隠している。下半身は伸びた髪の毛で隠れ、神秘的に見えた。

「何故、こんなところに……」

　ようやく声に出して、確認する。

　間違いないこの顔は……

「ヌルハチっ」

　アリスと戦い、亡くなったと言われていたヌルハチがそこにいた。

　あまりのことに呆然と立ち尽くす。

　レイアもエンドも氷の中のヌルハチを凝視したまま動かない。その中でチハルだけがそこに近づいていき、氷に手を触れる。

「ちがう。これはヌルハチではない」

　その声が少し震えていた。怒りか、悲しみか、チハルは複雑な表情で氷の中のヌルハチを見つめている。

「これは魔王。魂の抜けた魔王の本体だ」

　アリス、ヌルハチ、魔王、そして俺。

　何かがカチリと音を立てる。

　十年の時を経て、今、止まっていた歯車が回り始めた。
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　約一万年前。

　まだ地上に人類が存在しない頃。

　混沌より、余よは生まれた。

　何故、余のような者が生まれたのか。

　考えても答えは見つからないので、すぐに考えるのをやめた。

　約五千年前。

　五千年もの間、余はただただ強くなり続けた。自らの意思ではなかった。息をするのと同じ様に、力が勝手に膨らんでいく。

　その頃から後に人類と呼ばれる猿が誕生し、エルフやドワーフ、ドラゴン、ゴブリンなど様々な種族が地上に生まれ、余に近づいてきた。

　だが、余は手加減をしたくともできず、近づくもの、すべてを壊してしまう。その力はやがて神々と呼ばれる者達との戦いにまで発展した。そんな戦いも力も望んではいなかった。

　戦いの後、余は自らその身体をダンジョンに封印し、精神体アストラルとなった。もう誰も傷つけないために。

　約三千年前。

　身体を封印してから二千年の間に地上では人類が最も繁栄し、街や国が作られていった。

　余は、精神体のまま、人間の中に入り、力を抑え共存を試みた。だが、余の力に長期間、耐えられる程の器を持つ人間は存在せず、余は何度も滞在する人間を入れ替える。

　何故か、その間に魔族と呼ばれる部下ができ、その頃から余は魔王と呼ばれるようになった。勇者と呼ばれる一族も現れ、何度も勝負を挑んできたがまったく相手にならなかった。そして、そんな時、絶大なる魔力を持つエルフの少女チルトと出会う。

　後の大賢者ヌルハチであった。

　約二千年前。

　それから長きに渡り、ヌルハチの器に入っていた。

　彼女の魔力は膨大で、余を包み込んでくれた。ヌルハチの中でなら、余は人々と共存できるかもしれない。そんなことを少しだけ考えた。だが、限界はゆっくりと近づいていたのだ。

　余の力はヌルハチの中にあっても、どんどんと強くなり、やがてヌルハチの魔力ですら、それを許容できなくなっていった。

　余の力の影響で、ヌルハチの身体は変化していく。ヌルハチの姿は余の本体と酷似していき、溢れる力は異常な再生能力を与え、ヌルハチを不老不死にしてしまった。これ以上の同化はヌルハチを崩壊させ、すべてが壊れてしまう。

　余はヌルハチから離れ、本体のあるダンジョンに精神体のまま引き篭もることにした。

　二度と人の器に入らぬと誓って。

「もう、二度と出てこないつもり？」

「ああ、部下達にもここに来ることを禁じた。扉にも封印をかける」

　氷漬けにした本体の前でヌルハチに別れを告げる。

「そう、寂しくなる」

　そう言ってヌルハチは余の本体の前でしゃがんで何かしている。

「何をしているのだ？」

「花のタネを蒔いている。貴方から漏れ出る力で土や水、光がなくとも、きっと咲く」

「そんなもの……」

　いらないとは言えなかった。

　今までに感じたことのない感情が、余の中に生まれていた。

「私と……いや、ヌルハチとそっくりだな」

　余の本体を見てヌルハチが笑う。

　この時からヌルハチは、余の本体と区別するために、自分のことをヌルハチと呼ぶようになった。

「いつか、貴方より強くなって迎えに来てあげる」

　それが叶わないことを知っていた。

　くだらないことを。

　そう思っているはずなのに、何故か胸が締め付けられ、瞳から変な液体が流れていく。

　八千年間で初めてのことだった。

　その感情の正体を知ったのは、ヌルハチがいなくなってから随分と経ち、種が芽吹いた頃だった。

　十五年前。

　二千年もの間、扉は開かれることはなかった。何度かヌルハチが来て、外から話しかけてきたが、応えることはしなかった。

　余に関わらず、生きて欲しい。そう願っていた。

　ただ、ヌルハチが残していった花は、見事に咲き、部屋を青く染め、孤独な心を少し落ち着かせてくれた。

　花などに全く興味のないヌルハチが何故、こんなことをしたのだろうか。この花にはどんな想いが込められているのか。魔王が花のことを考えるなど、あまりにも似合わないので、すぐに考えるのをやめた。

　扉の封印は実にシンプルなものだった。扉は余の力と連動し、それを上回る者でないと開かないようにした。勇者や英雄、ドラゴンや神が扉を開けようと挑んだが、扉はビクともしなかった。

　二度と開かれない扉を眺めつつ、これでいい、そう思っていた。

　どんっ、という大きな音と共に、扉の外に何かが落ちてきた。

　誰かが死体を捨てたのか、飛び降りて自殺したのか。

　魔王の大迷宮ラビリンスを訪れた者は、人であれ、魔族であれ、神であれ、誰一人帰ることはない。そんな噂が立っているとヌルハチが言っていた。

　別に余は何もしていない。傷つき、助かることのない冒険者達が、最期の地をここに選んでいるのだろう。

　いい迷惑だったが、止めることもできず放置していた。

　だが、その日、落ちてきたものは、そんな冒険者達とは違っていた。

「ふぇ」

　幼い子供の声が扉の向こうから聞こえてきた。

　耳を疑った。

　あの高さから落ちてきて、生きているのか？

　そして、さらに驚愕すべきことが起きる。

　二千年間、開かれなかった扉がミシミシと音を立てて開かれていくのだ。その隙間から、圧倒的な力が流れてくる。

　そこに二歳くらいの小さな女の子が立っていた。

　扉がすべて開かれる。圧倒的な力の前に、余の力と連動している扉が、もう降参です、と言っているようだった。

　ただの人間の子供。

　それが何故、余を上回る力を持っているのか。あまりの驚きに口をポカンと開けたまま、子供を見つめる。

「あー」

　ヨタヨタとその子は部屋に入ってくる。それと同時に扉が閉まる。

　まるで、この部屋の主人あるじが余から子供へと移ったようだった。精神体の余の姿は見えないはずなのに、子供は余に向かって真っ直ぐに歩いて来た。

　この日から、後にアリスと名付けられる子供との奇妙な同居生活が始まった。
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１　タクミと愉快な仲間達




「家に帰るまでが冒険だ」

　ヌルハチがいつもそう言っていたことを思い出す。

　実際、魔王の大迷宮ラビリンスからの帰還は、様々なトラブルに見舞われ、到着は大幅に遅れてしまった。

　最初は魔剣カルナの異変から始まった。

　魔王の本体がいる部屋に入ってから急に喋らなくなったので、外に出てから心配して話しかけると、蚊の鳴くような声が頭に響く。

『……タッくん、うち、もうあかんわ』

「どうしたっ、カルナっ、大丈夫かっ？」

『魔王の部屋、力溢れてたから、ちょっと貰おうとしたら、気持ちわるなってしもた』

　魔王の異質な力はカルナですら吸収できず、拒絶反応を起こしてしまったのか。

　カルナがそんなことをしたのは、力の残量がかなり減っていたからだろう。旅に出てからは、ずっと力を与えていなかった。

　レイアにカルナを渡して、力を吸わせる。以前なら一瞬で全ての力を吸われていたレイアだが、今ではかなりの時間、耐えることができるようになっていた。

「今日はもう休もう。レイアも疲れただろう。出発は明日の朝だ」

「はい、タクミさん」

　魔王の大迷宮ラビリンス前の砂漠でキャンプの準備を始めようとする。

　だが、それに反対する者が現れた。

「魔剣に力を吸われたくらいで休憩か。まったく、ひ弱なお嬢さんだ」

　嫌味たっぷりに勇者エンドがそう言った。

「次からはボクが変わってやろう。勇者の力のほうが魔剣も喜ぶはずだ」

「舐めるなっ！　私はバテてなどいないっ！　タクミさん、早く出発しましょうっ！」

　睨み合う、エンドとレイア。

「いやいやいや、ちょっと待って。お前、まさか、一緒に来るつもりなの？」

「ああ、大武会まで貴方を監視させてもらう」

　魔王タクミとは呼ばれなくなったが、何故かエンドは俺にべったりくっついてくる。

「貴様っ、タクミさんに近づいて何をするつもりだ。まさか、弟子になろうとしてるんじゃないだろうなっ」

「ち、違うっ。ボクは勇者として、魔王の疑いがある者を監視するだけだっ」

「嘘をつけっ、貴様、タクミさんの男気に惚れたのだろう！」

「ほ、ほ、ほ、惚れっ!?　ち、違うっ！　ぼ、ぼ、ボクは純粋に勇者としてっ」

　真っ赤な顔で必死に叫ぶエンド。

「おうち、かえゆ？」

「ああ、もうほっといて、二人で帰ろうか？」

「うん！」

　元気よく答えるチハルは、いつものチハルだった。魔王の本体を見つめていた時の大人チハルは、完全に消えていた。

「タクミさんっ、待ってくださいっ」

「待て、タクミっ。ちゃんと責任を取ってもらうぞっ」

　責任てなんだよっ。まさか胸に触ったことじゃないだろうな？

『タッくん、帰りもモテモテやなあ』

　ちょっと元気になったカルナがからかうようにそう言った。

　結局、行きは八日で到着したにもかかわらず、帰りは倍の十六日もかかってしまう。

　レイアとエンドはくだらない争いを何度も繰り返し、何度もトラブルが発生した。

　どちらがカルナを長く持てるか競争して、二人とも倒れてしまった時は、本気でほっていこうと思った。

「ようやく我が家に到着しましたね、タクミさん」

「今日からここがボクの家か」

　うん、違うよ君達、俺の家だからね。

「むにゃ、おうち、ちゅいたの？」

「ああ、ついたぞ、チハル」

　しかし、背中で寝ぼけているチハルの声を聞くと、まあいいか、と思ってしまう。

　洞窟に着くなり、無駄に体力を消費したレイアとエンドはチハルと一緒にすぐに眠ってしまう。

　カルナを置いて、一人、外に出ると綺麗な満月が洞窟を照らしていた。大きく息を吐くと、その息が白くなり、冬が近づいていることを実感する。冬に備えていた食糧は殆どなくなっていた。今年の冬、越せるだろうか。

　月を見上げながら、そんな心配をしていると、洞窟前の大きな岩の影から、何者かが声をかけてきた。

「おかえりなさいませ、タクミ様」

　そう言って一礼して現れたのは、出発の時と同じく、またもやゴブリン王ジャスラックだった。

　なんだろう、すごく嫌な予感がする。

「皆さん、タクミ様の帰りを、いまか、いまかと待ちわびておりましたよ。さあ、こちらへどうぞ」

　まだみんな帰ってなかったのか。円卓の方へと案内されながら、嫌な予感が止まらない。

「なんだ、これ」

　円卓の上には酒や料理が山のように積まれていた。さらにその横には稲俵や、武器や防具が並んでいる。その一つに見覚えのある盾を発見する。

　間違いない。あれは魔盾キングボムだ。

　そして、円卓ではリック、クロエ、ザッハ、ミアキスの他に知らない三人が加わって、酒を飲みながら馬鹿騒ぎをしている。

「なんでこんな宴会みたいになってるんだ？」

「タクミ様が出て行ってすぐ、街の人達が凄い量の貢物を持ってきたのです。せっかくなので皆で騒ごうとザッハさんが言い出して、こうなりました」

　せっかくなので皆で騒ぐの意味がわからない。

「おお、帰ったか魔王さん」

　骨付き肉を食べながら、狂戦士バーサーカーザッハが近寄ってくる。

「いやぁ、魔王さん、町の人達にすごい好かれてるんだな。魔王って奴を誤解してたぜ。こんなにいい魔王なら俺様、こっち側についてやってもいいぜ」

「ありがとう。その気持ちだけで十分だ。それよりもこいつを貰ってくれないか？」

「おおっ、いいのかっ、こんな立派な盾をっ」

「うむ。よく似合ってるぞ。やはり、大きな盾は大きな男が持つに限る。これは君に相応しい」

「魔王さんっ」

　感動しているみたいなので、この魔盾キングボムが自爆することは黙っておこう。

「なんでうちに黙って行ってしまったん？」

　そこへ千鳥足のクロエがやって来た。

「レイアやチハルは連れて行って、なんで婚約者のうちを連れて行ってくれへんかったん？」

　クロエの目が座っていた。言葉遣いもいつもと違う。あと婚約者と違う。

「いや、レイア達は勝手について来ただけで……」

「そんなん、聞いてへんっ！　うちのことどう思ってるか聞いてるんやっ！」

　完全に酔っ払いだ。

　誰か助けて、と円卓を見ると一人飲んでいるリックと目が合った。相変わらず、飲み食いしている時も兜を外していない。

「リック……」

　だが、助けを求める前にリックは、立ち上がってゴブリン王の所に向かってしまう。

「お、リッ君、勝負再開ですかな？」

「ああ、始めよう、ジャスラッ君」

　逃げるようにゴブリン王と将棋を始めるリック。そういえば、昔、パーティーで俺がサシャに絡まれている時も、リックはいつのまにかいなくなっていた。

「タッくん、ちゃんと聞いてるんっ!?」

　酔っ払ったクロエは、カルナと話し方が似ていてちょっと怖い。なんとかクロエをなだめながら、俺は必死に対応した。

「あ、魔王様、おかえりなさいにゃ」

　酔い潰れたクロエを介抱した後、最後に来たのは、獣人王ミアキスだった。

「四天王のみんなを連れてきたにゃ。紹介するにゃ」

　初顔三人の正体が判明する。

　全身骸がい骨こつの不死王ドグマ。

　鋭い牙と蝙蝠コウモリのような翼を持つ吸血王カミラ。

　暗闇で覆われた闇王アザトース。

　うん、超怖い。怖過ぎる。

　猫耳のミアキスが可愛く見える。

「ま、また今度にしよう。今日は帰って来たばかりで疲れているからな」

「それは残念にゃ」

　がっかりするミアキスの背後で、三人がこちらを見て話している。

「あれが今の魔王様の器か。どう思う、カミラ？」

「うん、結構、いい男だと思うわ。ちょっとタイプよ」

「そんなこと聞いてねぇ。本物かどうか鑑定しろって言ってんだよっ」

「無理よ、ドグマ。完全に力を遮断している。これ程まで見事なものはいままでに見たことないわ」

　いや、まったく遮断してないよ。むしろいつも全開フルパワーだよ。

「……真実というものは存在しない。存在するのは解釈だけだ」

　もう一人の四天王、アザトースは意味深な独り言を呟いているようだが、なんのことだかさっぱりわからない。

　みんな結構仲良くやっていた。面倒なこともあるが、こんな風に仲間に囲まれて暮らす毎日も意外と悪くはないと思ってしまう。

　だが、それも大武会までだろう。

　大武会で俺は、すべてを話す。今、魔王が誰の器の中にいるのか。

　俺がはっきりと確信していることに、まだ誰一人気づいてはいなかった。




２　大武会　開催




　大武会が行われるギルド総本部に着いたのは開催当日の朝だった。

　冒険者試験に落ちたり、大武会で初戦敗退したり、ここには、あまりいい思い出がない。四方は巨大な壁で覆われ、まるで砦のように武装されたギルド総本部を外から見上げる。

　戦争でもするつもりか？

　一体、ギルドは何と戦うつもりで、こんな所を作ったのだろうか。凄まじい威圧感を放つ建物に圧倒されながら、入口の門に辿り着くと、門番らしき男に止められた。

「本日はギルド大武会だ。入場にはチケット、もしくはギルドカードが必要となる」

　如何にも門番らしき体のごつい鎧の男が、門を塞ぐように立っていた。

「全員、参加者だ。通してくれ」

　前もってバルバロイ会長から送られていた書状を見せると、門番の男が慌てて門を開けた。

「こ、こ、これは失礼致しましたっ。どうぞ、お通りください！」

　門番が直立不動の姿勢で震えている。やはり、俺は魔王と思われているようだ。まあ、すぐ後ろに人外の四天王やクロエがいるし、まともな集団には見えないだろう。むしろ、最初、よく俺達を止めたな、と感心する。

　中に入ると、そこはちょっとしたお祭りのように、多くの出店が並んでいた。普段はギルド関係者しか入れないギルド総本部も、五年に一度、大武会の時だけはチケットを購入すれば、中に入ることができる。

「おい、あれ、まさか、魔王一行じゃねえか？」

「しっ、目を合わせるんじゃねえ、呪い殺されるぞっ」

　出店のおっさん達は、俺達が近づくとみんな、目線を逸らして一様に押し黙る。

　とても買い物ができる雰囲気じゃない。

「タクミ、わたあめ、食べたい」

「ごめん、帰りに買ってあげるからな」

　何もかも解決したら、また一般人に戻れるだろうか。チハルの頭を撫でながら、そんなことを考えていた。




　大武会用の舞台は総本部の中心にあった。正方形で石造りの大きな闘技場には、四隅に鉄の柱が埋め込まれ、それぞれに何か名前が書かれている。

「四神柱ですね。東方にも同じものがあります。玄武、白虎、青龍、朱雀の四体の神獣が四方を守ることにより、闘技場は神聖な場へと昇華します」

　レイアの国にも同じものがあるのか。前に大武会に参加した時は、こんな立派な舞台ではなかったはずだ。

「私の神降ろしに似た術式が柱に宿っています。玄武は致命傷となるダメージを肩代わりし、白虎は不正を見抜き、青龍は欠損した部位を治療し、朱雀は死んだものを蘇生させます。いずれも能力が発動した時点で敗北が決まりますが、この闘技場で戦うのならば、死んでしまうということはないでしょう」

「そうか、それなら安心して戦えるな」

　初戦で戦わず棄権しようと思っていたが、死なないのなら、戦ってみてもいいかもしれない。

「はっ、タクミさんは、その余りある力で対戦相手を亡き者にしてしまうことを心配されておられたのですねっ」

「うむ、よくわかったな、その通りだ」

　うん、俺が死ぬことしか心配してない。

「お待ちしておりました。タクミ様」

　出迎えてくれたのは、十じゅう豪ごう会かいの円卓を準備したリンデンさんだった。

「もうすぐ予選が始まりますが、十じゅう豪ごう会かいのメンバーの皆様は本戦からの出場になります。それ以外の皆様は予選会場に向かってください」

　ああ、確かにそんなルールがあった。

　ギルドランキング上位十名は本戦トーナメントから戦える。

　うちは、代理だったチハルとジャスラック。四天王とクロエの七人が予選から戦わないといけない。

「お前ら頑張って来いよ。本戦で待ってるからな」

　狂戦士バーサーカーザッハが爽やかな笑顔で見送った時だった。

「あ、ザッハさんも予選からですよ」

「へ？」

「先日、正式にザッハさんのランキング降格が決定しました。現在のザッハさんのギルドランキングは一〇六位のＣランクです」

「な、なんだとっ!?」

　一気に一〇〇位も順位を落とすザッハ。

　十じゅう豪ごう会かいで、ミアキスに手も足も出せず、コテンパンにやられたのが、よほど印象が悪かったようだ。

「お、覚えとけよっ！　俺様は本当は強いんだからなっ！　くそうっ、みんなぶっ倒してやるっ！」

　捨てゼリフを残して予選会場に走るザッハ。その瞳から流れた大粒の涙を俺は見逃さなかった。

「本戦トーナメントは現在決定している十名と予選を通過した六名の計十六名で行われます。予選をご覧になられますか？」

「いやいい。本戦が始まったら呼んでくれ」

「かしこまりました。控え室を用意致しましたので、そちらでお休みください」

　闘技場横にある豪華な控え室に案内される。ランキング一位だからだろうか、十年前、参加した時の簡易テントみたいな控え室とはえらい違いだ。

「あれ、チハルは予選に行かないのか？」

「うん、タクミと一緒にいりゅ」

「そうか、そのほうがいいな」

　大人言葉になったチハルはゴブリン王ジャスラックとも互角に戦えるが、ワンデートーナメントに向いてない。全試合、あの力を発揮することはできないだろう。

　まあ四天王やクロエ、ジャスラックの六人が予選で落ちるとは思えない。チハルが参加しなくても、全然大丈夫なはずだ。

　ん？　六人？

　もしかして、いやもしかしなくても、あの人、絶望的なんじゃ……

　その予感は的中した。

　予選会場のほうから、凄まじい爆音が聞こえてきた。しばらくして控え室から出ると、予選を見ていたらしい男達が騒いでいる。

「やばいぞ、ザッハの奴、ランキング落とされた腹いせに予選会場爆破したらしいぞっ」

「いや、予選で猫みたいな奴にボコボコにされたから、自爆したんだって」

「なんか、会場爆発させたから、ペナルティーで、さらにランキング降格になったらしいぞっ」

　俺が渡した魔盾キングボムのせいでえらいことになってしまった。まあ、四神柱があるし、死なないから大丈夫だよな。

「予選が全て終わりました。これより本戦トーナメントの抽選が始まります。皆さん、ご準備ください」

　予想通りに四天王とクロエ、ジャスラックが予選を勝ち上がる。

　闘技場の前に本戦出場者の名前が張り出された。




【ランキング上位者】

　ランキング零ゼロ位　会長　「バルバロイ・サウザ」

　ランキング一位　宇宙最強　「タクミ」

　ランキング二位　人類最強　「アリス」

　ランキング四位　勇者　「エンド」

　ランキング五位　半機械　「マキナ」

　ランキング六位　超狩人　「ダガン」

　ランキング七位　隠密　「ヨル」

　ランキング八位　神降ろし　「レイア」

　ランキング九位　沈黙の盾　「リック」

　ランキング十位　空間使い「リンデン・リンドバーグ」




【予選通過者】

　獣人王　「ミアキス」

　不死王　「ドグマ」

　吸血王　「カミラ」

　闇王　「アザトース」

　ゴブリン王　「ジャスラック」

　黒龍ブラックドラゴン　「クロエ」

　以上十六名。




　大武会、本戦が今、始まろうとしていた。




３　バルバロイの策略




「それではこれより、大武会本戦トーナメント抽選を始めますっ！」

　闘技場の横で司会者らしき女性がマイクを持って叫ぶ。闘技場を囲む観戦者達から大歓声が巻き起こった。

　闘技場の前には、俺達十五人の出場者が並んでいる。そこに一人だけ、アリスだけが姿を見せていない。

　背後には巨大なトーナメント表のボードがあり、その横に、上部に穴が開いた鉄製の抽選箱が置かれていた。

「あと一名、到着が遅れておりますので、その方に代わり、司会のわたくしが抽選させていただきますっ！」

　本当にアリスはここへ来るのだろうか。

　そんなことを考えていると、隣に立っているバルバロイ会長が俺の顔を見てニヤリと笑う。取っておきの隠し玉が残っておる、去り際に言ったその言葉はやはり、アリスのことなのだろうか。

「それでは、まずはランキング零ゼロ位　バルバロイ会長からどうぞっ」

　不気味な笑みを浮かべたままバルバロイ会長は、抽選箱の中に手を入れ、そこから「１Ｂ」と書かれた玉を取り出した。

「バルバロイ会長、第一試合Ｂ」

　トーナメント表の最初の枠、その右側にバルバロイの名前が書かれる。

「続いて、ランキング一位　タクミ様、どうぞっ」

　抽選箱の前まで歩き、中から玉を取り出した。

「た、タクミ様、第一試合Ａっ！」

　観客席から、どっ、と大歓声が上がった。

「これは大波乱ですっ！　初戦からギルド会長とランキング一位の試合が決定しましたっ！」

　張り付いたような会長の笑みが、さらに深くなる。

『この抽選、なんかイカサマくさいな、タッくん』

「まあ、いいさ。誰が相手でも関係ない」

　この中に俺が勝てる相手など一人もいない。ギルド側が何を仕掛けてきてもどうでもいいことだ。

　俺の目的は優勝などではないのだから。

　そして抽選は着々と進み、トーナメント表のすべてが埋められた。




　第一試合

　宇宙最強　「タクミ」

　会長　「バルバロイ・サウザ」




　第二試合

　不死王　「ドグマ」

　空間使い「リンデン・リンドバーグ」




　第三試合

　超狩人　「ダガン」

　獣人王　「ミアキス」




　第四試合

　闇王　「アザトース」

　半機械　「マキナ」




　第五試合

　神降ろし　「レイア」

　隠密　「ヨル」




　第六試合

　沈黙の盾　「リック」

　勇者　「エンド」




　第七試合

　黒龍ブラックドラゴン　「クロエ」

　吸血王　「カミラ」




　第八試合

　ゴブリン王　「ジャスラック」

　人類最強　「アリス」




　俺とアリスの名前がトーナメント表の一番離れた位置に書かれた。

　あり得ないと思うが、もしアリスと戦うなら決勝まで勝ち上がらないといけない。

「それでは早速、一回戦第一試合を始めますっ！　バルバロイ会長、タクミ様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　怒涛のような歓声に耳が痛くなる。

　相変わらず、バルバロイ会長は笑みを崩さず、俺をじっ、と見ている。

　最も戦いたくない相手とヌルハチが言っていた老人。あらゆる手段を使って相手の不意をつく。自分を弱く見せ、油断させ、気配を殺し、罠を張り巡らせる。そう聞いていた。

　大武会での戦いが決まってから一カ月、きっとバルバロイ会長は、必勝となる罠を用意しているだろう。

　だが、それが俺に使われるのなら、むしろ好都合だ。そんなもの使わずとも、俺は簡単に負けるのだから、残った仲間達が逆に勝ちやすくなる。

「ふぉふぉふぉ、それでは始めようかのう」

　バルバロイ会長と闘技場の中心で対峙する。思えばこの老人が俺を魔王と勘違いして、やって来たことからすべてが始まったのだ。

「一つ聞いていいか？」

　確信はしている。

　これはあくまで確認だ。

「俺を魔王だと疑ったのは、あんたじゃないんだろう？」

　一瞬、ほんの一瞬だけ、バルバロイ会長の笑みが崩れたのを俺は見逃しはしなかった。

　やはり、そうか。確信がさらに深まる。

「わしに勝てば、答えてやるわ」

「いや、もういい、全部わかった」

　笑ったままバルバロイ会長の殺気が膨れ上がる。

　異様な空気の中、試合開始を知らせる銅鑼が鳴り響く。

「大武会、第一試合、始めっ!!」

「ウオォオォオオオッ!!」

　歓声と銅鑼の音が鳴り止まぬ中、バルバロイ会長はいきなり、その力を爆発させた。身体が何倍にも膨れ上がり、老人とは思えぬほどに、ムキムキのマッチョになったバルバロイ会長が、拳を握りしめ、振り上げる。

　確実に相手を倒せるその瞬間のみ、爆発的にパワーを上げて一撃で仕留める。それがバルバロイの戦い方だとヌルハチが言っていた。

　それが、今だということかっ。

『タッくんっ！』

「うん、無理。避けられない」

　足がすくんで動けなかった。

　後は頼んだ、信じてるぞ、四神柱。

　心の中で祈りを捧げる。

　どんっ、という轟音と共に吹っ飛ばされたと思った。

　だが、バルバロイ会長の拳は、俺に向かってではなく、自らの足元に突き刺さる。石の地面はヒビ割れ、手首までその拳は埋まっていた。

「封魔秘術式、暗黒吸収陣ダークドレインサークルっ！」

　バルバロイ会長の突き刺さった腕を中心に、闘技場に筆で書かれたような黒い魔法陣が広がっていく。

『暗黒魔法やないかっ！』

　魔剣カルナの叫びが頭に響く。

　カルナが使う必殺技と同じ系統かっ。

『ありえへんっ。この術式っ。用意なしで使えるもんやないでっ』

　やはり、事前に何か仕掛けていたのか。ぶわっ、と大きく広がった円形の魔法陣は、闘技場の舞台全体を覆い尽くす。逃げられる訳もなく、俺はただその魔法陣の上に立ち竦む。

「はぁ、はぁ、これでもう終わりじゃよ」

　ムキムキに膨れたバルバロイ会長の身体が、風船がしぼむように細くなり、肩で息をしている。それでも、苦しそうなその顔には笑みが浮かんでいた。

「戦いを一カ月後にしたのも、大武会にお主を参加させたのも、すべてはこの技を使うためじゃ」

　足元の魔法陣から、何か異常な気配を感じる。とんでもない技だということは聞かなくてもわかる。

「闘技場にこの術式を仕掛けるのに、一カ月。発動させるのにわしの全ての力を使うたわ」

「前もって術式を仕掛けるのは、反則じゃないのか？」

　反則を判断する白虎の柱を見る。全く反応していない。大丈夫か、四神柱。

「裏技じゃ。術式を仕掛けた後に闘技場を設置した。元からあるものを利用しても反則ではあるまい」

「……くそじじい」

　ヌルハチが戦いたくないと言っていたのがよくわかる。

　汚い。じじい、超汚い。

「たとえお主がどれ程の力を持っていようと、もう関係ないわ。どんな力であれ、全ての力はこの魔法陣に吸い尽くされる」

　なるほど、カルナが持つ力を吸い取る能力と同じものか。

　いや、魔法陣全域にいる者の力を吸い取るのなら、カルナの上位互換といったところだろう。

「そろそろ幕引きじゃ。干ひからびよ、魔王タクミ」

　ぶわっ、と魔法陣から無数の黒い腕が伸びてくる。俺の足にそれらの腕が次々に纏わりつき下半身を埋め尽くす。本来ならこれで力を全て無くしてしまうのだろう。

　だが、俺にはそんな力など一ミリも存在しなかった。

　摑みかかる黒い腕は、明らかに掴んだまま戸惑っていた。

「よいしょっ、と」

　ちょっと足を動かしたら、ポロポロと掴んだ腕が離れていく。俺は魔法陣の上を普通に歩いて、バルバロイ会長の前に立った。まだ腕を地面に突き刺したままの姿勢で俺を見上げている。

　目が点になっていた。

「ば、馬鹿な。この術式は神や魔王ですら逃れられない、絶対無敵の、わしの生涯をかけて作り上げた、最高の、秘術で……」

　悪いな。力ある者なら通用していたんだろうが、俺には全く意味のない攻撃だ。

「お主は一体何者なのだっ！　神や魔王を超える存在だとでもいうのかっ!?」

　驚愕するバルバロイ会長。

　頭の中でカルナの声が響く。

『タッくん、いつもの言うたげて』

　バルバロイ会長の耳元まで顔を近づけ、俺は言った。

「よくわかったな。その通りだ」

　バルバロイ会長が崩れ落ち、一回戦が終わりを告げた。




４　獣と狩人




「続いて一回戦第二試合を始めますっ！　リンデン・リンドバーグ様、ドグマ様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　第一試合の興奮覚めやらぬまま、第二試合が開始される。

　放心状態のバルバロイ会長は引きずられるように医務室へと運ばれて行き、俺は闘技場最前列の観客席へ案内された。

「タクミ、かっこよかたぁ、ちゅき」

　チハルが嬉しそうに俺の膝に乗ってくる。

「お見事です、タクミさんっ」

「さすが、タクミ殿。それでこそ、我の婚約者だ」

「タクミさんはお前など嫁に貰わぬっ、調子に乗るなっ、黒トカゲ」

「貰うわ、めちゃ貰ってくれるわっ。末永く幸せに暮らすわっ」

　俺を挟んで、両隣に座るレイアとクロエが揉めている。

　やめて。観客の方々の視線が痛くて恥ずかしい。

「魔王様、嫁募集してるにゃ？　吾わが輩はいも一緒に貰ってくれないかにゃ？」

「貰いませんっ！」

「貰わへんわっ！」

　獣人王ミアキスが、後ろの席から参加してくる。

　もう、やめてあげて。俺の評価、急降下だよ。

　全く試合に集中できない状態で、二回戦開始の銅鑼が鳴る。

　リンデンさんは開始位置から動かず、不死王ドグマが近づいて行く。

「安心していいにゃ。四神柱などなくても、ドグマは限りなく不死身に近いにゃ。人間如きがドグマにダメージを与えるなど不可能にゃ」

　自信満々で解説するミアキス。

「人間よ。棄権するなら今しかないぞ。このドグマ、手加減できる程、甘くはない……」

　ドグマがリンデンさんを前に語り出す。

　だが、リンデンさんはその言葉を遮り、穏やかな笑みを浮かべながら、ドグマに一礼する。

「ご機嫌よう。さようなら」

　瞬きをするような、そんな刹せつ那な。

　すぱん、という音と共に、ドグマの姿が消えていた。

　消滅したのか？　いや、これは……

「……空間移動で消されたにゃ。ドグマの馬鹿、いつもダメージを喰らわないから、防御がおろそかになるにゃ。しかし、あの程度の魔法を抵抗レジストできにゃいとは……」

　ノーダメージのまま、退場してしまったドグマにミアキスが頭を抱えている。

　あの程度、か。

　本当にドグマが魔法に弱いだけだったのか？

　リンデンさんの空間魔法が予想以上ということも考えられる。

『タッくん、抽選の時、感じた力と同じやわ。トーナメント表、あの女のイカサマで決められたんやわ』

「そうか」

　なるほど、空間を操れるなら、選ぶ玉を操作するなど容易たやすいことだろう。

「ドグマ様、行方不明のため、リンデン・リンドバーグ様の勝利です！」

　開始一秒での決着に会場がブーイングの嵐となる。

「四天王の恥晒しにゃ。仕方ないにゃ、吾輩が汚名返上してやるにゃ」

　ミアキスが立ち上がると同時に司会の女性が叫ぶ。

「それでは一回戦第三試合を始めますっ。ミアキス様、ダガン様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　伝説の狩人ダガン。

　野生のモンスターの討伐数では、彼の右に出るものはいない。初老に差し掛かろうという年にも関わらず、その身体からは重厚なオーラが溢れ出ていた。

「怪物と戦う者は、その過程で自らも怪物にならないよう、気をつけなければならない」

　背後の席、ミアキスの座っていた席の隣から誰かが呟いた。

　闇王アザトースだ。闇に覆われ、姿も表情も確認できないが、その闇が微かに揺れていた。

「あの男はすでにこちら側に近い」

　俺がダガンに感じた印象もアザトースと同じだった。ダガンから感じる気配は、獣を狩る側でなく、獣そのものと見間違う。獣の皮で作られた装備を身に纏い、その腕には長い銃が握られていた。

　鋭い眼光でミアキスを睨みつけたまま、ゆっくりと闘技場へと上がる。

「一撃で仕留める。狙った獲物は逃がさない」

「奇遇だにゃ。同じことを考えてたにゃ」

　歓声が湧き上がる。獣と狩人。お互い天敵とも言える対戦に否が応でも、盛り上がる。

　試合開始前、ダガンは闘技場にうつ伏せになり、銃を構えた。銃身はまっすぐにミアキスに向いている。ダガンにとって、ここは闘技場ではなく、狩場なのだろう。ミアキス以外、何も見えていないような、凄まじい集中力を感じる。

　そして、ミアキスはその銃を前に、四つん這いで低姿勢に構える。全身の毛が逆立っていた。山で日向ぼっこをしていた時のミアキスとはまるで違う。呑気で可愛い猫から獰どう猛もうな猛もう獣じゅうへと変貌する。

「大武会、第三試合、始めっ!!」

　試合開始の銅鑼が鳴った瞬間だった。

　響く銃声。

　ミアキスに向かってまっすぐに放たれる弾丸。だが、ミアキスは弾丸を回避しようとしない。弾丸に向かって、低姿勢のまま凄まじいスピードで突進する。まるでミアキスまでもが、一個の弾丸になったようだった。

　がんっ、という衝突音がして、ミアキスの頭部が大きく揺れ、後ろに仰のけ反ぞる。

　だが、それでもミアキスは止まらない。

　一瞬で頭を元の位置に戻したミアキスの瞳孔がきゅっ、と縦に細長くなった。

　ざわっ、と観客席が騒めいた。

　ミアキスに直撃したはずの弾丸。信じられないことに、それはミアキスの口元に存在していた。

　ギュルルル、と未だ回転する弾丸が鋭い牙で無理矢理押さえられ、白い煙を出している。

「ミアキスの動体視力ならば、弾丸も止まって見えたでしょう。咥えて止めるなど、造作もないこと」

　アザトースの言葉に耳を疑う。俺はミアキスの力を甘く見ていたようだ。

　対戦相手のダガンも驚愕し、目を見開く。

「馬鹿なっ、弾丸を咥えて止めただとっ！　戦車も撃ち抜く対魔獣ライフル弾だぞっ！」

　叫んだ時には、ミアキスはすでにダガンの眼前まで迫っていた。

「シァアアアアアアッ」

　ミアキスが弾丸を地面に吐き出し、咆哮をあげた。うつ伏せになっているダガンに覆い被さり、その首に牙を突き立てる。お互いの宣言通り、その戦いは一撃で決着がついた。

「アザトース」

　思わず、話しかけていた。

「はい、なんでございましょうか、魔王タクミ様」

　今迄はこんな疑問を抱かなかった。ほんの数日、彼らと共に暮らしたことで、その考えが生まれたことに俺自身も驚いていた。

「魔族と人間が仲良く暮らすことはあり得ないのか？」

　アザトースが闘技場を見ながら少し沈黙する。

　ミアキスがダガンの首を引きちぎらんばかりに、かぶりついたまま、びたん、びたん、と激しく上下に揺さぶっていた。

「不可能でしょう。力無き者は力ある者を恐れます。力ある者は力無き者を蔑さげすみます。それはいつまでも争いを生み、終わることはないでしょう」

　完全にダガンが動かなくなると、ミアキスはその首から牙を外し、見下ろすように立ち上がる。

「しょ、勝者っ、ミアキス様っ！」

　勝ち名乗りを受けてもミアキスは、微動だにしなかった。観客達もしーーん、と静まり返っている。

「あれが我ら魔族です。人が獣を狩るように、我らは人を狩るのです。狩られる者の痛みなど狩る側は考えない。我らは弱き者に従わない。もし、我らが人々と平和に暮らす未来があるならば、それは矛盾に満ちているでしょう」

「矛盾？」

「すべての痛みを知る、最も弱い人間が我らの王とならなければいけない。そして、その最弱の人間は、我らより強くなければならない」

　それは確かに実現不可能な矛盾を含んでいる。

　だが、それでもなんとかできないか。そう考えてしまう。

　闘技場の上で、佇たたずむミアキスがどこか寂しそうに見えたからだ。

「お忘れになりましたか？　その夢はもう遥か昔にお捨てになったはずです。この大会が終われば、我ら四人と辺境の地へと参りましょう、魔王タクミ様」

「え？　ちょっと待て……」

　夢。遥か昔に魔王が捨てた夢。

　かつて魔王は人々と平和に暮らすことを望んでいたのかっ!?

　アザトースに問い掛けようとした時だった。

　膝の上に座っているチハルが俺の太ももをぎゅっと握る。そのチハルの顔は、今にも泣き出しそうな複雑な表情で、俺は声をかけることができず、ただチハルを後ろからぎゅっと抱きしめた。

「それでは一回戦第四試合を始めますっ。マキナ様、アザトース様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　アザトースを覆う闇が爆発的に広がり、闘技場へと向かう。

　その闇はまるで、人間と魔族を隔てる壁のようで、俺はまた何も言えず、ただアザトースを見送った。




５　恋文　or　脅迫状




　その戦いは余りにも一方的だった。

　ギルドランキング五位　半機械マキナ。

　その力は本来なら相当なものなのだろう。繰り出される攻撃はどれもが戦慄を覚えるほど凄まじく、普通の人間なら一撃で粉砕できる程のものだ。

　だが、それは闇王アザトースにはまったく通用しなかった。アザトースを覆う闇に攻撃の全てが吸収され、無効化される。さらに、その闇は吸収した攻撃をそのままの威力で、マキナに向けて放っていた。

「……ダメージ率７０パーセント。殺戮モード、維持不可能」

　右半身のほとんどが機械で覆われているマキナ。その機械が半壊していた。機械でないほう、薄手の布を巻いている左半身は比較的ダメージは少ないようだが、体力の消耗が激しいのか、肩で息をしている。それと同調するように機械部分も点灯し、空気が漏れるような音がしていた。

「安心していいにゃ。四神柱などなくても、アザトースの闇やみ纏まといはどんな攻撃も吸収するにゃ。人間如きがアザトースにダメージを与えるなど不可能にゃ」

　試合を終え、また後ろの席に戻ってきたミアキスがそう言った。なんだろう、どこかで聞いたセリフのような気がする。

　それ、負けフラグじゃないよね？

「ダメージを与えるのが不可能？　マキナを舐めないほうがいいぞ。一方的にやられているようで、致命傷を避け、敵を分析しておる。戦いはまだこれからだ」

　ミアキスの横、アザトースの座っていた席に、首に包帯を巻いた初老の男が座っている。ミアキスに惨敗し、首がちぎれかけていたダガンだった。あれほどの傷を負っても四神柱、玄武と青龍の力でかなりの回復を見せている。

「なんでお前、しれっと隣に座っているにゃ？」

「帰る前に挨拶をしておこうと思ってな。儂わしの言葉を覚えておるか？　狙った獲物は逃がさない、と」

「忘れたにゃ。それにもうリベンジの先約はすでに入っているにゃ」

　ミアキスが観客席の後ろの方に視線を送る。つられて俺やダガンがそこに目をやると、全身を包帯でぐるぐる巻きにされた巨大な男が立っていた。

　顔まで包帯に覆われていたが、二メートルを超える身長と背中に背負った巨大な剣ですぐに誰だかわかる。大きな盾を大切そうに抱えていた。

　魔盾キングボムだ。

　自爆したはずなのに、なぜか超気に入っている。

「彼奴あやつ。まだ諦めておらんのか」

「うにゃ。まだまだ本気を出していないらしいからにゃ」

「……その言葉を信じておるのか？」

「なんで疑う必要があるにゃ？　戦えばわかるにゃ。アレはまだ自分の力を扱いきれないだけにゃ」

「そうか、見抜いておったのか」

　どうやらミアキスもダガンもザッハの力を認めているようだ。

「儂の順番はまだ先になりそうじゃな」

　そう言って席を立つダガンがどこか嬉しそうに見える。そして、その言葉を聞くミアキスも、どこか楽しげだ。

「またいつか、相あい見まみえようぞ」

　去っていくダガンにミアキスは振り返らず、しっぽをぴらぴらと揺らしていた。

『タっくんっ！』

　魔剣カルナの声が響き、再び闘技場の方を見る。

　一方的にダメージを受けていたマキナの機械部分が変形していた。右半分だけだった機械から、うねうねとチューブのようなものがはみ出し、まるで、身体が侵食されるようにマキナの生身だった左半身を覆っていく。さらに、その上に左の機械部分からパーツが次々と現れ、マキナの全身すべてが機械化する。

「ヴゥッヴヴヴヴヴヴヴゥッ！」

　機械音が混ざったような、耳をつんざくような雄叫びをマキナがあげた。

「最終決戦モード発動。活動限界マデ残リ一分」

　最後の賭けに出たのかっ。

　マキナから、今までとは桁違いの力を感じる。

　マキナが両腕を前に突き出し、手の平を広げていた。手の平には小さな穴が空いていて、そこに光の粒子が溜まっていく。

「機閃光・ロンギヌス」

　マキナがそう呟いた瞬間、光の粒子は一本の線となり、ビームのようにアザトースに向かって一直線に飛んでいく。

「無駄にゃ。たとえ、どんな攻撃であれ、アザトースには通じない……にゃっ！　そこはっ!?」

　これまでまるで動じなかったミアキスが初めて驚きの声をあげる。

　その細い光のビームはアザトースの闇に覆われた顔に直撃した。これまで、すべての攻撃を吸収していたアザトースの闇が初めて光のビームに弾かれる。

「ヴォォォォォォォッ！」

　マキナは最後の力を振り絞るように、さらに出力を上げていく。光がアザトースの顔を覆っていた闇を剥がしていく。光と闇が交差する中、闇が裂け、青アザがついたアザトースの左目付近が完全に外に出る。

「大虐殺ジェノサイド・全弾爆撃」

　その隙をマキナは見逃さなかった。

　機械で覆われた身体の至るところから穴が開く。噴射口だ。そこにはすべて、小型のミサイルが搭載されていた。何十発ものミサイル。それら全てが一斉にアザトースの顔面に飛んでいく。

「アザトースっ！」

　ミアキスの叫びと共に大爆発が起こる。ミサイル全弾がアザトースの顔面に命中した。アザトースを覆っていた闇が闘技場に飛び散り、霧散する。硝煙と闇の残ざん滓しでアザトースの姿は見えない。

　そして、力を使い切ったと思われるマキナは、全身を覆っていた機械が、再び半身だけになり、その場に崩れるようにしゃがんでいた。

「見事な攻撃だった」

　アザトースの声にマキナの人間部分、細い左の目が初めて大きく見開いた。

　マキナの背後に爆発で吹っ飛ばされたはずのアザトースが立っている。マキナは後ろを振り返りはしなかった。

「……ソノ闇ハ、ドコマデ深イ？」

「昼の光に、夜の闇の深さはわかりはしない。……まだ続けるか？」

「イヤ、全終了オールエンドダ」

「マキナ様、降参のため、アザトース様の勝利です！」

　ミアキス戦と同じく、観客席は静まり返る。ランキング上位の二人が手も足も出ずに敗北したことに、魔族の圧倒的な脅威を感じているのだろう。

「や、やっぱり余裕だったにゃ。前にアリスにやられた所を攻撃してきたので、ちょっとだけびっくりしたけどにゃ」

　アリスにやられたところか。たしかにアザトースの左目にはアザがあった。ダガンが言っていたように、マキナはアザトースの闇が弱っていた部位を解析し、そこを集中攻撃したようだが、それでも通用しなかった。

　人と魔族の力の差。四天王の圧倒的な強さを連続で見せ付けられる（ドグマ以外）。

「それでは続いて一回戦第五試合を始めますっ！　レイア様、ヨル様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　四神柱による回復が終わったマキナとアザトースが闘技場を降り、次の試合が始まろうとしていた。

「見ていてください、タクミさん」

　レイアが立ち上がり、俺に一礼する。その表情はこれまでにないほど真剣なものだった。

　やはり、対戦相手のヨルとは、並々ならぬ因縁があるのだろう。

「頑張ってこい。ここで見ている」

「はいっ！」

　元気よく返事し、闘技場へ向かうレイアを見送る。だが、その約束は守られることはなかった。

　俺はこの時、左手に違和感を感じていた。何も握っていないはずなのに、いつの間にか、手の中にそれは存在していたのだ。

「手紙？」

　こんなことができるのは彼女しかいないだろう。

　それは宛名も送り先もない青い色の封筒だった。チハルやクロエに気づかれないよう、そっと封を開けて中を見る。それは恋文のようであり、脅迫状のようでもあった。

【余よは貴方を忘れていない。闘技場裏の大樹の下で待っている】

　このタイミングで動き出したか。全ては計算通りといったところだろう。

　バルバロイ会長を誘導し、俺を魔王と誤認定させた人物。

　それはもう、彼女以外に考えられない。

「ちょっと、トイレに行ってくる」

　そう言って席にカルナも置いていく。

「タクミっ」

「大丈夫、すぐに戻る」

　ついて来ようとするチハルも制し、一人で向かう。

　そうだ。これは俺が一人で行かなければならない。

　第五試合開始の銅ど鑼らが鳴り響き、大歓声が起こる中、ゆっくりとその場所へ向かう。闘技場裏の大きな木の木陰で、彼女は少し微笑みながら俺を待っていた。

「やっぱり君が魔王だったか」

　否定も肯定もしない。彼女は静かに俺を見て、にっこりと笑う。

　それは昔見たヌルハチとそっくりな笑顔だった。
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　彼女と暮らした五年間は、実に奇妙で忘れられない日々となった。

　二歳ほどの彼女は、余よの姿が見えないはずなのに、まるで本当に見えているかのように話しかけてきた。

「あーー、うーー」

　言葉は覚えておらず、何を言っているのかわからないが余に挨拶をしているのだと思った。

『こんにちは』

　魔族の言葉で彼女に声をかけると、聞こえないはずなのに、にぱーー、と余に笑いかけてくる。その笑顔はヌルハチと共にいた時のことを思い出し、少し感情が揺らいだ。

『名前はなんというのだ？』

　その問いかけには、彼女は反応しなかった。きょとん、と首を傾かしげている。

　言葉も喋れない子に名前を聞くのはおかしな話か。一瞬、余が名付けようかと考えたが、すぐにやめた。

　人の名は人がつけるべきだ。

　今思えば、この時すでに彼女の名前を付ける人物は決まっていたように感じる。

　五年後、アリスと名付けられるまで彼女は名前を持たなかった。

　それから彼女はこの大迷宮ラビリンスで、余と共に暮らすことになる。一年が経つ頃には簡単な言葉を喋れるようになっていた。ただし、それは人の言葉ではなく、魔族にしか通じない言語であった。

　どうして、彼女はここに来たのか。

　自らの意思なのか、何者かに捨てられたのか。

　それはわかからなかったが、一つだけわかることがあった。それは、彼女は自らの意思で、ここから外に出ようとしないことだった。

　本能なのか、考えてのことなのかはわからない。ただ、人の世界では生きられないことを彼女はわかっているように思えた。

　世界からはみ出たような異質な存在。

　どうして、余や彼女のようなものが生まれるのか。

　考えてもわからないので、すぐに考えるのをやめた。

　そして、余はただ一言、彼女に質問した。

『ずっとここにいるか？』

『いりゅ』

　たどたどしい魔族語で彼女はそう言った。

　さらに一年が経ち、彼女が来て二年目のことだった。

　魔王の大迷宮ラビリンスで魔物を仕留めていた彼女に異変が起きた。

　力の暴走。

　あまりに強くなっていく力が彼女の肉体に収まりきれない、そんな状態だった。触れるだけでダンジョンの壁は崩落し、歩くだけで床は砕け散る。

『静まれ』

　無駄だと思いながらも、彼女を鎖で拘束する。一瞬で引き千切られた鎖がバラバラと床に散らばる。

『ヴゥゥゥ』

　獣のように吠える彼女を止めなければ、このダンジョンは破壊されるだろう。

『……仕方あるまい』

　彼女が来てからずっと開けることのなかった部屋を開く。青い花に囲まれた部屋の中心に、余の本体が眠っていた。

　実に二千年ぶりに、本体に入ろうと思った時だった。

『あれ、なぁに？』

　力の暴走が止まっていた。

　彼女は余の本体、いや、正確には余の周りに咲いている花を見つめていた。

『花だ。種類はわからない』

『はにゃ』

『そう、花だ』

　彼女はその日から毎日、花を見る。ただあまり近づきはしなかった。自分が花を傷つけてしまわないよう、遠目からそっと見つめていた。花を見る彼女を見て、余の中に相反する二つの感情が生まれた。

　彼女をこのダンジョンから出さなくてはならないという感情と、ずっと共に暮らしていたいという感情。

　それは多分、ヌルハチに抱いた感情と同じものだったのかもしれない。自分と似ている異質な存在の彼女は、いつしか余にとって、とても大切なものとなっていた。

　その日から余は彼女に力の制御を覚えさせようとした。

　しかし、自分でもできないことを教えれるはずがない。愚かにも、そのことに気がついた時には、さらに三年が経過していた。彼女は、もはや余がその力を測れぬほどに強くなっていた。

　相変わらず力の手加減はできず、ダンジョンは何度も崩壊の危機に陥ったが、花を見せるとなぜか少し穏やかになり、決壊までは至らなかった。

『誰か来りゅよ』

　余がまだ探知できない距離からの侵入者を一瞬で見極める。

『誰が来ようと同じだ。あの扉は誰にも開けれない』

「馬鹿な、開かぬ、だとっ」

　その声を聞いた時、精神体アストラルにも関わらず、何か熱いものが胸の奥から込み上げてきた。

　ヌルハチの声だ。

　そして、扉の向こうから膨大な力を感じる。魔王である余に匹敵する力。

　ヌルハチはこの扉を開けるため、強大な力を手に入れたのか。だが、それはもはや意味のないことだった。この扉の主は、もうすでに余ではなくなっていたのだ。

「限界まで溜めた魔力で開かぬだとっ。まさかっ、まだ奴は強くなり続けているというのかっ!?」

　違う。余の力は精神体になって以降変わっていない。もはや、この扉は、彼女以外開けることはできないのだ。その強大な力を超えるものなど世界には存在しない。

　どんっ、と最後に大きく扉が叩かれた後、ヌルハチは扉を開くことを諦めた。風船がしぼむように、ヌルハチの力が抜けていくのを感じる。

　これでいいと思った。ヌルハチの力の増大は一時的なものだ。まだ人の世界で生きていける。我らは、やはりここで二人で生きていく他ないのだ。

　時が止まったような沈黙が流れる。

　その沈黙を破ったのは、場違いでお気楽な声だった。

「開かないなら仕方ない。帰ってメシにしよう」

　扉にもたれているのだろう。男の気配を扉越しに感じる。微み塵じんも力を感じなかった。これまでに見てきたどの人間よりも、力がないと思われた。

　何故、ヌルハチはこんな男を連れてきたのか。

　そう、思った時だった。

　扉が簡単に開いた。

　まるで彼女が通る時のように、自動で扉が開き、体重をかけていた男が転げるように部屋に入ってくる。

「タクミっ」

　扉の外でヌルハチが男の名前を叫ぶ。扉の向こうにヌルハチとさらに三人、男女が並んでいる。ヌルハチが連れてきた男が、彼女の目の前で崩れるように座り込んで向き合っていた。身長の低い彼女が男を見下げる形になっている。

　間近で見ても、男になんの力も感じない。何故、扉を開けることができたのか。

　扉に触れて解析する。

【エラー。力ノ測定ガ、デキマセン。機能ヲ停止シマス】

　馬鹿なっ。彼女の力さえ測定した扉がお手上げ状態だとっ。

　ヌルハチは一体、何を連れて来たというのだっ!?

『何、こいつ？　壊していいの？』

　彼女が魔族語でそう言う。周りの者達には獣が吠えているようにしか思えないだろう。

『いや、ちょっと待て、この男は……』

　止めようとする前だった。男は彼女の頭に向かって手を伸ばす。

『ば、バカっ！　やめろっ！』

　反射的に彼女は、その手を払いのけ、攻撃すると思った。

　手加減のできない彼女の攻撃を喰らえばどうなるかは安易に想像できる。肉片のカケラすら残りはしないだろう。

『んっ』

　だが、そうはならなかった。

　男の手が彼女の頭に触れる。同時に放たれた彼女の拳はぺちん、と情けない音を立てて、男の肩に当たる。初めて人に触れられたからなのか、彼女は男に頭を撫でられながら、ぼーー、とした顔で固まっていた。

「よしよし、大丈夫か？　なんでこんなとこに一人でいるんだ？」

　男が彼女の顔を覗き込む。

「言葉喋れないのかぁ、名前は？　ないのかな？」

　人間の言葉がわからない彼女が首を傾げている。

　なんだ、あの男は一体、なんなのだ？

　ヌルハチのほうを見ると、余と同じ様に驚愕の表情を浮かべていた。

　それは男に対してではなく、彼女に対してだった。

　一瞬で理解する。

　ヌルハチは余のために、あの男を連れてきたのだ。孤独な余を救おうと男を連れてきたヌルハチ。だが、それは余と同じ、いやそれ以上の力を持つ彼女のほうに与えられる。それはヌルハチにとってあまりにも想定外の出来事だっただろう。

「とりあえず、名前をつけようか。そうだな、君は……」

　ヌルハチがそれを止めようと部屋に入ろうとする。

『止めるな』

　だが、余はヌルハチの頭に直接話しかける。

『これで、これでよい』

　ヌルハチが泣きそうな顔で、その場に留まった。

「アリス、アリスって名前はどうだ？」

　嬉しそうにそう言う男に彼女は笑みを浮かべた。それはたぶん生まれて初めてのことだった。

「アリス」

　彼女が初めて口にした人間の言葉。

　それは自分の名前だった。

　余がずっと欲していたものを与えられたアリス。

　孤独な余を救おうとタクミを連れてきたヌルハチ。

　そして、余は一人、ここに取り残される。いや、それはアリスのために余が望んだことだ。

　久しぶりに一人で花を見る。

　最後にこの花の意味をヌルハチに聞けば良かったと、少しだけ後悔した。

　そして、十年後。

　決して開かれない扉を無視して、あの女がここを訪れた。
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１　花言葉の意味




「やっぱり君が魔王だったか」

　否定も肯定もしない。彼女は静かに俺を見て、にっこりと笑う。それは昔見たヌルハチとそっくりな笑顔だった。

「いつから、わかっていた？」

　大樹の下、魔王は笑みを浮かべたままだった。

「大迷宮ラビリンスで、君の本体がある部屋を見た時だ」

　思えば、最初から魔王は俺に気づいて欲しかったのだろう。

『よろしければお茶などは如何でしょうか？　こちら西方の香り豊かなブルーローズを使用した特製ハーブティーでございます』

　初めて出会った十じゅう豪ごう会かいの準備中、彼女が入れてくれたハーブティー。

　氷漬けになった魔王の身体を見守るように咲いていた青い花。

　青いバラブルーローズ。

　その香りは、一瞬でその時のハーブティーを思い出した。

「なんて呼べばいい？　魔王か、それとも……」

「よろしければ、これまでと同じで」

　彼女はゆっくりと眼鏡を外し、俺に向かってお辞儀する。

「リンデン・リンドバーグとお呼びください」

　何故、魔王がギルドに潜り込み、秘書となったのか。バルバロイ会長に俺を魔王と誤認定させるためだろう。

『現在出揃った情報を元にタクミ様が魔王である確率を計算致します。二秒で出ました。９９．９９９９％です』

　十じゅう豪ごう会かいでも、常に俺を魔王に仕立てようとしていた。

　だが、それだけじゃない。ギルドランキングもだ。

　実際は俺は何もしていないのに、アリスと共に様々な任務を遂行したことになっていた。ランキング一位になったのも、魔王が裏で操作したはずだ。

「リンデンさん、君は一体、俺をどうしたいんだ？」

　その問いに対して、魔王は答えず、空中から何かを取り出した。

　ブルーローズだ。

　一本の青いバラを大切そうに胸元に持ってくる。

「この花の花言葉を知っているか？」

　首を振る。ヌルハチが昔、その話をしたような気がしたが覚えていなかった。

「昔、青いバラは存在しなかった。世界中のバラ愛好家達の中では、青いバラの品種を生み出すことが夢とされており、青いバラは【不可能】という花言葉を持っていた」

　話の筋が見えてこない。

　魔王が俺をどうしたいか、それを答えたくないから、話を逸らしているのか？

　しかし、魔王の真剣な表情に俺は口を挟めないでいた。

「ヌルハチが余に残していった花、その意味を知り、最初は悲しみを覚えた。やはり、余は世界に交わることなく、一人で生きていくしかないと改めて実感した」

　あの花はヌルハチが残したのか。

　不可能という花言葉。

　ヌルハチは魔王を拒絶したのか？

「だけど、それは違ったのだ。世界で初めて青いバラが誕生した時、新しい花言葉が生まれた。不可能なことを成し遂げる、その意味からこの青いバラの花言葉は……」

「「夢は叶う」」

　声が重なり、後ろを振り返る。

　ついてきていたのか。チハルが背後に立っている。その雰囲気は、いつものチハルではなかった。

「なるほど、その姿でも保護者のつもりか。でも今は彼と二人きりにさせてくれないか」

「心変わりは、その本体の影響か。悪いがこれ以上タクミに関わるな」

「もともとは其方そなたが余に与えようとしてくれたはずだ。心変わりはお互い様だろう？」

　二人の間に異様な空気が流れている。

「チハル。大丈夫だ」

　その間に割って入るように止める。

「ちゃんと二人で話す。心配しないでくれ」

「……わかった」

　長い沈黙の後、チハルは一言だけそう言って目を閉じた。

「ほとんど魔力が残っていないな。貯めれば元に戻れるだろうに。小出しに使っているのか」

「それは、どういう……」

「受け止めたほうがいいぞ」

　俺が質問しようとした時に魔王がチハルを指差した。目を閉じたチハルがそのまま前に倒れてくる。慌てて受け止めると小さく寝息をたてていた。

「可愛いな。アリスが子供の時を思い出す」

　俺の膝元で眠るチハルを魔王は優しい顔で眺めていた。大樹の下で、二人並ぶように座る。

「で、結局、リンデンさんは俺にどうして欲しいんだ？」

　魔王と呼ばずにリンデンさんと呼ぶと少し嬉しそうにしている。

「そうだな。君にはこのまま何もして欲しくない」

「何も？」

「ああ、ほっておいたら次の二回戦で発表する予定だっただろう。自分が魔王ではなく、余が魔王だと」

　それがこの大武会に参加した目的だ。

「ずっと俺に魔王を演じていろ、と？」

「そうだ。魔王だけじゃない。ギルドランキング一位で、人類最強のアリスの師匠。ずっと宇宙最強の魔王でいて欲しいのだ」

「なぜ、そんなことを……？」

　魔王が俺をじっ、と見つめる。

「内緒だ。余に勝てば教えてやろう」

　勝てるわけがない。

　どうやら、魔王の目的を知ることは不可能のようだ。

「なら、答えはノーだ。俺は次の二回戦で、リンデンさんが魔王と公表し、試合も放棄する」

「そうか、それは残念だ」

　魔王は静かに立ち上がり、俺を見下ろした。

　交渉は決裂した。

　……かに思われた。

　それはまさに不意打ちだった。

　魔王の髪が頬に触れたと思った瞬間に、俺の唇に何かが触れていた。ふわっ、と同時にブルーローズの香りが鼻腔をくすぐる。それが魔王の唇だと気がついたのは、その香りが通り抜け、霧散した後だった。

「なっ!?」
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　ファーストキスを奪われた。

　何がなんだかわからない。

「言わないでください、お願いしますのキスだ」

　魔王は悪戯っ子のように、本当に楽しそうに笑みを浮かべていた。そして、そのまま俺に背を向けて、その場から立ち去っていく。

　俺はチハルを膝元に乗せたまま、立ち上がることもできず、大樹の下で口元を押さえて座り込んでいた。




２　ファーストキスの余波




　奪われた。

　これまで機会がなかった、いや、大切に守ってきたファーストキスを豪快に奪われた。

　しかも、その相手は魔王だ。頭の中がぐちゃぐちゃで、何も考えられない。夢現ゆめうつつな状態のまま、寝ているチハルをだっこして、大武会の会場に戻る。

「タクミ殿、遅かったな。もうレイアの試合、終わってしまったぞ」

『タッくん、大丈夫なん？　お腹調子悪いん？』

「ああ、うん、そうだな」

　クロエと魔剣カルナが話しかけてくれたが、生返事しか返せず、席に着く。

「なんだか、懐かしい香りがするにゃ」

　後ろの席に座る獣人王ミアキスの言葉に心臓が跳ねる。魔王から移されたブルーローズの香りがまだほのかに香っているのか。

「タクミさんっ」

　そんな中、試合を終えたレイアが帰ってくる。

「見ていてくれましたかっ。私、勝ちましたっ。過去に打ち勝ちましたっ」

　隠密ヨルとかなりの死闘を繰り広げたのだろう。そう言ったレイアは、四神柱に傷は治してもらったようだが、服が所々破れ、ボロボロになっている。

「よ、よく頑張ったな。えらいぞ、レイア」

「試合中、何度も諦めかけました。今までの私だったら負けていたでしょう。だけど、後ろでタクミさんが見守ってくれていたので、私は何倍もの力が出せたのですっ」

「そ、そ、そ、そうか。それはよかった」

　ごめん、まったく見守ってなかったよ。

「それでは続いて一回戦第六試合を始めますっ！　リック様、エンド様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　アナウンスが流れて、リックとエンドが闘技場に上がるが、どうも集中できない。魔王はなんで俺にキスなんかしたのか、そればかり考えてしまう。西方の国では、挨拶代わりにキスをするとんでもない風習があるらしい。魔王はそこの出身者なのだろうか。

「タクミさん、なんだか疲れているようですが大丈夫ですか？　そんなになるまで真剣に私を応援してくださったのでしょうか」

「よく、わかったなぁ、そのとおりだぁ」

　今までで一番気の抜けたいつものセリフを言う。ダメだ。頭の中がキスだけに支配されている。

　会場からは大歓声が上がり、リックとエンドの試合はかなり盛り上がっていた。

「ボクのエクスカリバーをそのような手段で防ぐとはっ。さすが、沈黙の盾リックというところかっ」

「……無限盾方陣」

　大小様々な盾がリックの周りを浮遊していた。かつて、パーティーを組んでいた時、その盾でいつも守ってくれたことを思い出す。だが、その盾すら、今は魔王の唇に見えてしまう。

　頭がおかしくなりそうで、慌てて目を逸らした。

「た、タクミさん。本当に大丈夫ですか？」

　目を逸らした先にレイアの顔があり、思わずその唇を見てしまう。

　俺はこの時、普段なら絶対に聞かないようなことを聞いてしまった。

「レイアはキスしたこと、あるのか？」

「へ？」

　レイアが一瞬フリーズした後。

「キスっっっっっ！！！！！！？？？」

　天まで届くような凄まじい大音響で叫んだ。

　盛り上がっていた会場が静まり返る。試合をしてたリックとエンドですら、戦いを中断してこちらに注目する。

「わ、わ、わ、私はしたことはありませんっ」

　真っ赤になって、視線を逸らしたレイアが小さい声で今度は俺に質問してきた。

「た、タクミさんは、も、もちろん、ありますよね？」

「い、いやさっきまでなかったんだけど……あっ」

　失言に気づいた時にはもう遅かった。

　どんっ！　と、いう鈍い豪音と共にレイアが神降ろしを実行する。

　これまで見たどの神降ろしよりも恐ろしかった。レイアの顔がまるで鬼のような顔になり、額に真っ赤な第三の目ができている。

『神降ろし究極奥義　破壊神シヴァ降臨』

　男の声と混じったレイアの声は、今にも爆発しそうな怒りを含んだドスの効いた声だった。

　ヌルハチ戦でも見せなかった究極奥義をなぜ今使うっ。

『さっきまで？』

　三つの瞳で睨まれる。

『それはさっき、キスをしたということですか？』

　ひぃぃ、という悲鳴すらあげれなかった。これまでに感じたことのない強い殺気に、俺は隣の席に座るクロエに助けを求めようとする。

「それ、うちも聞きたいなぁ」

　半分くらいドラゴン化していた。鋭い牙と爪が伸び、いまにも完全形態になりそうだ。

　慌ててカルナを持つ。もう助けてくれるのは、カルナだけ……

『いや、助けへんで、タッくん』

　カルナがなんか禍々しいオーラを放っている。

『何があったか、洗いざらい言うてもらおか』

「ち、ちがう。俺は、俺はしてない。さ、されただけで……あっ」

　再びの失言に思わず口を押さえる。

『さ、された!?　私の、私だけのタクミさんにっ！　どこのどいつがっ！　そんな穢けがらわしい真似をっ！　ゆるさんっ！　八つ裂きにしてくれるっ!!』

　鬼だ。過去との因縁の試合すら、平常心で挑んだレイアが完全に我を忘れている。

　あと、私だけのタクミさんではない。

「手伝うで。うちらの旦那に手を出す奴は、ぶっ殺したる」

　半分ドラゴン化したクロエが凶悪な笑みを浮かべている。

　あと、うちらの旦那でもない。

　リックとエンドの試合中なのに、会場の観客達は俺達に釘付けだった。戦っていた二人まで、こちらを見て聞き耳を立てている。

『タクミさんっ、誰にやられたのですかっ。早く言ってくださいっ』

「はよ、言いや。はよ言わな、えらいことなるで」

『タッくん、もう観念して言うてしまい』

　レイア達に問い詰められるが、言うわけにはいかない。ここで言ってしまったら、魔王との場外ガチバトルが勃発してしまう。

　口を押さえたまま、俺はプルプルと首を振る。

「吾わが輩はい、誰かわかってしまったにゃ」

　その時、後ろに座るミアキスがとんでもないことを言い出す。

「あの女から魔王様と同じ匂いがするにゃ！」

　ミアキスが指差す方向、すぐ後ろの席にいつのまにかリンデンさんが座っていた。

　いや、あっちが本当の魔王だからね。

「ギルド会長が手も足も出ずやられたから、魔王様に色仕掛けで誘惑してくるとは、まったくとんでもない糞ビッチにゃっ！」

　ミアキスに本当のことを言えばどうなるだろうか。魔王に向かって糞ビッチと言ってしまったよ。

『貴様がタクミさんの唇を……』

　レイアの殺気が鋭くなり、魔王に注がれる。止めなくてはいけないが、あまりの迫力に声も出ないし、動けない。

「あらあら、たかがキスくらいで大袈裟なこと」

　さすが魔王。レイアの殺気を軽く受け流している。

「奪われたくないのなら、貴女あなたもしてみればいい」

　ぼんっ、とレイアの顔が真っ赤になった。

「そ、そ、そ、そ、そ、そんなこと、私が、タクミさんとっ、き、き、き、き、キスなんてっ！　……あっ」

　レイアの姿が元に戻っていた。魔王の衝撃発言に降ろしていた神の憑依が解けたようだ。何を想像したのか、レイアは真っ赤になり、そのまま固まってしまう。

「そう、何もしなければ、失ってしまう」

　魔王の言葉に触発されたのか、半分ドラゴン化していたクロエが俺の方に寄ってくる。

「ほな、うちも」

　そして、いきなり俺の方に顔を近づけてきた。

『ほな、うちも、ちゃうわっ！』

　唇を奪われる寸前で、魔剣カルナが自動で動いて唇をガードする。むちゅう、とクロエがその剣に口付けをした。

「うわぁっ、カル姉ねえとキスしてもたっ！」

『クーちゃんでも、譲れへんでっ！』

「アハハハハ」

　二人が争う中、それを見ている魔王は、実に楽しそうに笑っている。

「あなたは……」

　ようやくフリーズから解けたレイアがそんな魔王を睨んでいる。

「あなたは、タクミさんを好きなのですかっ」

「さあ、どうかしら」

　笑みを浮かべたまま、からかうように魔王は言った。

「でも、約束は覚えている？　この大武会で優勝した陣営の言うことをなんでも一つ聞く、だったわね」

　覚えている。だが、魔王と公表した時点で、そのルールはうやむやにできると思っていた。魔王はそれでも遂行するつもりなのか。

「私が優勝すれば、彼を貰うわ」

　そう言った魔王から、圧倒的なオーラが溢れ出す。

「……させませんっ!!　必ずあなたを倒します」

「ふふ、楽しみにしてるわ」

　そう言って魔王は立ち上がり、その場を去っていく。レイアもクロエも、ミアキスでさえ、魔王の後ろ姿を見つめたまま動けずにいた。

　そんな中、今まで俺の膝で眠っていたチハルが目を覚ます。

「タクミ」

　立ち去る魔王に皆が注目する中、チハルは寝惚けたような顔で目を擦った後、そのまま、ちゅっ、と俺の唇にキスをした。それはまるで親子のキスのようで、魔王にされた時のような動揺もなく、俺はすんなりと受け入れてしまっていた。

「大丈夫だよ。チハルは二度とタクミを離さない」

　それはいつかどこかで聞いたことのある言葉だった。




３　優しい契約




「そろそろ決着をつけようか」

「……ああ、そうだな」

　さっきまで、かぶりつきで俺達の騒動を見ていたエンドとリックの試合が再開される。

　君達、よく何事も無かった顔で始められるな。

「エクスカリバーァアアアアッ!!」

　エンドの持つエクスカリバーが、かつてないほど光輝く。全力の一撃を撃ち込もうとしている。

「……連層千枚ノ盾シールドミルフィーユ」

　それに対し、リックは浮遊していた盾を何層にも重ねて、迎え撃つ。

　試合再開直後にいきなりクライマックスを迎える。決着の予感に歓声が湧き上がった時だった。

「両者、場外負け！　それまでっ！」

　司会の無情な言葉に観客も、エンドとリックも凍りつく。

「え？　場外？　いつ？」

　エンドが焦りながら、司会に質問する。

「いや、さっきまで二人とも闘技場から出てましたよね。タクミ争奪戦観てましたよね」

　そういえばめっちゃ出ていた。あとタクミ争奪戦とか勝手に名前つけるのはやめて。

「……先に出たほうが負けなら、両者では無いはずだが」

「どちらが先に出たかわかりません。私もタクミ争奪戦観てましたから。ゆえに両者リングアウト、引き分け敗退です」

「……そうか」

　司会のお姉さんの有無を言わさぬジャッジに、なぜかリックはあっさり引き下がり、闘技場を降りる。

　そして、そのまま一直線に俺のほうへ歩いてきた。

「で、本当にキスしたのか？　タクミ。気持ちよかったか？　どんな味がしたんだ？」

　うん、それが聞きたかったんだね。

　普段まったく喋らないくせに、こういう話の時だけ饒じょう舌ぜつになる。

「あ、後で。全部終わったら後で話すっ」

「……そ、そうか」

　がっかりと肩を落として去って行くリック。試合敗退よりショック受けてるよね？

　そして、対照的にエンドは、納得がいかないのか、闘技場を降りようとしない。

「ダメだ。ボクは魔王を倒さなくてはならないんだ。勇者の一族はそのために生まれてきたんだ。やり直しっ！　やり直しを要求するっ！」

「無理です。早く退場しないと四神柱による制裁が発動しますよ。早く降りてください」

　四つの鉄柱を順に見たエンドは、最後に俺の方を見た。力のなかった瞳が、きっ、と燃え上がる。

「お前のせいだからなっ。許さないっ。いずれ責任は取ってもらうっ！　あっちの責任もだっ！」

　え？　あっちって、まさか、胸に触ったことじゃないよね？

　びしっ、と俺を指差した後、エンドはようやく闘技場から降りて、駆け足で去って行く。

「それでは続いて一回戦第七試合を始めますっ！　クロエ様、カミラ様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　そのアナウンスで今まで姿を見せていなかった吸血王カミラが控え室から出て、初めて姿を現した。大きな黒い日傘を差し、目にはサングラスをかけ、全身は黒いマントに覆われている。

「カミラは陽の光に弱くて、昼間は夜の半分くらいしか力がでないにゃ。それでも、まあドラゴン如きには負けないはずにゃ」

　びきっ、と隣に座るクロエから血管が浮き出る音がした。だが、ミアキスに文句を言わず、じっと耐えている。闇王アザトースや獣人王ミアキスの試合を見て、四天王の強さは十分にわかっているのだろう（ドグマ以外）。

「タクミ殿、よければ姉を、カル姉を貸してはいただけませんか？」

「えっ」

『えっ』

　思わず魔剣カルナとハモってしまう。

「先程、間違えてカル姉に口付けをかましてしまいましたが、我は力を吸われませんでした。もしかしたら、すべての力を吸われることなく、カル姉と一緒に戦えるかもしれません」

　本当にそうなのだろうか。下手をしたら、何もしないまま、負けてしまうかもしれない。

「大丈夫なのか？」

『わからへん。力の吸引は自動で発動するねん。でも、確かにさっきは発動せえへんかったな』

　カルナにもわからないらしい。だが、クロエがそんな無謀な賭けに出るということは……

「闘技場ではドラゴンになれません。はみ出して場外負けになります。我があの吸血鬼ヴァンパイアに勝つにはカル姉の力が必要なのです」

『……クーちゃん』

　プライドの高いクロエが真剣な眼差しで頭を下げて、俺に頼み込む。

『タッくん』

「わかった。行ってこい」

　クロエにカルナを渡し、見送った。

「必ず、勝ってきます！」

『行ってくるで、タッくん』

　二人が闘技場に上がり、歓声が湧き上がる。盛り上がっているところ悪いのだが、カミラもこちらの陣営なので、どっちも無茶せず頑張ってほしい。

　でも、クロエに言ったら怒られそうなので黙っておく。

「やれやれだにゃ。姉妹の力を合わせたぐらいでカミラに勝てると思っているのかにゃ。四天王の力を甘く見ないでほしいにゃ（ドグマ以外）」

「確かに四天王の力は強大だ（ドグマ以外）。だが、クロエとカルナを甘く見ないほうがいいぞ」

「そうかにゃ。無駄だと思うけどにゃ。あ、ところで一つ質問があるにゃ」

　この時、俺はすでに結構なピンチに陥っていることに気づいていなかった。

「お前は一体、何者にゃ？」

　試合開始の銅鑼が鳴り響き、クロエがカルナを握ったまま、カミラに突進する。華麗に紙一重でクロエの攻撃を躱したカミラが、クロエの首元に牙を剥く。だが、すんでのところで、カミラ自らがクロエから大きく飛び退いた。

「邪じゃ龍りゅう暗あん黒こく大だい炎えん弾だん」

　すでにクロエの身体の周りには黒い邪悪な球体が無数に浮かび上がっていた。

「めっちゃ、力吸われるやん。しんどいわ、カル姉」

『全部の力吸われてへんし、うちの声が聞こえるだけで大したもんやでっ、クーちゃんっ』

　戦っているカルナの声が俺にまで聞こえてくる。まさか、俺とカルナはもう離れていてもどこかで繋がっているのか？

「一気に攻めるでっ」

『よっしゃっ』

　クロエが口から炎を吐き出した。それはドラゴン形態の時に比べれば、小さい炎だが、その炎がクロエの周りに浮いている黒い球体に引火していく。そして、それらすべてが爆弾のように凄まじいスピードでカミラに向かって飛んでゆく。

「ふん、こんなもの」

　黒いマントをひるがえし、すべての球体を華麗に避けるカミラ。だが、その余裕が命取りになった。

「爆散せよっ。双龍大爆炎ダブルドラゴンインフェルノっ!!」

　カミラの周りを浮遊していた黒玉が連動するように一気に爆発した。

「なっ！」

　カミラは咄嗟に傘でガードしたが、それだけではすまなかった。爆発した黒玉から、さらに小さな無数の黒玉が次々と飛び出し、それらすべてが同じように爆発する。どどどどどどんっ、と爆音の大連鎖が響き渡る。

「その程度でっ！　このカミラをっ！」

　カミラの身体がドス黒く染まり、何かに変形していく。だが、闘技場は大爆煙に包まれて、何も見えなくなってしまった。

「意外とやるにゃ。だが、そんなものではカミラは倒せないにゃ」

　ミアキスはまだ余裕を持って試合を見ている。

　それよりもだ。

「ミアキス、さっきの……」

　聞かないほうがいいのかもしれない。だが、俺は聞かずにはいられなかった。

　ミアキスは俺をじっ、と見つめた後、静かに話し始めた。

「さっきの女が最後に出したオーラ。あれは確実に魔王様のものだったにゃ」

　そうか、あの時に気付いていたのか。

「で、ミアキスは俺が魔王じゃなければ、どうするんだ？」

「どうもしないにゃ。魔王様はお前を必要としているみたいだし、このまま気づいてないふりをしとくにゃ」

「……そうか」

　この大会が終われば、ミアキス達四天王はまた魔王と共に人類の敵となるのだろうか。それもすべては魔王次第だ。

「ただ、今まで魔王様を騙かたっていたお詫びに一つだけ吾わが輩はいのお願いを聞いてもらうにゃ」

　別に騙っていない。俺は全力でずっと否定してきた。それでも、聞いてあげられる願いなら聞いてあげたいと思ってしまう。

「わかった、言ってくれ」

「魔王様に糞ビッチと言ってしまったことを一緒に謝ってほしいにゃ」

　情けない顔で頼み込むミアキスが可愛く見えて、なんだか少し安心する。

　きっと、いつかみんなが笑って共に暮らしていける。

　そんな未来を想像して、俺は思わず笑ってしまった。




４　大賢者再臨




　闘技場の爆煙が晴れ、そこには信じられない光景が広がっていた。爆炎に巻き込まれたカミラは、もはや人の形をしていなかった。巨大な黒いコウモリがクロエの首筋に噛み付いている。

「があァァァッ！」

　それを無理やりクロエが振りほどくと、コウモリの姿になったカミラが空中に舞い上がる。

「っ！　降りてきいやっ！　……なっ！　なんやこれっ!?」

『クーちゃんっ！　どうしたんやっ！』

　噛まれた首筋を押さえていたクロエの動きが止まる。

「終わりですよ。真しん祖そである私わたくしに噛まれた者は、逆らうことのできない傀かい儡らいとなるのです」

　コウモリの姿からゆっくりと元の姿に戻っていくカミラ。地上に降りると、クロエの前に立ち、笑みを浮かべた。

「さあ、私の可愛い下僕よ、負けを認めて降参するがよい」

　自信満々に勝利を確信するカミラの前に跪ひざまずき、こうべを垂れるクロエ。

「はい、我が主、カミラ様……」

『あかんでっ、クーちゃんっ』

　だが、つぎの瞬間、いきなりクロエが立ち上がり、口から巨大な炎を噴出した。

「ぎぃ、ぎゃああああああァアアアッ！」

　油断していたカミラは、初めてまともに攻撃を喰らい、その炎を全身に浴びる。

「ばっ、馬鹿にゃっ！」

　そう叫んだのは後ろの席のミアキスだった。

「カミラに噛まれた者が逆らえるはずがないにゃっ！」

　ミアキスが驚くのも無理はない。カミラに炎を浴びせたのは、クロエではなかった。

「えっ!?　なんやこれっ！　うち、クーちゃんになっとる」

　見た目はクロエのままだった。だが、クロエが噛まれた後、どうやったのかカルナがクロエと入れ替わっている。

『ああっ、我が主、カミラ様になんてことをっ！』

　その証拠に魔剣がなんかおかしなことを叫んでいる。

　そして、その入れ替わりに気が付いたのは、俺一人ではなかった。

　四神柱の一つ。不正を見抜く白虎の柱が、かっ、と白い光を放ったのだ。

【闘技者入れ替わりの不正を感知しました】

　白い光はそのまま、クロエと入れ替わったカルナに向かって浴びせられる。

「ちょっ、ちがうわっ、反則ちゃうわっ、やめえやっ、痛いて、いたたたっ、あかんてっ、わかったからっ、負けでいいからっ、やめてっ、いだだだだだっっ！」

　電撃を浴びたようにのたうちまわるカルナ。

「いいからっ！　いいから早く火を消してっ！　あづい、あっづいっのっ!!」

　さすがのカミラも、目の前からまともに巨大な炎を浴びせられ、のたうちまわっていた。

　なんだ。この地獄絵図。

「く、クロエ様反則負けっ、カミラ様、勝利ですっ！」

　大混乱のまま一回戦第七試合が終了する。

「すみません、タクミ殿。勝てませんでした」

　がっかりと肩を落として帰ってきたクロエは、いつも通りのクロエだった。カミラからの吸血支配は四神柱による回復治療で解かれたようだ。だが、魔剣カルナとの入れ替わりは、どうやって戻ったのか、そもそも何故そんなことが起きたのか、まったくわからなかった。

『なんか、クーちゃんがおかしくなって、助けなあかんて思ったら、いつのまにか変わっててん。うちもさっぱりわからへんわ』

「そうか……もし良かったらこれからはクロエがカルナを持っているか？」

「いえ、やはり我にはまだカル姉を使いこなすことができません。いましばらく、タクミ殿が持っていてはくださいませんか」

「……いいのか？　カルナ？」

『えっ？　……あ、うん。そうやな。それでいいんちゃうかな』

　何か考えているのか。カルナは上の空のようだ。もしかしたら、何かの手掛かりを見つけたのかもしれない。

　しかし、これで四天王は皆、一回戦を突破したことになる（ドグマ以外）。

　これからの魔王の出方によっては、その勢力すべてが敵に回ってしまう。それだけは回避しなければならない。

「それでは続いては一回戦第八試合、アリス様対ジャスラック様ですが、ジャスラック様、棄権のため、アリス様の勝利とさせていただきますっ」

　試合が見れずに観客達からはブーイングが巻き起こる。ゴブリン王もアリスも闘技場に顔を出さない。

　そういえば、トーナメント抽選の後からゴブリン王も姿を見せていない。アリスの部下であるゴブリン王は前もって棄権することを司会に伝えていたのだろう。

　しかし、アリスは本当にこの大会にやってくるのだろうか？

「それでは、これより二回戦第一試合を始めたいと思いますっ。タクミ様、リンデン様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　ついに魔王との戦いが始まってしまう。俺にできることは戦いではなくて、話し合いだけなのだが、向こうはどうするつもりなのか。

「タクミ、いってらっしゃい」

　膝の上で大人しくしていたチハルが俺を見送る。なんだか、やけに自信たっぷりな表情だ。俺が勝利すると信じているのだろうか。

「タクミ殿、カル姉は？」

「さっき戦ったばかりで疲れているだろう。クロエが持っていてくれ」

「わかりました。カル姉を使うまでもない。そういうことですね」

「ああ、よくわかったな、その通りだ」

　使っても勝ち目がないだけだが、まあ、そういうことにしておこう。

「では、行ってくる。……あれ、レイア？」

　そういえば魔王との騒動からレイアの反応がまるでない。心配して覗きこむと、ブツブツと小声で何か呟いている。

「……そんな、私がタクミさんとキスだなんて。恐れ多い。それにまだ手も繋いでないし、そういうことは順番に一つずつでないと……」

　……あれからずっと一人で呟いていたのかっ。

　怖っ、レイア、それ、だいぶ怖いっ。

「じゃ、じゃあ、行ってくる」

　若干、引き気味でレイアから逃げるように闘技場に向かう。その闘技場の真ん中に突如、巨大な黒い穴が出現する。そこから、ゆっくりと魔王、リンデン・リンドバーグが現れた。

「さて、始めようか」

　すでに力を隠すことなく、最初から全開モードのリンデンさん。俺はため息をつきながら、舞台に上がり、彼女と対峙する。

　戦うつもりなどなかった。

　試合が始まる前に、自分が魔王でないことを公表して、棄権するつもりだった。

　だが、俺は魔王が何のために、こんなことをしているのか。どうして、俺を魔王と誤認定させ、キスまでしたのか。それを知りたくなっていた。

『内緒だ。余に勝てば教えてやろう』

　魔王はそう言っていた。俺が魔王に勝てるはずがない。そう、俺一人では不可能だ。魔剣カルナをもってしても魔王には勝てないだろう。

　もし、少しでも勝つ可能性があるとするならば、それは……

　腰に下げた鈴に触る。

　転移の鈴。

　ヌルハチが俺の所に来るために残した鈴は、あれから一度も使われることがなかった。

　本当にヌルハチはアリスと戦い、亡くなってしまったのか。いや、あのヌルハチが亡くなっているはずがない。一緒にパーティーを組んでいた頃、どんな困難なクエストでも、足手まといの俺を連れながら、達成していた。

「……ヌルハチ、俺、今、助けて欲しいんだ」

　初めてヌルハチに俺は助けを求めた。それに応えるように、チリン、と鈴が鳴る。試合開始の銅鑼が鳴ると同時に鈴から光が溢れ出る。

「はっ、これはまさかの展開だな」

　そう言った魔王の声は、どこか少し嬉しそうだった。

　最後に会った姿と全く同じ、変わらない姿で彼女はやって来た。

　エルフの魔法使いにして、不老不死の肉体を持つ、元ギルドランキング一位。

　大賢者ヌルハチがやって来た。




５　動き出した始まり　




「タクミ」

　ヌルハチはまるで俺を守るように魔王と俺の間に立っていた。

「ヌルハチは二度とタクミを離さない」

　その言葉は俺と魔王、二人に言ったように聞こえた。

　ヌルハチは振り返らず、魔王と対峙している。クロエとカルナが入れ替わった時に、不正を感知した四神柱白虎は反応しなかった。転移の鈴を使ったヌルハチの召喚は、俺の武器として認められたのか。

　魔王が静かにゆっくりとヌルハチに近づく。

「今度は二人きりにはさせてはくれないようだな」

「ああ、悪いがタクミは渡せない」

　ヌルハチの周りにレイアと戦った時に使った光の玉が出現した。だが、一つではなかった。五つの波動球が、くるくるとヌルハチの身体の周りを円を描いて飛んでいる。

「ハハッ、先程までの枯渇した魔力と打って変わって、満ち足りておるではないか」

「残ざん滓し。ここにありえないほどの魔力が残っていた。不発に終わり、使われることのなかった魔力がな」

　バルバロイが俺の力を吸おうとした暗黒吸収陣ダークドレインサークルの魔力か。厄介ごとばかり持ってきたバルバロイだが、最後に恰好の魔力を残してくれた。

「最後に聞く。タクミから手を引く気はないのか？」

「……ヌルハチ。お前には感謝している。あの花がなければ余はとうに壊れていただろう」

　魔王の足元を中心に青いバラブルーローズが現れ、闘技場一面に咲き乱れる。

「あれで良かったのだ。あのまま、アリスが救われていたなら余は何もしなかった。いや、それはヌルハチでも良かったのだ。だが、どうだ？　その男は二人を捨て、山で一人暮らしを始めた」

「違う。タクミは……」

「わかっている。ヌルハチがそう仕向けたことも。あの山に結界を張り、あの男を見守っていたことも。全部知っている。ヌルハチはアリスも、余も、そして自分自身の夢もすべて捨てたのだろう」

　あの時、俺がパーティーから追放されたのは、ヌルハチが仕組んでいたのか？

　そして、俺を捜せなかったのではなく、ずっと見守っていたのか？

「すべてを捨て望んだもの、それはその男の幸せか。そこにヌルハチの幸せはあるのか？」

「……それ以上は言わなくてよい」

　ヌルハチが力を溜めているのがわかった。ヌルハチの周りを浮遊していた五つの光の玉が収縮し、一つの巨大な玉となる。一目見て、ヤバイ技だと感じる。辺りの空気が一変し、とてつもない力がいまにも爆発しそうなほどに膨れ上がっていく。

「いや、言わせてもらうぞ、ヌルハチ。それは好きな者に告白できず、遠くから見ているだけのただの乙女だ。そのようなことをしているから……」

「言うなというておろうがっ！」

　ヌルハチが限界まで膨れ上がった巨大な光の玉を魔王に向けて放つ。

　唸りをあげながら、凄まじい勢いで飛んでくる光の玉を魔王は避けようとせず、微動だにしなかった。

「波動球・煉れん獄ごく」

「亜空間・極きわみ」

　ヌルハチと魔王が同時に呟いた。

　巨大な光の玉が魔王に当たる寸前に、その目の前に黒い穴がぱっくりと開き、そこに光の玉が吸収されるように吸い込まれていく。だが、巨大な光の玉が完全に吸収される寸前、ヌルハチがそこに向けて、さらに小さい光の玉を撃ち込んだ。指先から出した小さな光の玉は、まるでピストルの弾丸のように高速回転しながら、巨大な光を撃ち抜いた。

「ばんっ」

　凝縮された光が弾け、大爆発を巻き起こした。辺り一面が光の渦に包まれる。目が眩むほどのまぶしい光の中、微かに魔王の姿が見える。

　徐々に光が薄れていく。

　まるで何事も無かったように、無傷の魔王がそこに立っていた。信じられないことに、周りに咲いているブルーローズまでも、すべてそのままの形で残っている。

　魔王は自分だけではなく、あの爆発から花まで守っていたのか。

「花をずっと見ていたんだ。余の夢はアリスとヌルハチに託し、あのダンジョンでそれを見守る。それだけで良いと思っていた」

　ヌルハチが、ゴクリと唾を飲み込んだ。予想外だったようだ。本体でない魔王の力がここまでとは思わなかったのだろう。

「なのになんだ？　この十年間。二人ともただ見ているだけでなんの進展もない。なんだ？　一体何をしているのだ？　挙げ句の果てにアリスにいたっては、あんなものまで送りつける」

　魔王の視線の先、そこには観客席で座るレイアがいた。まるで、汚物を見るような目でレイアを睨んでいる。そして、隣に座っているはずのチハルの姿はそこにはなかった。

「いらないのなら、余がいただく。お主らは指を咥えて見ておればよいっ」

「違うっ、ヌルハチは、ヌルハチにはタクミが必要だっ」

「それは何だ。保護者か。あの男を見守って、やがて誰かが持っていくのを、嬉しそうに眺めているのか？」

「違うっっっ！」

　その叫びは、慟哭のように響き渡り、ヌルハチは俺の方を一瞬だけ振り向いた。

「言ってみろ。今度は誤魔化しではなく、お主の、ヌルハチの気持ちを叫んでみろっ」

　十年ぶりに再会した時にヌルハチが言っていた言葉を思い出す。

『言ったではないか。ヌルハチはもう二度とタクミを離さない、と』

『そのままの意味だ。いつ如何なる時も、タクミとヌルハチは離れず側におるという意味だ』

『ははっ、モテモテだな、タクミ。構わぬぞ、ヌルハチは別に嫁が何人いようと気にしない。よし、後でこの洞窟を改装してやろう。寝室は特に大きくしてやる』

　ヌルハチは、俺を家族のように見ていてくれた。ずっと、そうだと思っていた。

「ヌルハチはタクミを愛している」

　観客席が静寂に包まれる。

「なんだ、言えるじゃないか」

　静かに祈るように魔王が目を閉じる。まさか、魔王の目的はヌルハチにこのセリフを言わせるためのものだったのか？　いや、違う。ヌルハチがこの戦いに参加することは予定調和では無かったはずだ。

「これでやっと始められる」

　魔王が閉じた目をかっ、と見開いた。その魔王を中心に真っ黒で巨大な穴が広がっていく。

「これはっ!?」

　そこにヌルハチも、闘技場を染めた青いバラも、全てが飲み込まれていく。

「再現されるのだよ。十年前の、あの時がな」

　巨大な穴に吸い込まれていくヌルハチを置いて、魔王がゆっくりと俺に近づいてくる。

「今から、貴方のすべてを奪わせてもらう」

　ぶつんっ、と何かが切れるような音が闘技場の外から聞こえてきた。

「タクミさんに、触るなっ！」

　レイアだ。

　何の神を降ろしたのか。その身体が張り裂けんばかりに膨れ上がり、切れた血管から血が吹き出ていた。

「うわああああああぁああぁ!!」

　レイアが刀を抜いて、闘技場に突進する。何も考えずに向かったのだろう。闘技場の前で、がいんっ、と見えない何かにレイアは弾き飛ばされた。

「四神柱の結界だ。それを破ることができる者など……この世に一人しか存在しない」

　急に辺りが暗闇に包まれた。太陽の光が何かに遮られたのか。

「来たか」

　魔王が笑みを浮かべて、上空を見上げる。そこに、信じられないほどの巨大なドラゴンが旋回していた。

「じ、じいちゃんっ!?」

　クロエの声を聞き、改めてそのドラゴンを見る。でかい。クロエのドラゴン形態の、ゆうに十倍はでかい。黄金の鱗を纏った、そのドラゴンは闘技場の真上で空中停止する。

　あれが古代龍エンシェントドラゴンか。

　よく、アリスはあんな馬鹿デカいドラゴンを倒したな、と感心して見ていると、その頭に人影が見えた。

「これで、役者はすべて出揃った」

　魔王がそう呟いたと同時に、古代龍からその人影が飛び降りた。長い金髪が風に揺れる。とん、と空中でその足が四神柱による結界に触れる。

　まるで、ガラス細工のようにパリンっ、と音を立て、結界は粉々に砕け散った。四神柱の結界がまるで雪の結晶のようにパラパラと俺達に降り注ぐ。幻想的な光景の中、そこに舞い降りた人物はまるで天使のように見え、俺はその姿に目を奪われていた。

　うちの弟子がいつのまにか人類最強になっていて、なんの才能もない師匠の俺が、それを超える宇宙最強に誤認定されたその原因。

　ついにアリスがやって来た。
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　アリスと暮らし始めた頃のことは、今も鮮明に覚えている。毎日がそれはもう命がけだった。野生のドラゴンを飼う方がまだ幾分マシだっただろう。その力は近くにいる者を巻き込み壊していく。

「アリス」

「なあに？」

　ある日、野営中に巨大な獣に襲われた。ボボボアと呼ばれる通常のボアよりかなり大きなボアだったが、アリスの一撃で木っ端微塵に砕け散った。

　ついでに野営地のテントも吹っ飛んだ。さらに俺も吹っ飛んで瀕死の重傷を負った。サシャの回復魔法がなければ危ないところだった。

「アリスは今倒したこのボボボアを全部食べるか？」

「ううん、晩御飯食べたからお腹いっぱい」

　アリスはすぐに人の言葉を覚えた。知能は高く、俺が教えたことはすぐに身に付けていく。

「だったらこんなふうに倒しちゃダメだ。追い払うだけでよかったんだ」

「そうなの？」

「ああ、そうだ。命を奪うということは、その命を背負って生きていくということなんだ」

　そう言って頭を撫でると、アリスは、ぱあっと花が咲いたように笑う。

「じゃあ一緒に片付けよう。明日、美味しい鍋にしてやる」

「うわぁい」

　一つずつゆっくりと、教えていく。いつか、アリスが普通の人として、この世界で暮らしていけるように。

「天におられる我が父、創造の神よ。地におられる我が母、大精霊よ。数多あまたの命の恩恵を今日も賜たまわりますことを奉ほう謝しゃ致します」

　朝、ボボボア鍋の前で食前の祈りを捧げる。

「それなぁに？」

「毎日、ご飯が食べれて嬉しいです、ありがとうってことを感謝の言葉にしているんだ。声に出さなくてもいい。心の中で思うだけでもいいんだ」

「ふぅん」

　理解してくれたのか、していないのか。

　アリスは俺の真似をして手を合わせてごにょごにょ言っている。それが終わると俺の方をなぜかキラキラした目で見つめてきた。このお祈りの言葉が壮大な勘違いの発端になるとは、この時は考えもしなかった。今、思えばこの時からアリスの勘違いは加速していったのだ。

　ヌルハチや皆と共に様々なクエストに挑む中、俺は常にパーティーの足手まといになっていた。アリスはすぐに俺をただのクソ雑魚と気がついて、呆れ果てると思っていた。だが、俺の雑魚っぷりを披露するたびに、アリスはさらなる尊敬の眼差しを俺に向けてくる。

「そんな小さいラビを壊さないで捕まえるなんて、すごいね、タクミっ」

　俺の精一杯の攻撃は、小型の小動物でさえ一撃で仕留めれないほど貧弱だった。

「わたしより、大きな力を持っているのに、それをまったく外に出さないで手加減できるなんてっ。本当にすごいよっ」

　そんな力は持っていない。ひどい誤解だが、俺はそのままにすることにした。アリスは俺を真似して手加減を覚えようとしている。上手くいけば、その膨大な力をコントロールして、皆と普通に暮らしていけるかもしれない。

　そんな風に思ってしまった。

　だが、その甘い考えが悲劇を招くことになる。

　アリスは手加減を意識するあまり、自分の力を無理矢理押さえつけ始める。その行き場のなくなった強大な力は、アリスの中にどんどんと蓄積されていく。そして、事件はアリスと暮らして半年が経った頃に起こった。

　手加減を覚えたアリスは、一撃でモンスターを粉砕することがなくなった。気絶させるようにうまくモンスターを倒し、捕獲の依頼もこなせるようになってきた。だが、混沌の谷で出会ったそいつは今までのやつとは違っていた。

　どうやってそいつが生まれたかはわからない。ただ、様々なモンスターが融合し、混ざり合ったそいつは、キメラと呼ばれる変異体で、アリスの一撃を喰らっても気絶せず反撃してきた。

　初めてアリスが油断した。

　アリスだけではない。

　ヌルハチもリックやサシャやバッツも、そして俺も、パーティー全員がアリスの一撃を過信して油断していた。キメラの反撃を反射的にかわしたアリス。だが、その先に間抜けな俺が呆然と突っ立っていた。

　ぐしゃ、という音と共に身体がひしゃげた。

　何がどうなったかはわからない。

　薄れていく意識の中で、やばいことになったことだけがわかった。

「ああアァああぁああアあああっアッっ!!」

　アリスが雄叫びのような悲鳴をあげた。途切れそうだった意識が呼び戻される。あり得ないほどの力がアリスから噴出していた。

　力の暴走が起こった。

　アリスの叫び声と共にキメラは一瞬でバラバラに引き裂かれる。血や肉片が雨のようにアリスに降り注ぐ。決着がついてもアリスの暴走は止まらなかった。

「やめろっ、アリスっ！　サシャはタクミの回復をっ。リックは全員の防御っ。バッツはヌルハチをサポートだっ」

　ここまで慌てるヌルハチを見たことがなかった。それほど、今のアリスは常軌を逸している。

「タクミっ、動かないでっ！　回復がまだっ……」

　サシャの制止を振りほどいてアリスのところに歩いて行く。

「近づくなっ。アレはもうどうにもならんっ！　……っっが!!」

　俺を止めようとして、間に入ったヌルハチがアリスに吹っ飛ばされる。バッツの危険察知がまるで間に合わなかった。アリスは、その莫大な力に支配され、破壊衝動を抑えることができなくなっていた。

　俺は初めてヌルハチの命令を無視した。あんな状態のアリスを放っておくわけにはいかなかった。力を抑えることができていたアリスが、俺が傷ついたことで、あれほどまでに暴走したのだ。俺は足を引きずりながら、アリスに近づいていく。不思議と恐怖はなかった。

　ああ、そうか。

　いつも何かが抜けているような気がしていた。いくら努力しても、力は身につかない。

　まるで、穴の空いた器に水を入れ続けているような、そんな虚しい感覚をいつも抱いていた。

　何のために生まれて来たのか。

　このまま何も成さずに死んでいくのか。

　そんなことを考えながら、最弱のまま、冒険者に憧れ、ヌルハチやみんなに守られてやって来た。

　だが、今はっきりとわかる。

　最強の存在がこの世にいるように、最弱の存在がいる。

　俺はこのために、アリスを止めるために生まれて来たんだ。

　アリスの全力の拳が俺の眼前に迫る。

　避けようとも思わなかった。いや避けられるはずがなかった。

　それは偶然だったのか。奇跡だったのか。やはり、それは運命だったのだろう。

　傷ついた身体が、自分の体重を支えきれなくなり、その場に崩れ落ちる。アリスの拳は俺の頭の上を擦り抜けるように通過した。俺はそのまま、ぽん、とアリスの頭に手を置く。

「……タクミ？」

　暴走していたアリスが我に返る。

「タクミっ、どうしたのっ!?　血が出てるよっ！」

　記憶が飛んでいるのか、アリスは状況がわかっていないようだった。

「大丈夫だ、アリス」

　アリスの頭を撫でる。

「もう心配ない。全部終わったんだ」

　バラバラになったキメラ。吹っ飛んで地面にささっているヌルハチ。そして傷だらけの俺をじっと見つめる。

「タクミはすごいね。全力のわたしでもまるで敵わない」

　目にたくさんの涙をためながら、それでもアリスは顔をくしゃくしゃにして、精一杯笑う。

「タクミは宇宙最強だねっ」

　俺もアリスの頭を撫でながら、心の底から笑って言った。

「ああ、よくわかったな、その通りだ」


《了》
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「それでは続いて一回戦第五試合を始めますっ！　レイア様、ヨル様、闘技場へおあがりくださいっ！」

　マキナとアザトースの試合が終わり、私とヨルとの試合が始まろうとしていた。

「見ていてください、タクミさん」

　立ち上がり、タクミさんに一礼する。捨てたはずの過去が私の前にやってきた。以前の私なら気にも止めなかっただろう。

　痛みや感情は、修行を重ねることで完全に制御できるようになった。余計なものを一切持たない。それが神降ろしの一族として、最も重要なことだと教えられ、ずっと信じてきた。

　だが、今はそれが間違っていたことがはっきりと分かる。

　タクミさんが側にいるだけで、自分の中から信じられないような力が溢れてくるのだ。

　それが何かはわからない。

　だけど、それは過去の修行では得られなかった大切な力。それだけはわかった。

「頑張ってこい。ここで見ている」

「はいっ！」

　さらに力が湧き上がる。タクミさんの応援を背に舞台に上がる。

　思えば、誰かに背中を押されて戦うことなど、これまで一度もなかった。溢れる感情が抑えられず、今にも爆発しそうなほどに高揚する。

「忌子いみこが。なんだ、その顔は……」

　先に舞台に上がっていたヨルが舌打ちする。全身を黒装束に包んでいるため、その表情はわからない。

　きっと憎しみに満ちた表情をしているのだろう。

　私はヨルに、いや、里の者達にそれだけのことをしてきた。

　あの頃はそれがわからなかった。自分だけが強くなればいい。そのこと以外のすべてを遮断していた。

　そう、あの里に生まれた時から、ずっとそうやって生きてきたのだ。




　神降ろしの一族は、東方の隠し里で代々神降ろしの秘術を受け継いできた小さな一族だった。

　八百やお万よろずの神を祭り、その魂を身体に宿す術を持つ。一族の者は五歳になると初うい神じんの儀を行い、その身に神を降ろす。その神は生涯、自分の身を守り、共に歩む掛け替えのないものとなる。故に、一族の者は神が不快に思わぬよう、生まれた時からその身体を清め、一切の穢れがなきよう修行する。あらゆる苦痛に耐え、あらゆる感情を捨て、神の容れ物となるべく、毎日毎日、地獄のような修行に耐え、ようやく神を降ろすことを許される。そうして得た神は、もはや自分の分身であり、一部となり、その者のすべてとなる。

　それが神降ろしの一族だった。

　その一族の中で私とヨルは、同じ日に生まれ、同じように修行し、同じ日に初めて神を降ろした。あらゆる感情を捨てた中で、唯一、ヨルだけには負けたくないという感情が心の隅に少しだけあった。だが、それを表に出すことは一度もなかった。




　ヨルと共に五歳の時に初神の儀が行われた。

『千本阿修羅』

　ヨルがその身に宿した神は、一族の中でも飛び抜けて戦闘力の高い『阿修羅』と呼ばれる神だった。一族の称賛を受け、感情を表に出さないヨルが少しだけ笑ったような気がした。

　そして、私は……

「なんだ、この神は？　聞いたこともない」

　一族の長おさが顔を歪める。

『亜璃波刃アリババ』

　それが私が降ろした神の名前だった。

「身体能力の変化も、特殊能力の発動も感じられない」

　神降ろしをしても、強化されない。それは一族にとって死刑宣告をされたのと同じようなものだった。

「レイアはこれより戦士ではなく、補助者サポーターとして生きて行ゆくがよい」

　感情を抑える訓練をしていなければ、私は泣き叫んでいただろう。

　この日から私はヨルの修行を手伝う補助者として、生きていくことになった。




　五歳から十歳までの五年間、私はヨルを強くするためだけに生きてきた。

　補助者といえば聞こえはいいが、実際は神降ろしをしたヨルの技を受け止めるだけの使い捨ての木偶でく人形だった。

「惨めだな。生きている意味があるのか？」

　ヨルの言葉に反論する気はなかった。なんの力もない神を降ろした時点で、私は終わっていた。しかし、生まれた時から神降ろしのための修行だけをしていた私には、他に何もできることはなかった。

　私は役に立たない神を降ろしながら、それでも修行を続けた。意味など無い。ただただ、私は身体を鍛え続けた。それしか私にはできなかった。

　変化が起こったのはそんな時だった。

　ある日突然、毎日のように修行していたヨルが神を降ろせなくなった。

「馬鹿なっ、なんだこれはっ!?　阿修羅っ！　どうしたっ!?　阿修羅っ!?」

　半狂乱になりながら叫ぶヨルを見ながら、私は自分に起こったことを理解していた。私の中に二人の神がいるのを実感していた。

　私が、いや、私が降ろした神『亜璃波刃アリババ』がヨルから『阿修羅』を奪ったのだ。

　一族の長い歴史の中でも、神降ろしは一人につき、一体だった。

　だが、私の神『亜璃波刃アリババ』は、他の者が降ろした神を奪う能力を持っていた。私が身体を鍛え続け、二体の神をその身に宿すことができるようになった時、その能力が発動したのだ。

「レイアっ！　何が起こったのだっ？　どうしたらいいんだっ!?　私の神はっ！　私は、これからっ……」

　取り乱すヨルを弾き飛ばす。神を失った雑魚にかまっている暇などなかった。




　強くなればなるほど、私は多くの神を強奪できる。これまでどんな感情も制御してきた私が、生まれて初めて、笑いを堪えることができなかった。私は一族全員の神を奪うため、更なる修行に明け暮れた。

　私の身に宿った神、『亜璃波刃アリババ』が、私の中で笑った気がした。




「忌子がっ！」

　一族の長おさが私を罵ののしった。

「全ての神を奪い、お前は何をしようというのだっ!?」

　僅か二年で、私は一族四八人、すべての神を奪うことができた。

　私の『亜璃波刃アリババ』の能力に一族が気がついた時には、もはや誰も止められない程に私は強くなっていた。これまで私を能無しと蔑さげすんでいた一族の者達が、私を恐れ、怯えている。

「別に何もしない。これまで通り、神降ろしとして、仕事をするまでだ」

「ふざけるなっ！　忌子っ！　お前は呪われておるっ！　すぐにこの里から出て行けっ！」

　神を失い、力もない雑魚が何を言っているのだろうか。

「もう、私にしか神はいない。お前達に何ができる？」

　長が憎しみのこもった目で私を睨んだ。感情を制御できていない。これが一族の長だと思うとがっかりする。

「……できるさ。今まで通りにやってみせる」

　誰もが押し黙る中、そう言ったのはヨルだった。その姿は二年前と違う。全身を隠すように黒装束を纏っていた。

　唯一、見える瞳からは以前の自信に満ちていた光が消え、まるで暗黒のようなドス黒い瞳が私を見据えていた。

「この二年間、『阿修羅』を失い、それでも私は諦めなかった。古文書を研究し、すでに失われた技である忍術を身に付けた」

　失われたのは、それが神降ろしよりも劣るものだからだ。そんなものを身に付けて、ヨルは何がしたいのか？　私は何年か前にヨルに言われた言葉をそのまま返した。

「惨めだな。生きている意味があるのか？」

「貴様っ！」

　ヨルは激情に駆られながらも私に向かっては来なかった。力不足なのは流石にわかっているのだろう。ぐっ、と拳を握りながら、必死に耐えている。

「……出て行け、忌子。私達は神降ろしを捨てる。だが、いつか必ずお前を超えてみせる」

　負け惜しみにしか聞こえない。ここで今滅ぼしてしまおうか。そう考えたが、私はそれをしなかった。幼い頃、共に修行したヨルの顔が一瞬だけ脳裏に浮かんだが、それは関係ない。人は地面を這う蟻をわざわざ踏み歩きはしない。

　私はこの時、そう思っていた。




「レイアァアアアアァッ！」

　ヨルが私の名を叫びながら突進する。神降ろしを行なっていない人間がここまでの速さで動けることに純粋に驚いていた。

『韋駄天』

　駿足の神を降ろした私と互角に渡り合えるヨル。生まれて初めて戦いを楽しんでいることに気がついた。

「参るっ！」

　タクミさんが見守る中、ヨルと戦う。身体の底から熱い感情が流れてくる。今はもう私は感情を隠さない。そんなものは無駄なことだと、ようやくわかった。

　私はいつのまにか、口元に笑みを浮かべて戦っていた。
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「ほう、これはこれは、確かに魔剣ソウルイーターに間違いないですね」

　武器屋の一室で商人らしき男がうちを手に取り、眺めている。

　気持ち悪い。

　ベタベタと触られ、鳥肌が立つ。……ような気分になる。剣に姿を変えて何年にもなるが、まだドラゴンだった時の感覚は残っていた。男に気安く触られるのは我慢ならない。

「怒りを感じますね。わたしが触っているのが気に入らないようです」

　そう言って男はうちを机の上にそっ、と置いた。

　チョビ髭のどこにでもいるただの武器屋の親父かと思っていたが、どうやら違うようだ。集中して観察すると、うまく隠しているが人間でないことがわかる。

「わかるのか？　ソネリオン」

　質問したのは、うちを売りにきた盗賊の頭だった。

「声は聞こえません。きっと主あるじにはなれないでしょう。いずれ、彼女に相応しい持ち主が現れるまでお預かりしておきましょう」

「そうか、それなら言い値で売ってやる。そのほうがこいつも喜ぶだろう」

　うちの主になれるもの？

　そんなものがこの世にいるわけがない。何代にもわたり様々な者の手を渡ってきたが、皆、うちを鞘から抜いたとたんに力を吸い尽くされた。

「あなたは試されないのですか？　バッツさん」

「オイラはいい。危険なものには触れないことにしてるんだ」

　別れる際に初めて男の名前を知る。バッツと言われた盗賊の頭はいままで部下達から頭としか呼ばれたことがなかった。

「じゃあな、幸せになれるといいな」

　不思議な男だった。

　バッツがうちを盗むまで長年、金持ちの屋敷にただ飾られていた。ほんまに盗む事が目的やったんやろうか？　閉じ込められたうちをそこから救い出してくれた。そんなふうに考えてしまうのは思い過ごしやない気がする。

『……ありがとう』

　柄にも無く、うちは最後にお礼を言った。もちろん、その言葉は聞こえることはない。

　なのに、バッツは去り際に振り向いて、うちを見てかすかに微笑んだ。




　この剣に封じ込められて、もう何年経ったか覚えていない。自業自得だったと思っている。うちはあまりにも暴れすぎた。

　ドラゴンの一族の中でも一番凶暴で力がある黒龍ブラックドラゴンの娘として生まれ、その力は一族の誰よりも強くなれる、そう思えるほどに強かった。うちはその力に溺れ、出会うものすべてを叩きのめして、力でねじ伏せてきた。いつしか、邪龍と呼ばれるようになり、本当の名前を剥奪され、一族を追放された。

「ざまぁ展開にしたるわっ！」

　逆恨みして、ドラゴン一族に喧嘩を売る日々を続けた。一族最強の古代龍エンシェントドラゴンのじいちゃんですら、うちを止めることをできず、うちは暴れに暴れまくった。じいちゃんがうちを封印することを決めたのは必然だったのかもしれない。

「なんやそれ、助っ人かいな」

　いつもと同じようにドラゴンの里で暴れていると、黒い装束服に身を包んだ集団が現れた。その中に古代龍エンシェントドラゴンのじいちゃんが人間形態で混ざっている。

「よろしいのか、封印すれば二度と戻れぬかもしれんぞ」

「よい、アレはすでに一族のものでない。ただの侵略者だ」

　有り余る力を持て余し、いつもイラついていた。名前を呼ばれなくなり、さらに怒りは蓄積された。

　望んでいたものはなんだったのか。幼い頃、じいちゃんに頭を撫でられた日のことを思い出す。

『カルナ、お前は強くなるぞ。いつか最強のドラゴンになって一族を導いておくれ』

　そう言って嬉しそうに笑うじいちゃんの顔をまた見たい。その思いで強くなったはずだった。それがどうしてこんなことになってしまったのか。

「うちを封印するやて？　できるもんなら……」

　思いは怒りに塗り潰される。

「やってみいやっ！」

　黒装束の集団が呪じゅ咀そを唱え出す。あたりを暗闇が包み込んで、うちの身体にまとわりつく。

「こんなもんで、うちが止めれると思てんのかっ！」

　黒装束どもを薙ぎ倒そうとした時だった。

　目の前でじいちゃんがドラゴン形態に変化する。

　すでにうちのほうが強くなっている、ずっとそう思っていた。暴れるうちを止めないのは、うちに負けるんが怖いからとずっと勘違いしていた。

　一撃だった。

　その迫力にうちは一歩も動けなかった。かつて頭を撫でられた腕で、身体ごと押さえつけられる。本気になったじいちゃんは、うちが手を出せるような相手ではなかった。うちを傷つけたくなかったから、これまで暴れるのを止めず、静観していたのだ。

　そんなことにも気づけへんかったんかっ。自分の愚かさに泣きたくなる。

　闇がうちの身体を侵食していた。自分が何か違うものに変えられていくような不快さに身悶える。何もかもなくすかもしれない。それなら最後に聞きたかった。もう一度だけ名前を呼んで頭を撫でてほしかった。

「……じ、じいちゃんっ！」

　薄れゆく意識の中で叫ぶ。

「……カルナっ」

　最後にじいちゃんがうちの名を呼んだ。それだけで怒りが消えて満たされていく。すべてが闇に包まれる中、うちは静かに目を閉じた。




「……目覚めましたか」

　昔の夢を見ていた。ドラゴンの身体なら涙も出ただろうか。今はただ悲しいという思いだけが残るだけだ。

　いつのまにか夜になっていたようで、机の上にランタンが置かれていた。

「後悔しているのですね」

　考えていることがわかっているのか？

　不気味な男だった。

　ソネリオンと呼ばれたこの男、恐らくは魔族だ。だが、これまで見てきたどの魔族とも違う。あまりにも人間に近く、まるで自ら魔族であることを否定しているようにすら見える。

「ああ、警戒しないでください。私はただの商人ですよ。魔装備専門の、ですがね」

　噂に聞いたことがある。

　数多くの魔装備を持ち歩き、自分では決して戦わない魔族がいると……

　確か死の商人と呼ばれていたはずだ。

「死の商人とは心外ですね。私は武具を売っているだけです。力を過信し、武具を使いこなせなかった者がつけたあだ名は不愉快極まりない」

　やはり、考えていることが分かるようだ。だが、別に伝えたいことがあるわけではない。どうせ、うちはこのまま誰にも装備されず、やがては錆ついていくだろう。誰の意見も聞かず暴れまわった報いだ。

　相手の力を吸い尽くす魔剣ソウルイーターの能力は、まるで暴走していたうちの性格そのものだった。

「心配しなくともいいですよ。魔装備はやがて、それを持つに相応しい者と惹かれ合う運命にあります。私はそれを仲介するだけにすぎません」

　心配なんてしてへん。

　うちは大切なもんを自らの手でなくしてしまったんや。

　誰かと一緒に生きていくなんて考えてへんわ。

「そうですか。でも、いつかきっと貴女に見合う相棒パートナーに出会いますよ。魔装備は誰かのために存在しているのですから」

　ソネリオンがそう言った時だった。

　チリン、という鈴の音と共に店のドアが開き、黒い忍び装束を着た者が入ってきた。

　東方の隠密か？　音を立てずに歩く姿から相当な腕前と見てとれる。

「武器を探しにきた。神を斬ることができる武器を」

「これはこれは。神降ろしの一族ですね。その身に宿した神が見当たりませんが、それに関係いたしますか？」

　ソネリオンの言葉に隠密から殺気が溢れ出る。

　しかし、感情をコントロールする術を知っているのか、すぐにそれを内に封じ込める。

「そうだ。奪われた神を斬り捨てるために、武器が必要だ」

「ふむ、承知しました。用意いたしましょう」

　ゆっくりとソネリオンがうちに近づいてくる。

　まさか、うちを渡すつもりなのか？

　そう思ったが、うちを通り過ぎ、ソネリオンは奥の部屋に入っていく。帰ってきた時には、一本のカタナを持っていた。

「魔剣ムラマサです。きっとお役に立つでしょう」

　一目見て感じる。うちと同等かそれ以上の力を持った魔剣だ。赤黒い色の鞘から妖気のようなものが溢れ出ていた。

「……いくらだ。残念だが、持ち合わせは多くない」

「ムラマサは貴女を気に入ったようです。お代は結構ですよ」

　本来なら想像もつかないほど高額であろうムラマサをあっさりとただで譲渡する。隠密はしばらくぽかんとしていたが、やがてムラマサを手にして一礼する。

「かたじけない。この恩は必ず」

「いえいえ、できれば少しでも長く、この子と共に生きてください。それがお代ということで」

　ソネリオンがムラマサを見る目はまるで、巣立つ我が子を見守る親のようだった。




　隠密が立ち去り、またソネリオンと二人になる。もう会話はなかった。

　死の商人と呼ばれるこの男は本当に魔装備のことだけを考えているのだろう。魔剣ムラマサを見たときに理解した。

　うちと同じだった。全ての魔装備はその中に魂を宿し、生きている。

　そして、ソネリオンはそんな魔装備達のために相応しい持ち主を探して、旅しているのだ。

『いつかきっと貴女に見合う相棒パートナーに出会いますよ』

　ソネリオンが言った言葉にほんの少しだけ期待してしまう。まだ見ぬ恋人を待つ乙女のような感情を抱き恥ずかしくなった。

　気持ちが読めるソネリオンが素知らぬ顔で魔装備を磨いてくれていることに感謝した。
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「なんでそんなところで力を入れるにゃ。バランスが崩れて逆に威力がなくなるにゃ」

　大剣を振り回すザッハに向かってそう言った。

　昼下がりの午後。

　洞窟前の大きな岩の上で丸くなって日向ぼっこをするのが、吾わが輩はいの習慣になっていた。

　そして、ザッハは毎日、その時間にここに現れる。最初は十じゅう豪ごう会かいでのリベンジをしようとしているかと思ったが、どうも違うようだ。

　まだ吾輩には敵わないということぐらいはわかるらしい。

「うるせえっ、黙って見ていろっ。俺様は誰にも教わらないっ。これまでも一人で強くなってきた」

　それは見ればわかる。恐ろしいまでに我流だ。

　剣の振り方はど素人だし、ただ筋肉に任せて巨大な剣を振っているだけだ。たぶん筋力がつくたびに剣を大きくしていったのだろう。ツギハギだらけの大剣は、それを振り回すザッハそのものだ。力はあるのに使い方がまるでなってない。

　色々勿体ないと思ったが黙っていろと言われたので、それ以上は話さなかった。剣を振る音を聞きながら、日の光の中、吾輩はまどろむように眠りについた。




「見てくれ、ミアキス。魔王さんから立派な盾をいただいたぞっ」

　魔王様が帰ってきた翌日、いつもの岩場にザッハが盾を持ってやってきた。見苦しいほどにはしゃいでいる。

　大きな丸型の盾は回りをぐるりと囲むように棘が出ており、その中央には悪魔を模した凶悪な顔の彫刻がされている。歪な形をしたその盾を見たことがあった。

　間違いない、自爆する盾「魔盾キングボム」だ。

　ふもとの町から貢物が運ばれてきた時、人間の中に紛れて微かに魔族の匂いがした。うまく人に紛れて生活しているようだが、吾輩は一目見てわかった。

　死の商人ソネリオン。

　数多くの魔装備を持ち歩く魔族で、自分では決して戦わないと聞く。どうやら魔王様に近づくため、魔族秘蔵の武具を渡しているようだ。そういえば、魔王様が持っている剣も、「魔剣ソウルイーター」だった。

「それは返したほうがいいと思うにゃ。たぶんお前には……」

　扱いきれない、といいかけてやめる。

　ザッハの体力なら「魔盾キングボム」の爆発にギリギリ耐えられるはずだ。もし、使いこなすことができたなら、ザッハは格段に強くなるかもしれない。

「いや、やっぱりなんでもないにゃ。まあ頑張れにゃ」

　その日からザッハは盾を使った修行を始めた。あまりに不器用で見ていられなかったが、口は出さなかった。ザッハが攻撃を「魔盾キングボム」で防ぐのは、随分先のことになるだろう。

　そう、高を括っていた。

　まさか、最初に攻撃を防がれるのが吾輩になるなどこの時は夢にも思わなかった。




　大武会予選。

　魔王様の陣営がそれぞれ別のブロックになる中、吾輩とザッハだけが同じブロックになった。予選でザッハと対峙する中、ほんの少しだけ、運命めいたものを感じていた。どうやら、この男とは腐れ縁があるようだ。

「この前のようにはいかんぞ」

　右手に大剣、左手に盾を持つ姿は、以前よりもバランスが悪く、隙だらけに見える。

「確かにその通りにゃ」

　前のほうがマシだった、など野暮なことは言わない。力を示して理解させる。何もさせぬまま、一瞬で終わらせる。

　試合開始と同時に最速のスピードでザッハに向かって突っ込んだ。ザッハが無造作に盾を待つ左手を前に突き出す。

　そんなもので吾輩の攻撃を止められると思っているのかっ。バカにされたような気がして頭に血がのぼる。

　瞳どう孔こう括かつ約やく筋きんを動かして、眼球を縦に細長く開閉する。時が止まったようにザッハの動きが完全に止まって見えた。さらに低姿勢になり、地面スレスレで加速する。

　神速獣撃。それは普段の戦いでは出さない速度だった。

　この速度では急なブレーキが利かず、小回りが利かない。絶対に攻撃が当たる自信がないと使えない技だった。バカにしていたのは、吾輩のほうだった。

　いきなりザッハの足元に「魔盾キングボム」が現れた。ザッハの左手にあったはずのそれは、そのまま、ストンと落下してきた。

　吾輩が加速した瞬間に手放したのかっ！

　計算した行動ではないだろう。ザッハの本能がそうさせたのだ。

　もはや、衝突を避けることはできなかった。

「魔盾キングボム」に描かれた悪魔の顔が、吾輩に向かって、嘲笑っているかのように見えた。

　ごんっ、という鈍い音と共に「魔盾キングボム」からカチリ、とスイッチを押したような音がした。

　その爆発は予想以上のものだった。舞台全体が吹っ飛ぶほどの大爆発。

　轟音の中、きりもみ状態で上空に吹っ飛ばされ、そのまま地面に衝突する。すぐに起き上がろうとしたが、ダメージが深く起き上がれない。

「……ザッハっ！」

　首だけを動かし、爆煙に包まれた舞台を見る。

　思わず目を疑う。

　そこに堂々と立っているシルエットがあった。

　あの大爆発の中、ザッハは倒れなかったというのかっ。

『俺様は暴走することにより、十倍以上の力を発揮するんだっ。あの時は真の実力の片鱗すら見せていなかったのだっ。いいか、大武会では逆にお前をコテンパンにしてやるからなっ』

　あの時のザッハの言葉を思い出す。嘘つきめ。十倍どころではないではないか。

「ウオォオォオオオオォオオオォッ」

　ザッハが雄叫びを上げて、大剣をめちゃくちゃに振り回す。その速度は吾輩の動体視力でも捉えきれないほどの凄まじい速度だった。

「狂戦士か……」

　身体能力だけではなく、頭の悪さも加速度的に上がっている。ザッハの身体は「魔盾キングボム」の爆発により満身創痍だ。このまま放置しておけば、勝手に力尽き倒れるだろう。

　だが、そういうわけにもいかない。全力のザッハを倒さなければ意味がなかった。痛む身体を無理矢理動かし立ち上がる。

　懐かしい感情が蘇った。

　魔族になってから、このような気持ちにはなったことがなかった気がする。今、吾輩は戦いが楽しいと思っている。

「シャアアアアアアァアアアァッ」

　牙を剥き出し、爪を立て、全身の毛を逆立て、雄叫びを上げる。




　吾輩は一匹の獣に戻っていた。
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　それを見つけたのは十じゅう豪ごう会かいが終わってすぐのことだった。

　ギルド側の人間達が帰った後、日が暮れ始め、あたりが薄い橙だいだい色いろに染まっていく。

　アリス様の手紙を読み、要件を済ませた僕もすぐに帰ろうと思っていた。円卓に最後まで残っていたのは、痕跡を消すためだった。長年染み付いた習性で指紋や足跡など、追跡の手掛かりになるものを残すことが耐えられない身体になっていた。円卓の下を覗き、砂に残った足跡を消そうとする。

　その時、円卓を支える真ん中の柱の横に、木の板と小さな箱が二つあるのを発見した。箱を開けると「王将」や「金」などと書かれた駒が入っていた。

　東方で昔流行っていた将棋というゲームだ。あちらにはこのゲームのプロがいると、聞いたことがある。円卓を準備したという、ギルド協会の秘書が置き忘れていったのだろうか。

　昔、一度だけ遊んだことがあるそのゲームは、西方のチェスと違い、奪い取った駒を使えるというルールに戸惑ったのを覚えている。負けて軍門に下る。まさに今の僕とアリス様だな。

「……将棋、できるのか？」

　そんなことを考えていたからか。

　いつのまにか背後に黒い鎧が立っていることに気がつかなかった。

　ギルドランキング十位、沈黙の盾、リックだ。

「昔、一度遊んだ程度です。かろうじてルールを覚えているくらいですね」

　気配に気付かなかった動揺を悟られないように、平静を装ってそう答えた。

「……よければ一局、やってみないか？　自分もそれほど強くはない」

　十じゅう豪ごう会かいでも、ほとんど話さなかったリックが将棋というゲームにやけに食い付いてくる。

　興味は将棋よりも、リックに湧いたのかもしれない。

「いいですよ。やってみましょうか」

　今までの僕なら考えられないことだった。アリス様に仕えたからだろうか。アリス様が昔パーティーを組んでいた時、リックはそのリーダーだったと聞いていた。ただの人間ではないだろう。将棋を通して、どれ程のものなのか知るのも面白いと思ってしまった。

「……では始めよう」

　リックが駒を振って先行、後攻を決める。振り駒というものだ。木の板、将棋盤の上を小さな駒がくるくると回転して、パタンと倒れる。

　自分もそれほど強くないだと？　駒を並べるその所作でわかる。リックはこの将棋というゲームをかなりやり込んでいる。

「よろしくお願いします」

「……お願いします」

　二人して、駒と盤を挟んでお辞儀をする。勝敗などは関係ない。ゲームを楽しみながら、観察に興じよう。

　ゲームが始まるまではそう思っていた。

　まさか、僕が将棋というゲームにこれほどまでのめり込むなんて、この時は考えてもみなかった。




「これは中々、強固な守りですね」

「……穴熊という」

　リックの戦法は「王」を盤の隅に移動させ、そのまわりにすべての「金」や「銀」を置いて守りを固めるというものだった。

　実にその性格がゲームに表れていた。「王」という駒を守ることを重視する戦い方は、ずっと誰かを守り続けてきたリックにぴったりとはまっていた。

「これは、だいぶ不利ですね」

　無茶な攻めをしたため、こちらの駒はほとんどを奪われてしまう。

　しかし、どんな不利な状況になっても「王」さえ取られない限り、ゲームは終わらない。絶望的な戦局の中、僕は「王」を逃すことだけに集中する。

「……あの局面から、そのような活路が」

「逃げるのは得意なんですよ」

　すぐに終わると思われた対局は日が落ち、暗くなっても続いていた。リックが持ってきたランタンの灯りが円卓の上の将棋盤を照らしている。

「……入玉されるとは思わなかった。凄まじいまでの逃走力だ」

「いえいえ、そちらこそ、完璧な防御ですよ。崩せるイメージがまるで浮かびません」

　将棋というゲームは、戦争に似ている。戦略を練り、隙をつき、相手の「王」を倒すまで、永遠に続く。お互いに決め手に欠け、決着がつかない状況は、今の魔族と人間との関係に少し似ているように感じていた。

「もしも、この将棋というゲームのように、奪った駒が自分の味方になるのなら、人間と魔族の戦いは終わっていたでしょうか？」

　思わず漏れた言葉に対し、リックは沈黙する。馬鹿なことを言ったものだ。そんなことがあるはずがない。

　人間は魔族を許さないし、魔族は人間を許さない。

　どちらかが最後の一人になるまで戦いは続くだろう。

　人間の歴史と共に、魔族は生まれたと言われている。僕のように最弱の魔物ゴブリンから魔族に進化したのは珍しい。

　魔族のほとんどは、元々は人間だった。

　死にたくないと願った者が不死の魔族に。

　復讐の闇に飲み込まれた者が闇の魔族に。

　血を求め彷徨い続けた者が吸血の魔族に。

　人間により狩られ、絶滅した種族が獣の魔族に。

　ああ、そういえば僕と同じく魔物から魔族になった者もいた。

「お前、吾わが輩はいと同じ匂いがするにゃ」

　十じゅう豪ごう会かいの後、獣人王ミアキスと僕は二人で話をした。

　ミアキスの名を聞いたことはあったが面識はなかった。もし会う機会があれば、一つだけ聞いてみたいと思っていたことがあった。

「貴方が魔族になったのは、一族を滅ぼされた怒りからですか？」

「違う。ただの傲慢プライドだ。吾輩達はまだここにいる、そう人間達に叫んでいる」

　十じゅう豪ごう会かいでもそうだったが、真面目な話をする時には、ミアキスは語尾に「にゃ」をつけない。魔族になる条件は様々だが、一つだけ欠かせない共通のものがあった。負の感情の爆発。傲慢、嫉妬、憤怒、怠惰、強欲、暴食、色欲といった感情が爆発した時に魔族になると言われていた。

　それは、人との和平などあり得ないことを意味していた。

　魔族になった者のほとんどは人の世界では生きられなかった異端児なのだ。

「……絶対的な力で他者を制圧しても、争いは終わらない。怨恨は残り、いつか裏切り、また戦いは始まるだろう」

　長い沈黙の後にようやくリックはそう答える。やはり、将棋の駒のようにはいかないのだ。

「……世界征服は簡単だ。圧倒的な力を持つ者が逆らう者を皆殺しにすればいい。だが、世界平和は難しい。他者の心を理解し、そのすべてを受け入れなければならない」

「そうですね、そのような存在、この世にいるはずもない」

　圧倒的な力を持つ者は、魔族の中にも存在した。魔族の中でも異質な存在、生まれながらにして魔族であり、人が誕生する以前からこの地上に存在していた魔王。

　だが、魔王は人間を支配しようとはしなかった。その力があるにも関わらず、人との争いを好まなかったのは、人との共存を望んでいたからだろうか。

「……そうだな、今はまだ、存在していない」

　今はまだ？

　まるでリックはやがてそのような者が現れるのを信じているような口振りだった。ふわり、と優しい風が、リックの鎧の隙間から流れたような気がした。

「早く、現れるといいですね。そんな存在が」

「……ああ、そうだな」

　それから僕達は一言も話さずに将棋を指す。

　パチパチという駒音だけが心地よく響く。

　言葉を交わさずとも、ずっと会話をしているような、そんな錯覚を覚えた。




「参りました。もう逃げ道はありません」

　決着がついたのは夜が明けてからのことだった。

「いや、見事な逃げっぷりだった。感服だ、ジャスラッ君」

　ジャスラッ君と呼ばれたことに戸惑いは感じなかった。

　声に出さずとも、僕達は幾千もの言葉を交わしてきた。

「もう一局、どうですか？　リッ君」

「ああ、是非お願いする」

　僕達は朝の光の下、将棋盤を挟んで、また無言のまま語りはじめた。
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　ヌ族は、エルフの部族の中でも、とても小さな部族だった。百以上ある部族の中で、下から二番目か三番目か。

　十人程しかいない部族の族長の娘として、私は生まれた。三千年前のことだった。




　森を拠点とするエルフの部族は、その数によって大きな森に住む。小さなヌ族は森と呼んでいいのかわからないほど貧相な、本当に小さな森にその住居を構えていた。得られる獲物の数は少なく、腹はいつも満たされなかった。

　それでも、今思えばこの時が一番平和で幸せだったと思う。だが、当時の私には、そのことがわからなかった。

　小さな家族と小さな平和。

　何千年経っても、その日々に変わるものを得ることはできなかった。

「チルトっ！　森を出てはいけないと言ったであろうっ！」

　族長であり、父であるヌ・ギアスが険しい顔で怒鳴っている。

　私は聞こえないフリをして、そっぽを向く。

「なんだ、コレはっ。また、よその森で狩りをしてきたのかっ。我々はこの森だけで生活せねばならぬとあれほど言っておるであろうっ！」

　父ギアスは掟おきてを重んじる古いタイプのエルフだった。幼い頃は族長である父を尊敬し、言い付けを守ってきたが、十歳を過ぎたくらいになると、私は掟を守らなくなり、随分と可愛げのない早熟な話し方をするようになった。

「人間共が好き勝手に森を荒らしているのに？　我々だけがその日の食に困りながら、細々と暮らすのですか？　馬鹿馬鹿しい」

　いつものように黙っていれば良かったが、私は反論してしまう。みるみると父の顔が真っ赤に染まっていく。

「チルトっ！　お前は愚かな人間達と同じことをしようというのかっ！」

　この頃、地上では人間が最も繁栄し、多くの街や国が作られていった。私達が住む森の近くにも、ルシア王国という国ができ、その領土を広げていく。愚かな人間達は、先住民である我々エルフのことを邪魔者扱いし、次々と辺境に追放していく。

　何故、人間共に抵抗しないのか。

　貧弱な魔力しかなく、数が多いだけの人間共など、我々エルフ族の敵ではないはずだ。

　大きな森に住めば、毎日、好きなだけ美味いものが食べれるではないか。

　私がそう言っても、父は悲しそうな顔で首を振るだけだった。

「争いは最も愚かな行為なのだよ、チルト。やがてわかる日が来る。この小さな森で平和に暮らすことの大切さが……」

　わかるものか。いつか、人間共を一掃し、私は皆と広大な森で暮らす。

　私は父の言葉を聞かず、愚かにも力を求めるようになる。そして、その力は長いエルフの歴史の中でも、随一の強大なものへと成長していく。

　絶大な魔力。

　それを手に入れた時、私は全てを手に入れることができると思ってしまった。だが、その力の代償はあまりにも酷いものだった。全てを手に入れるはずが、私は全てを失ってしまったのだ。




　生まれた時から暮らしていた小さな森が燃えていた。

　報復だった。

　数ヶ月前、私は人間共を一掃し、大きな森を手に入れていた。皆でそこに移ろうと、父や部族の者達に進言したが、誰一人として付いて来る者はいなかった。私はその森で取れた獲物をこっそりと毎日、貯蔵庫に蓄えていた。

　だが、それすらも誰も手を付けない。憤りを感じながらも、私はそれをやめなかった。

　いつか皆もわかってくれる。そう信じて、また今日も支配した森に狩りに出かけた。その留守中に人間共が火を放ったのだ。部族の者達が争った跡は全くなかった。

「父さんっ！」

　火傷を負った父を抱え上げる。

「どうして抵抗しなかったんだっ！　人間共など、軽く倒せるだろうっ!?」

「……そんなことをして何になる？」

　父は力ない声で、そう言った。

「争いは更なる争いを生む。我々が人間を倒せば、また新たな人間がやってくるだろう。それは永遠に終わることがない」

「そんなことはないっ！」

　思わず叫んでいた。

「何度やって来ようが、全部倒せばいいっ！　人間が絶滅するまで、戦ってやるっ！」

「……それでも終わらんよ。争いの連鎖はここで切らねばならないのだ」

　震える父の手が私の髪に触る。苦しそうな表情を浮かべていた父が、私に優しく笑いかける。その顔に大粒の水が降りかかり、自分が泣いていることに気がついた。

「よいか、チルト。復讐などは考えるな。これでいいのだ。……ヌ族の全てをお前に託そう」

「そんなものはいらないっ。いつものように怒ってくれっ！　私のせいでこうなったのだっ！　もう、もう二度と掟を破らないっ！　だからっ、だからっ……」

　父を抱きしめて号泣する。

　父が私を叱ることは、二度となかった。




　一人になった。

　共に話す家族や仲間達がいなくなり、一人で世界を放浪する。

　人間とは争わなかった。

　父の最後の教えを守っていた訳ではない。何もかもが馬鹿らしくなってしまったのかもしれない。

　ゴブリンの森。そう呼ばれる森に住居を構えた。

　精霊達が多く存在する魔力に満ちた森だが、ゴブリン王と呼ばれる特殊なゴブリンが住んでいるらしく、近づく人間は皆無だった。ゴブリン王の気配は感じたが、私の前には姿を現わすことがなかった。確実に勝てる相手としか戦わないという噂は本当だったらしい。

　森の中心にある樹齢数千年の大樹で眠る時、いつもヌ族のことを思い出した。それだけが私の幸せだった。私は数年間、ここで何をすることなく、ただ生きていた。

　そして、そこに現れたのはゴブリン王ではなく、さらに異質な存在だった。

『素晴らしい魔力だな』

　そこに姿はなかった。声だけの存在が私に話しかける。何かがいるという認識はある。力のうねりのようなものを目の前に感じるが、肉体はないようだ。

『一人なのか？　仲間はいないのか？』

　無視をしても良かったが、久しぶりの会話に私は思わず答えてしまう。

「一人だ。仲間などいない」

『……死に別れたのか？』

「いや、皆生きている。すこぶる元気だ」

　あの時、火傷を負った父や仲間達はすぐに回復していた。ヌ族の中には回復魔法が得意な者がいて、瀕死だった父も次の日には普通に起き上がれるようになっていた。

『自ら望んで一人になったのか？』

「ああ、そうだ。私がいれば皆に迷惑がかかるからな」

　助かったといえ、私は父達とは考えが違うことを痛感した。このまま、共に暮らしているとまた同じことが起こるだろう。私は皆に内緒でヌ族の森を出た。

　今になって少しわかる。

　あの貧相で小さい森には、貧しくても幸せがたくさん詰まっていたことを。

『そうか、余よと同じだな』

　姿のない存在の声は、何故か少し心地が良かった。自分に近しい何かを感じたのかもしれない。

『大き過ぎる力は、大切な者を壊してしまう。自ら離れるしかないのだ』

「……ああ、そうだな」

　私達はしばらく大樹の下で話していた。

　もしかしたら、この声だけの存在は、一人に耐えられなくなった自分が作り出した妄想ではないか。

　一瞬、そんな考えが頭をよぎったが、そこにある力のうねりは、自分が作り出せるものではなかった。それは、これまで自分が最強だと思っていたことが恥ずかしくなるような、異常なまでの大きな力だった。

「お前は一体何者なのだ？」

『わからぬ。何故、余のような者が生まれたのか。考えても答えは見つからないので、すぐに考えるのをやめた』

「……そうか」

　それ以上は何も聞かなかった。

　ただ、夜になり、またその夜が明けても私達の話は尽きることがなかった。




『長い間、邪魔をしたな。楽しかったよ』

　私は何も答えなかった。楽しかったということを認めるのが怖かったのかもしれない。

　また、一人になることを強く実感してしまうからだ。

「……」

　言葉が出てこない。

　いつも、そうだ。

　大切なものをいつも意地を張って失ってきた。

『どうしたのだ？』

　大きな力と大きな力が共存することは、無謀なことかもしれない。それはやがて、綻びを生み、いつか離れる時がくるだろう。しかし、それでも私は言った。私が理解し、理解して貰えるであろう唯一の存在に。

「私と、私と共に生きていかないか」

　長い沈黙が流れた。

　私と同じく初めてのことだったのだろう。

　言葉はなかった。

　だが、その存在が、静かに微笑みながらゆっくりと大きくうなづくのを感じた。

　表情は見えない。

　それは声だけの存在。

　だけど、確かにそこにいる。

　私は自然にその言葉を伝えることができた。

「ありがとう」




　それは私が父と別れる時、最後に言えなかった言葉だった。
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　神降ろしの隠れ里を出てから数年。

　各地を転々と渡り歩いた。

『亜璃波刃アリババ』と四八の神々を持つ私は、一つの場所に安住することはなかった。

　これまで一族でしてきたような仕事を同じようにこなしてきたが、一族に属さず、強大な力を持つ私を依頼主はやがて恐れるようになっていった。

　別に構わない。仕事ならいくらでもあるだろう。私は歴代の神降ろしの中でも、最高の力を手に入れたのだ。そう簡単に思っていた。




「強大な力は人から嫉妬され、畏怖され、やがて、迫害される。お主を受け止めるほどの大きな器を持つ者は、もう、この地にはいないだろう」

　東方最強と噂される仙人に会いに行った。

　数千年前から生きているというその仙人は、かつて魔王と呼ばれる存在が最初に器にした人間と言われていた。だが、期待していたほどの力は感じられなかった。その身体はもはや棒切れのように痩せ細り、風が吹いただけで飛んでいきそうな老人だった。

「ワシの力はすでに残りカスみたいなものだ。ここに行くがいい。あの方ならお主を救ってくれるやもしれん」

　仙人が私に渡した地図は中央大陸の地図だった。その中央に赤く大きな丸がしてあり、そこには、魔族文字と墓のマークが描かれていた。

「魔王の大迷宮ラビリンスか」

　始祖の魔王。

　噂だけは聞いたことがある。たった一人ですべての神々と戦い、傷ついた魔王はその力を蓄えるため、魔王の大迷宮ラビリンスで身体を休めているという。数千年もの間、そこを訪れた者は、人であれ、魔族であれ、神であれ、誰一人帰らない、そう言われていた。

「面白い。私の中の神々も喜んでくれるだろう」

　たとえ魔王といえど負ける気はしなかった。誰かに救ってもらおうとも思わなかった。ただ、有り余る力を使いたくて仕方がなかったのだ。

　仙人に一礼した後、踵きびすを返す。

　そのまま去ろうとする私に、仙人は声をかけてきた。

「これを持っていけ。ワシにはもう必要ない」

　それは一本の刀カタナだった。

　黒光りする鞘さやから抜くと、うっとりとするほど美しい刀身が私の顔を映し出した。眩まばゆいまでに光る地じ鉄がねはかなりの名刀ということが一目でわかる。刃中には、真ん中に太く稲妻のような線状の文様が走っていた。

「かたじけない。頂戴する」

　再び、礼をするが仙人はもう何も語らなかった。静かに目を閉じ、そのまま眠りにつく。まるで私にこの刀を渡すためにずっとこの場所で待っていたかのようであった。

　この刀が世界三大聖剣の一つ、聖剣マサムネだと知ったのは随分後になってからのことだった。




　砂漠の真ん中に立っていた。目の前には大きな鉄の十字架が何本も刺さっている。

　七二の魔族の墓標。

　仙人の地図により、どの墓が魔王の大迷宮ラビリンスの入口かはわかっている。その墓標に近づくと、魔族文字の下に落書きが書かれているのを確認した。

「ヌ？」

　以前に誰かが目印をつけたのか。ヌを◯で囲ったサインが刻まれている。

　墓に落書きとは感心しないが、実際は本当の墓ではなく、ダンジョンへの入口だ。周りの墓も、本物ではないのだろう。そんなことを思いながら十字架に触ろうとした時だった。

「そこに魔王はいないぞ」

　背後からの声に慌てて振り返る。

　あり得ないはずだった。これほどまでに強大な力の接近に、どうして今まで気がつかなかったのか。

　地面につくほどに伸びた長い金こん色じきの髪。宝石のように輝く澄んだ青い瞳。同性でありながら、その美しさに思わず息を飲む。

　銀の鎧に大剣を背負い、砂漠に凛と立っているその姿は、あまりにも神々しく幻想的だった。

「……お前が魔王なのか？」

　我ながら馬鹿な質問をしたと思った。彼女から感じられる気配は魔族のものではない。明らかに人間が持つ気配そのものだ。

　だが、それはあまりにも異質で異常で異端だった。およそ、人が持てるような力を大きく超えているのが見ただけで感じ取れた。

「違う。ただの人間だ」

　ただの人間？　冗談じゃない。人間の範疇など遥かに突き抜け超えている。

　魔王に会いにやってきたが、そんなことはもうどうでもよくなっていた。体温が上昇し、身体が異様に熱くなっていく。私の中の神々が早く戦いたくて、暴れているのだ。

「なんだ、ワタシと戦いたいのか？」

　彼女がそう言ったと同時だった。

　待ちきれないというように、神降ろしが発動する。

『金こん剛ごう夜や叉しゃ明みょう王おう』

　四八の神々の中で究極奥義破壊神シヴァをも上回る最高位の神が降臨する。

「少し似ているな。昔のワタシと」

　彼女が何を言っているのかほとんど聞こえない。暴走する肉体が今にも爆発してしまいそうだった。

「名乗れ、ワタシの名はアリスだ」

　かろうじて、彼女が名乗ったことだけが聞き取れた。

『私の名はレイア。神降ろしの一族だっ』

　刀を抜き、はじけるように彼女に向かって突進する。彼女は動かずに私を待ち構えた。

「参る」

　彼女がそう言った瞬間、砂漠中の砂がすべて空に舞い上がった。

　どんっ、という轟音は後から遅れてやってきた。

　腹にとんでもない衝撃が走り、私は太陽まで届くのではないかと思えるほどに吹っ飛ばされる。

　それが永遠の師匠アリス様との出会いだった。




　恐ろしいまでの力の差だった。

　かつて神を降ろせなかった私と、神を降ろしたヨル以上の差を感じていた。

「私を弟子にしてくれませんか」

　気が付いたらアリス様に向かって土下座をしていた。その時、アリス様が物凄く嫌そうな顔をしたのを今でも覚えている。

「ワタシは人にものを教えたことがない」

「大丈夫ですっ。ただ側においてくださるだけでいいのですっ」

　その力のほんの一部でもいい。身に付けることができるなら、私はすべての神々を同時に降ろすことも可能になるだろう。

「……仕方ない。ワタシの修行についてこれるならついて来い」

「はいっ！」




　どんな修行でもついていける自信があった。だが、それはわずか数時間後に粉々に砕け散ってしまう。

　休みなしにアリス様は動き続けた。それも並みの動きではない。

　全力の中の全力。

　仮想の敵を想定したイメージトレーニングだろうか。アリス様の前に見えない強大な敵がいるかのように、本気の拳が空間を切り裂いていく。

　ついていくどころではなかった。近くにいるだけで、身の危険を感じてしまう。

　ほぼ無呼吸で動き続けるアリス様に気押され、いつのまにか私は尻餅をついていた。

「まだまだだっ、こんなものではっ。恥ずかしくて会うことができんっ」

　何を言っているのか理解できなかった。誰に恥ずるというのだ。人類、いや、アリス様に勝てるものなど神の中にも存在しない。

「ア、アリス様は一体誰に会おうとしているのですか？」

　まったく止まらなかったアリス様の動きが止まった。ほとんど変わらなかった表情がここで初めて崩れ出す。

「……ワタシの師だ。ワタシの力など師の足元にも及ばない」

　ありえない、と思った。

　私はこの時、アリス様は強くなりすぎて、頭がおかしくなっている、本気でそう思ってしまった。

「それは妄想の類ですよね？　心の中にだけ存在する、そういったやつですよね？」

「何を言う。我が師、タクミはちゃんと存在する」

「に、人間ですか？　その人」

「人間だ。ただし父は世界を創造した全知全能たる神、母は自然界を守る大精霊と聞いている」

　それは人間とは呼ばない。

　そう思ったが口には出さなかった。本当にそんな人間がいるのだろうか。

　私はすでにこの時、アリス様の師に興味を持ちはじめていたのだ。




　それから数ヶ月が経った。

　ギルド協会に登録し、アリス様と共にクエストに同行したり、過酷な修行に挑んだが、私はうまく力をつけることができないでいた。

「こう、ばびゅーーん、て感じでドバババババ、と力を放つんだ。最後にひゅん、とすることを忘れるなよ」

「は、はい」

　アリス様の指示はあまりにも抽象的でわからない。剣聖と呼ばれているのに剣を使うところすら、一度も見たことがない。修行はとても人間がついていけるレベルではなく、いつまでたっても強くなれるような気がしなかった。

「アリス様はどうやってそこまで強くなられたのですか？」

「すべて師のおかげだ。タクミがいなければワタシは今の強さの百万分の一もなかっただろう」

　想像の中でアリス様の師、タクミ様のことを考える日が多くなっていく。

　一体どのような人物なのだろうか。

　巨大で頑強な肉体とパワーを持っているのか。

　それとも、全知全能の頭脳を持っているのか。

　もしくは、膨大な魔力を持っているのか。

　いや、その全てを兼ね揃えているに違いない。

　私はいつのまにか、タクミ様のことを考えるのが、一日の楽しみになっていた。




「行ってこい、ここにタクミがいる」

　ある日、アリス様は突然私にそう言った。アリス様はすべてわかっていたのだ。

　私がアリス様の元では強くなれないということを。

　私がまだ見ぬタクミ様に憧れているということを。

「アリス様、私はっ……」

「……話すな。すぐに失せろ。でないと壊してしまいそうだ」

　初めて見せるアリス様の殺気は、それだけで心臓が止まりそうな程の迫力だった。

「そこは本来ワタシがいる場所だ。やがて奪いに行く。レイア、お前はそれまでの仮かり初そめだ」

　表情を見ることはできなかった。きっとアリス様にとってそこは誰にも譲りたくない大切な場所なのだろう。それを仮初めとはいえ私に託してくれたのだ。

「ありがとうございますっ」

　大丈夫だ。

　私はアリス様がそこに戻るまでの代わりで構わない。

　その日まで私がその場所を守り続ける。




　それはタクミさんに出会う前、まだ私が恋というものを知らない時の話だった。


《了》












あとがき




　まずはこの本を手に取って頂きありがとうございます。

　そして、タイトルが長くてすみません。「うちそれ」もしくは「うちの弟子」と略して頂けたら嬉しいです。

　さて、あとがきなんですが、初めての事なので何を書いていいのか戸惑っています。

　自分は子供の頃から本を買ったらあとがきから先に読む人でしたが、皆様はどうでしょうか？

　作者がどんなことを考えているのか、どんな人なのか、そのようなことがわかってから作品を読めば、より面白く読めるんじゃないか、そう思っていたからです。まさか、自分があとがきを書く立場になるとは思ってもみなかったので、いざ書こうとなると作品以上に進みませんでした。作品の事を話してネタバレにならないか、作者がつまらない奴だと思われて、本編を読む気を無くしたらどうしようか、などと考えていると、全く書けなくなってしまいました。なので、最後は開き直って好きな事を書かせて頂きます。

　まず作者は動物が好きです。猫を二匹飼っております。猫派というわけではなく、犬も好きです。動物全般が大好きです。

　食べ物は薄味が好きです。濃い味が嫌いというわけではなく、薄味がより好みです。でも、焼きそばにはマヨネーズをぶち込みたいです。

　本は書くだけではなく読むのも好きです。小説だけではなく、漫画、映画、アニメ、なんでも好きです。とにかく物語が大好きです。感動する話はぼろぼろに泣くし、笑える話はけらけら笑ってしまいます。

　移動手段はもっぱら自転車です。どこまでもいけるような気がしますが、すぐに疲れてしまうので、どうやら気のせいのようです。運転免許証はただの身分証明書になっております。暑いのは苦手です。寒いのは得意なので永遠に冬でもいいと思っています。

　こんなところでしょうか。あとがきから読んでいる方、より面白く作品が読めそうですか？　セオリー通り最後にこちらを読んだ方、読んだことを後悔してませんか？

　ほんの少しでも、誰かの心の片隅に残る作品になっていたら、作者はとても喜びます。




　それでは、最後にこの本に関わって頂いた一二三書房様、担当様。素敵なイラストを描いて下さったtoi8 様。こんな自分を手伝って支えてくれたサスヘン。応援してくれた家族、友人、職場の方々。天国から見守ってくれているおばあちゃん。そして、この本に興味を持ち買って下さった読者の皆様。言葉では伝えきれないほどの感謝の気持ちを込めて。

　ありがとうございました。





令和元年　八月　アキライズン
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